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　一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
手
に
町
内
を
ぐ
る
ぐ
る
と

ま
わ
る
日
々
に
慣
れ
ま
し
た
が
、
写
真
撮
影
の
奥

深
さ
を
痛
感
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。景
色・

人
物
で
撮
り
方
は
違
い
、
屋
内
・
屋
外
で
も
明
る

さ
を
考
え
て
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
ぶ

こ
と
が
多
く
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
す
る
プ
ロ
の

カ
メ
ラ
マ
ン
を
尊
敬
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
11
月

２
日
・
３
日
に
行
わ
れ
た
町
芸
術
文
化
祭
の
写
真

展
も
、
感
心
し
な
が
ら
作
品
を
拝
見
し
ま
し
た
。

　町
報
に
は
私
が
撮
っ
た
写
真
が
多
く
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
楽
し
み
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

「
こ
う
す
れ
ば
良
く
な
る
よ
」
な
ど
ご
意
見
が
あ

り
ま
し
た
ら
何
な
り
と
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　悠

　
　編

　後
　集

　記
　関東・東北から１２名が来町し、紅葉の風景を描
いた「スケッチ講座」。上野の森美術館（東京都）
が主催。参加者は大塚・東沢の景色を絵の具や色鉛
筆を使って、繊細なタッチで描き上げていました。

　ジュニアサッカーチームの川西ＪＦＣに所属し、Ｄ
Ｆとしてチームの守りを支えています。また、チーム
のキャプテンとして、メンバーをまとめています。勉
強は、特に漢字を覚えるのが得意です。また、社会は
特に歴史が好きで、名前を聞いたことがある武将が具
体的にどんなことをしたのか楽しく学んでいます。
　中学生になったら、サッカーにもっと打ち込みたい
です。将来はプロサッカー選手になって、スペインで
プレーするのが夢です。

第 34回県小学生陸上競技大会「走り幅跳び」出場

小松小学校６年生　髙橋塁
るい
くん

未来に向かって　～第３２回～ 勉強もスポーツも全力投球！

第34回県小学生陸上競技大会「走り高跳び」第７位

小松小学校６年生　髙橋陽
ひ な
奈さん

　小学 4年生からバスケットボールを始めて、スポ
少では持ち前の身長を活かし、センターとしてゴール
を目指しています。児童会活動では美化委員長として
校内が和やかになるよう、家にあるお花を持って来て
もらえるよう全校生に協力してもらいました。勉強で
は、計算が早くできるので算数が得意です
　中学生になったら、勉強では得意な算数をもっと極
め、部活ではバスケットボールを続け、勉強と部活を
うまく両立できるように頑張りたいです。
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◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

深まる秋を 繊細にスケッチ

◆町ホームページ◆
町の情報を要チェック！

◆町公式フェイスブック◆
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１１月の町税等 川西町の人口

15,228 人　（－ 35）
男　　　7,476 人（－ 5 ）
女　　　7,752 人（－ 30 ）
世帯数　5,082 世帯 ( ± 0 ）

※ 10 月末日現在の住民基本台帳人口

●固定資産税・都市計画税（４期）
●国民健康保険税　　　　（５期）
●介護保険料　　　　　　（５期）
●後期高齢者医療保険料　（５期）
●上下水道使用　（１０月使用分）
口座振替日　１１月２８日㊌
納付期限　　１１月３０日㊎

【おめでとう そして ありがとう】は、１０月に掲
載の申し込みがあった方のみ掲載しています。
氏名は、申込書のとおり掲載していますので、戸籍
や住民基本台帳の表記と異なる場合があります。

…１０月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

山口　義一 ９８ 西大塚

小形みやゑ ８８ 尾長島

遠藤　まさ ９０ 尾長島

遠藤　　淑 ９２ 玉　庭

安部マサエ ９６ 下小松

島貫与四郎 ６７ 下小松

嵐田　和子 ８７ 堀　金

竹田八重子 ９１ 上小松

江口　正志 ８８ 西大塚

大友　正次 ９１ 玉　庭

神野　菊夫 ７１ 朴　沢

清野　弘一 ７２ 堀　金

舩山よし子 ７０ 中小松

髙橋　久子 ９１ 西大塚

石黒利喜男 ８４ 上小松

梅津シゲ子 ９５ 西大塚

伊藤　こう ９４ 高豆　

渡部としゑ ９４ 西大塚

菊地　政子 ８１ 洲　島

菊地　つる ９６ 高　山

新郎　　　　　　　新婦 大字

槻木　真明 ♥ 嶋貫　由果 西大塚

金子　洋生 ♥ 名古屋　薫 大　塚

小倉　幸典 ♥ 川崎さくら 下小松

氏名 性別 保護者 大字

矢野　伊
い お

音 男 祥久 ・ 美和 洲　島

篠澤　勇
ゆうせい

生 男 友和 ・ 愛子 上小松

沖野　　睦
りく

男 秀弥 ・ 奈穂 大　舟

おめでとう そして ありがとう

ようこそ赤ちゃん ３名

ご結婚おめでとう　３組

ご冥福を祈ります

晴れた秋、行方不明？・・あっ　みーつけた。
○撮影：佐藤修一（高豆　）
○撮影場所：自宅前の田んぼ

あなたの「かわにし映え」する写真毎月 3組募集中！

　あなたが撮った、「町の風景・スポット・人」の写真を大募集。「氏
名」「住所・電話番号」「写真の説明（２0 字前後）」を記入し、写
真を添付してメールでご応募ください。応募写真は、ホームページ・
フェイスブックでも掲載させていただきます。
▶ 次号募集期間：１１月１５日㈭～１１月３０日㈮
▶ 応募先：koho@town.kawanishi.yamagata.jp→
▶ その他：詳細は町ホームページをご覧ください。
※応募者は、注意事項を承諾していただいたものとみなします。

ダリア園で変わったダリアが咲いていました。
○撮影：佐藤英俊（上小松）
○撮影場所：川西ダリヤ園

町
報
か
わ
に
し
10
月
号
裏
表
紙
に
記
載
し
た
氏
名
の
ふ
り
が
な
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】
横
山
楽
夏
（
ら
ら
）
さ
ん

　
→

　
【
正
】
横
山
楽
夏
（
ら
な
）
さ
ん
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に入った後、中学校から東京で過ごし、東京帝国大
学（現 東京大学）へ進学し、現在の司法試験に当
たる試験にはトップで合格しました。
　大学卒業後、東京地裁で司法修習をし、その時の
先輩であり、戦後初めての最高裁判所長官三淵忠彦
さんに指導を仰ぎ、最高裁判所の初代事務総長に就

特集：川西町と愛知大学（愛知県）

" 知を愛し 人を愛した教育者 " を通した
　　　　　　　　　　　　　「絆」の交流

　町では今年３月、「本間喜一顕彰基金条例」を
制定し、本間喜一顕彰会名誉会長の越

お ち
知專

まこと
さん（愛

知県）による寄付金５千万円を活用した給付型奨
学金制度を立ち上げました。

　今回は、玉庭地区出身で愛知大学を創設した本
間喜一先生の功績や人柄、町と愛知大学が連携・
交流する事業、給付型奨学金制度についてご紹介
します。

任し、３年間務めました。
　しかし、人が人を裁くこと
に疑問を感じ、またさらなる
勉強に励むため東京商科大学

（現 一橋大学）予科教授とな
り , １９５０年に名誉教授の
称号が授与されました。

院大学（中国・上海）の副院
長兼教授に、１９４４年には
学長に就任しました。
　上海は当時東洋一の国際都
市であり、その上海で学ぶた
めに県から推薦を受け、日本
各地から選抜された優秀な学

生が受験しました。合格すれば、全寮制で費用は全
額負担だったため、難関かつ名門校でした。
　第二次世界大戦での敗戦で閉学するまでの４５年
間で、約５千人の卒業生を送り出したと言われ、卒
業生は、中国語・英語・フランス語・ロシア語など
に通じ、外交官や貿易商社、学者、政治家などに
なって活躍するなど、多くのエリートを輩出しまし
た。*

学は閉校を余儀なくされま
した。教職員や学生は、日
本に引き揚げても帰るべき
ところがなく、新たな受入
先が必要な状況でした。そ
して本間先生が中心となり、
日本のどこかに新しい大学
を創ろうという動きが起こりました。
　本間先生は大学設立のため、場所の選定や資金
集めなどに奔走しました。結果、朝鮮半島や台湾
など外地の学校から引き揚げた学生・教職員を収
容する大学という位置づけで、１９４６年に愛知
大学を設立しました。大学名は所在する県名を由
来とせず、「智（知）を愛する」精神を尊ぼうと
いうことから命名されました。

を持ち、学生をとても大切にしていました。それ
を表わすエピソードに「愛知大学事件」があります。
　１９５４年、犯罪捜査のために大学内に無断で
立ち入った当時の豊橋市の警察官を学生が捕縛し、
学生１２名が逮捕される事態に発展しました。
　これに対し、本間先生自らが、学生たちの弁護
人となって学生を全面的に
弁護。２１年後に起訴され
た９人のうち７人の刑は免
除、２人の無罪、２人の犯
人隠匿に５千円の罰金とい
う「有罪だが実質無罪」と
いう判決が下されました。

玉庭村長をしていた小池家に生まれ、小学校から
成績優秀。叔父である本間則忠さんの家に養子本間先生は「愛知大学を卒業した若者たちは地

元を支える人材になってほしい」という願い

東京商科大学の教授を経て、
１９４０年に東亜同文書敗戦にともない、中国に

あった東亜同文書院大

本
ほ ん ま き い ち

間喜一
（１８９１～１９８７年）

中学校から東京で学ぶ
東亜同文書院大学の学長に愛知大学を設立

学生を守ることに尽力

愛知大学名誉学長
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みんなで
食 育

　「ゆっくりよく噛んで食べましょう」
　子どものころからよく聞く言葉ですが、あな
たは出来ていますか？
　噛むことで脳の満腹中枢が働いて食べ過ぎを
防いだり、噛んで味わうことで食べ物の味がよ
く分かり、さらにおいしく食べられます。
　素材のうま味が感じられると薄味でもおいし
く食べられ、減塩にもつながります。

　午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

　11
月
の
定
休
日
：
11
月
28
日
㈬

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

よく噛んで
食べていますか？

　森
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
ま
だ
マ
ル
シ
ェ

に
お
越
し
に
な
っ
た
こ
と
の
な
い
方
々
に

も
、
マ
ル
シ
ェ
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
！
と
定
期
的
に
出
張
販
売
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
町
内
外
の
産
直
イ
ベ
ン

ト
を
は
じ
め
、
今
年
９
月
か
ら
は
川
西
診

療
所
で
の
販
売
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

新
鮮
な
野
菜
や
果
樹
、
お
菓
子
や
お
惣
菜

な
ど
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
が
、
毎
回
多

く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　森
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
今
後
も
店
舗
内

の
販
売
だ
け
で
な
く
、
出
張
販
売
に
も
力

を
入
れ
な
が
ら
、
町
内
産
品
そ
し
て
マ
ル

シ
ェ
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

キャベツと
干しえびのソテー

✿ 材料＜４人分＞
○キャベツ　１／２個　　○かつお節　　　８ｇ
○干しえび　　　４ｇ　　○しょうゆ　小さじ２　　
○みりん　　小さじ１　　○こしょう　　　少々
○オリーブオイル　　小さじ２

✿ 作り方
①キャベツは長さ３ｃｍ程度の細切りにする。
②フライパンにオリーブオイルを入れ、キャベツを炒
　める。しんなりしてきたら、しょうゆとみりんを加
　えてさらに炒め、かつお節と干しえびを入れて火を
　止める。お好みでこしょうをふる。

問町健康福祉課　健康推進グループ　☎４２ー６６４０
( 一人分当たり：エネルギー 64kcal　 塩分相当量　0.6 ｇ　野菜 90 ｇ )

「出張マルシェ」開催中！▶
森
の
マ
ル
シ
ェ
店
内
も
収
穫
の
秋
真
っ
只
中

　今
年
獲
れ
た
お
米
や
野
菜
な
ど
、
充
実
の
ラ

　イ
ン
ナ
ッ
プ
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

　ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 

川
西
診
療
所
で
の
販
売
予
定
日
時

　毎
月
第
２
水
曜
日

　午
前
10
時
～
正
午

　次
回
は
12
月
12
日
㈬

※
開
催
予
告
は
、
診
療
所
内
掲
示
の
ポ
ス

　タ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

よく噛むために一工夫！

● 食材を大きく切る
● 硬めに調理する
● 口に運んだら一度箸を置く

　愛知大学長を退任した後、昭和４７年～
５７年頃の夏に１週間ほど玉庭を訪れてい
ました。私は、本間さんのために食事を作
り、夜は様々な興味深い経験談に耳を傾け
ていました。
　私が作った料理を食べると「あんたの料
理は美味い」と褒めてくれたのが良い思い
出です。ちなみに本間さんは魚が嫌いだっ
たので、夏野菜料理を多く出していました。
　本間さんが話してくれることはどれも興
味深い中身でしたが、やはり愛知大学創設
時の苦労話が印象に残っています。資金集
めなどの苦労をともにした林毅

き ろ く

陸（初代学
長）と小岩井淨

きよし

（３代学長）の名前は、本
間さんの話によく登場していました。

　町では平成２６年に愛知大学と「連携・協力に関する協定」
を締結し、双方が交流を深める各種事業を行っています。

学生によるフィールドワーク

　県外の学生目線で町の魅力を掘り起そうとフィールドワーク
（現地調査）を実施し、毎年１０名以上の学生が来町しています。
　漬物などの食文化や農業、町の花ダリヤに興味を持つ学生が
多く、町民へのインタビューを通して感じたことを動画やポス
ターなどの作品にまとめ、研究成果を発表いただいています。
なかには、町の食や文化のファンになり、２年連続で来町する
学生たちもいます。

本間喜一先生を顕彰する講演会

　本間先生の功績を町民に
広く伝えていくため開催し
ています。
　愛知大や本間先生に縁の
ある講師のお話を通して、
先生の偉大さを深く理解す
る機会となっています。

愛知大での「川西町フェア」

　大学内の学生食堂で毎年１１月に川西
町フェアを開催しています。
　本間先生の故郷の味である紅大豆や玉
こんにゃくを使用したメニューや芋煮を
提供するほか、本町の紹介パネルを展示
しています。

―　Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ　―

本間喜一さんは大叔父にあたる

小池ふみ さん（玉庭）

■ 私の料理を褒めてくれた ■

■ 「父の存在」が大きかった ■
　本間さんは、素晴らしい経歴をお持ちの
方なのに、私と接していても偉ぶる様子は
全く無く、誰にでも丁寧に接する人でした。
　また、「苦労しないと良い人間になれな
い」とよく話していました。玉庭村長だっ
た父の小池熊吉が重ねた苦労を見て、父に
負けてられないと奮起して人生を過ごして
きたのだと思います。
　小池家に残っている学生時代の本間さん
のノートには、上下左右５㎜の隙間を除い
てびっしりと字が書かれています。私は、
子や孫にも「これぐらいびっしり書いて学
んだ人が小池家にはいるんだよ」と教えて
います。

What is 「愛知大学」
■ 概　要　愛知県の名古屋・豊橋・車道にキャンパスを
　　　　　構える私立大学
■ 学生数　９，８３７人　（今年 5 月現在）

■ 学　部　法学部、経済学部、経営学部、現代中国学部、
　　　　　国際コミュニケーション学部、文学部、
　　　　　地域政策学部
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愛知大学との交流事業



　今
シ
ー
ズ
ン
の
川
西
ダ
リ
ヤ
園
の
営
業
が

11
月
４
日
㈰
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　夏
場
の
高
温
や
少
雨
に
よ
り
開
花
が
例
年

よ
り
遅
れ
た
今
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
が
、
関
係

者
の
尽
力
に
よ
り
秋
に
は
約
６
５
０
種
の
ダ

リ
ア
が
見
事
に
咲
き
誇
り
、
お
よ
そ
５
万
人

の
方
に
ご
来
園
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　最
後
の
開
園
日
に
行
わ
れ
た
「
切
り
花
ダ

リ
ア
収
穫
デ
ー
」
で
は
、
朝
も
や
が
立
ち
込

め
る
中
、
ハ
サ
ミ
と
ラ
ッ
ピ
ン
グ
フ
ィ
ル
ム

を
手
に
大
き
さ
や
形
の
異
な
る
ダ
リ
ア
を
集

め
て
、
自
分
だ
け
の
花
束
を
つ
く
る
多
く
の

来
園
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲多くの方が来園した「切り花ダリア収穫デー」

1 1/ 4

園
内
の
ダ
リ
ア
を
花
束
に

～
川
西
ダ
リ
ヤ
園
が
今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
終
了
～

▲町民謡研究会による「最上川舟唄」の披露
　歌声を響かせた猪股崇さん（右）と尺八を演奏
　した横山昇さん（左）
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文
化
の
躍
動 

今
こ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
町
芸
術
文
化
祭
を
開
催
～

　10
月
31
日
㈬
に
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

か
ぼ
ち
ゃ
の
お
化
け
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど

様
々
な
仮
装
を
し
た
可
愛
ら
し
い
ち
び
っ
子

た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　ち
び
っ
子
た
ち
は
お
買
い
物
ご
っ
こ
を
し

て
遊
び
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ア
イ
テ
ム
や
お
菓
子

を
手
に
し
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　な
お
、
こ
の
日
は
吉
島
小
学
校
６
年
生
19

名
も
参
加
し
、
ち
び
っ
子
や
そ
の
親
御
さ
ん

と
の
交
流
を
通
し
た
福
祉
学
習
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ち
び
っ
子
と
小
学
生
の
楽
し
そ
う

な
笑
い
声
が
セ
ン
タ
ー
中
に
溢
れ
ま
し
た
。

▲仮装をした子どもたちで賑わいました

1 0/3 1

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
だ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
！

～
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場
」
～

　町
で
は
こ
の
た
び
、
北
海
道
在
住
で
ド
ラ

ム
・
カ
ホ
ン
奏
者
の
佐
藤
裕ゆ

う
い
ち一

さ
ん
を
新
た

に
町
親
善
大
使
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　佐
藤
さ
ん
は
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
Ｌ
ａ
ｔ
ｔ
ｅ

の
一
員
と
し
て
活
躍
し
、
町
内
で
の
コ
ン
サ

ー
ト
や
小
中
学
校
で
の
音
楽
教
室
で
演
奏
を

披
露
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
景

観
や
食
べ
物
に
惚
れ
込
み
、
全
国
各
地
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
本
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
曲

さ
れ
た「
水
径
情
歌
～
み
ず
み
ち
の
う
た
～
」

を
町
の
魅
力
と
と
も
に
披
露
す
る
な
ど
、
本

町
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
大
き
く
貢
献
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

▲委嘱状と名刺を手にする佐藤裕
ゆういち
一さん

1 0/1 9

各
界
で
活
躍
し
、
本
町
を
応
援
い
た
だ
い
て
い
る

「
川
西
町
親
善
大
使
」
を
ご
紹
介
し
ま
す

▲小中学校絵画展も行われ、１１月３日㈯㈷には
　黒澤梧郎賞受賞者への表彰式を挙行
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　私は昭和２８年に愛知大を卒業したのですが、
本間先生とは在学中に面識はなく、卒業後に継い
だ家業の理髪店に本間さんが来店したことから家
族ぐるみでの付き合いとなりました。
　本間先生と付き合う中で、疑問を持つ大切さや
人に尽くす精神など多くのことを教わりました。
また、お店に本間先生を慕う研究者や取り次ぎを
求める実業家らが多く足を運んだことが、のちの
私自身の人脈や恵まれた人生につながりました。
　そのほか、本間さんが設立に奔走した愛知大の
成り立ちを客員研究員として調査した経験もあり
ます。

越
お ち

知 專
まこと

 さん （88 歳  愛知県豊橋市）

学びの恩返しのため
本間先生の故郷へ寄付

　平成２９・３０年にわたり、計５千万円を町へ
寄付いただいた越知專さんが抱く、本間喜一先生
への想いや今回の寄付への期待などをご紹介しま
す。

○　本間喜一先生との思い出

○　受けた恩を「新たな学び」に
　本間先生にお世話になった恩返しをしようと、
人柄や功績をまとめた本を自費出版したほか、「本
間喜一顕彰会」も設立しました。
　本間先生が大学設立時に描いていた農学部設置
構想の具現化にも、情熱を注いできました。長年
の活動の結果、７０年前の構想が地域政策学部の
「食農環境コース」という形で今春に実現しました。
　そして、本間先生への最後の貢献と思い、私の
年齢もあり記念的な意味合いもありますが、川西
町へ５千万円の寄付を決めました。

○　川西町へ寄付した「想い」
　私が思い描く理想として、本間先生の出身であ
り農業が盛んな山形県、ひいては東北地方から食
農環境コースへ多くの学生を迎えたいという想い
があります。
　川西町には愛知大進学者への給付型奨学金制度
を策定いただき、感謝しています。置賜農業高校
の生徒はもとより東北地方の高校生には、全国有
数の農業生産を誇る愛知県豊橋市をフィールドに
学び、卒業後は東北に戻って農業界のリーダーと
して力を発揮してほしいと思います。また、建学
の精神をその郷里で広め、全国に「愛大」の名を
発信していってほしいと思います。

○　愛する川西町への「想い」
　今回つながりが深まった私の愛する川西町は、
本間先生はもちろんのこと、戦後を代表する作家・
劇作家の井上ひさし氏、国立国会図書館長を務め
た大滝則忠氏など、各界に著名人を多く輩出して
います。しかし、これらの事実が全国津々浦々ま
で知れ渡っているとは言い難い状況です。
　川西町民は、そのことをもっと町の自慢として
ＰＲし、全国に「文化人のまち」をアピールして
いってほしいと思います。

▲平成 22年に胸像を寄贈いただいた

▲平成 30年に講演のため来町された
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　福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
の
弓
道
競
技
・

成
年
女
子
遠
的
に
お
い
て
山
形
県
が
初
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。
３
名
で
行
う
同
競
技
の
メ

ン
バ
ー
で
、
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
本

町
玉
庭
在
住
の
山
本
京
子
さ
ん
に
優
勝
の
喜

び
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　60
ｍ
先
に
あ
る
直
径
１
ｍ
の
的
を
狙
う
遠

的
で
、
山
本
さ
ん
は
予
選
で
４
射
全
て
を
的

に
当
て
、チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　山
本
さ
ん
は
「
10
数
年
が
か
り
で
や
っ
と

優
勝
で
き
た
」
と
喜
び
を
表
し
ま
し
た
。
ま

た
「
家
族
の
支
え
が
今
回
の
成
績
に
つ
な
が

っ
た
」
と
感
謝
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

▲賞状を手に喜びを語った山本京子さん
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　町
内
の
農
業
や
商
工
業
、観
光
な
ど
の「
産

業
」
が
集
結
し
た
か
わ
に
し
産
業
フ
ェ
ア
が

町
中
央
公
民
館
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　フ
ェ
ア
で
は
、
室
内
一
面
に
敷
き
詰
め
ら

れ
た
「
ダ
リ
ア
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
展
」、
町

内
18
社
が
出
展
し
た
「
企
業
展
」、
力
作
ぞ

ろ
い
の
「
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
」
を
そ

の
目
で
楽
し
む
方
、「
働
く
車
展
示・試
乗
」、

木
材
で
イ
ス
を
手
作
り
す
る「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
体
験
」

を
夢
中
で
楽
し
む
方
な
ど
で
溢
れ
ま
し
た
。

　同
日
に
開
催
さ
れ
た
た
ま
げ
た
ほ
こ
天
＆

駅
前
プ
ロ
レ
ス
も
盛
況
で
、
産
業
フ
ェ
ア
と

あ
わ
せ
て
約
４
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
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山
本
京
子
さ
ん
（
玉
庭
）
が
福
井
国
体
で
優
勝

～
弓
道
成
年
女
子
遠
的
～

　全
国
で
「
川
西
」
と
い
う
共
通
の
地
名
を

持
つ
兵
庫
県
川
西
市
・
奈
良
県
川
西
町
・
新

潟
県
十
日
町
市
（
旧
川
西
町
）・
本
町
が
、

連
携
し
交
流
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

全
国
川
西
会
議
（
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
）
の
若

手
職
員
研
修
が
行
わ
れ
、
県
外
か
ら
６
名
の

職
員
を
迎
え
た
計
14
名
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
26

年
か
ら
実
施
し
、
本
町
開
催
は
２
回
目
、
通

算
５
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　今
回
は
、
本
町
の
地
域
づ
く
り
の
事
例
紹

介
と
し
て
吉
島
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
髙
橋
由
和
事
務
局
長
か
ら
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
実
践
活
動
を

知
る
た
め
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、

各
々
の
取
り
組
み
が
地
域
住
民
と
一
体
と
な

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
参
加
者
は
学
ん

で
い
ま
し
た
。

　参
加
さ
れ
た
県
外
の
職
員
か
ら
は
「
刺
激

を
受
け
た
」「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
学
ん

だ
こ
と
を
今
後
の
仕
事
に
活
か
し
た
い
」「
山

形
県
川
西
町
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
郷
土
愛

を
育
ん
で
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
3
日
間
の

研
修
で
は
、
４
市
町
各
々
の
取
り
組
み
や
風

土
の
違
い
を
知
る
と
も
に
、全
国
の
「
川
西
」

の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

全
国
の
「
川
西
」
の
絆
を
深
め
る

～
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
若
手
職
員
体
験
型
交
流
研
修
～

▲見頃を迎えた川西ダリヤ園を視察▲吉島地区交流センターで研修を受ける参加者たち

観
て
、体
験
し
て
、味
わ
う 

か
わ
に
し
の
魅
力
満
載
！

～
か
わ
に
し
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
８
～

▲白熱の新米ペットボトル早詰め大会
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愛知大学進学者への給付型奨学金制度を創設

山形県川西町・愛知大学本間喜一奨学金
■ 目的
　東北六県（青森県、岩手県、秋田県、宮城県、山形県、福島県）から愛知大学へ進学・就
学し、卒業後、地域貢献を志す者の人材育成を図るため、実施します。

■ 奨学金額（給付型）
　総額３００万円　（年額７５万円、４年間継続支給）
　※川西町が給付します（初年度は８月給付予定）。
　※継続には条件があります。

■ 奨学生数　　３名以内

■ 対象学部　　地域政策学部 地域政策学科

■ 申請資格　　下の条件にすべて該当する者
　①　地域政策学部地域政策学科に入学した者。
　②　申請者が在学していた高等（中等教育）学校等の所在地及び申請者の保護者の居住地
　　　が東北六県の者。

■ 奨学金給付条件
　愛知大学在学中の３年次終了までに、川西町にて実施するインターンシップを２回行うこ
と。（各５日間）

■ 奨学金給付までのプロセス
　①　２０１９年度入学者に対し募集　　　　【２０１９年４月～５月】
　②　奨学金給付申請　　　　　　　　　　　【２０１９年５月～６月】
　③　申請書類等により面接　　　　　　　　【２０１９年６月～７月】
　　　※豊橋校舎で実施予定
　④　奨学金給付決定（４月に遡及し給付）　  【２０１９年８月】

■ その他
　①　学生の身分を失ったとき、学則の定めにより停学又は退学の処分を受けたとき等は、
　　　奨学生の資格を取り消し、当該年度の奨学金を返還していただきます。
　②　３年次終了時までに、川西町にて実施するインターンシップを２回行わなかった場合
　　　は、４年次の奨学金は給付いたしません。

【お問い合わせ先】
　愛知大学企画部入試課　☎０５２－９３７－８１１２・８１１３（平日午前９時～午後 5 時）
　川西町まちづくり課　地域振興グループ　☎０２３８－４２－６６１３

※上記内容は平成３０年１１月現在のものであり、都合により内容変更、または見直しがなされることが
　あります。

5　町報かわにし 平成３０年１１月１５日



25　町報かわにし 平成３０年１１月１５日

町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

　若者
に
希
望
を

　
町
民
表
彰
式
典
に
お
い
て
町
発
展
へ
ご
貢
献

い
た
だ
い
た
７
名
の
皆
さ
ん
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
ご
尽
力

に
対
し
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
今
後
益
々

の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　各
地
区
収
穫
祭
が
趣
向
を
凝
ら
し
に
ぎ
や
か

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
収
穫
期
に
な

り
今
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影
響

が
は
っ
き
り
出
て
き
ま
し
た
。
米
は
細
米
が
多

く
２
割
の
減
収
だ
と
訴
え
る
方
も
お
り
、
米
価

が
上
が
っ
て
も
厳
し
い
秋
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
か
ら
米
政
策
が
大
き
く
変
わ
り
、
農
家
所
得

へ
の
影
響
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

　11
月
４
日
、
ダ
リ
ヤ
園
は
恒
例
の
切
り
花
収

穫
デ
ー
で
大
盛
況
で
し
た
が
、
入
場
者
数
は
昨

年
と
比
べ
１
万
人
余
り
減
の
５
万
人
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
７・
８
月
の
猛
暑
で
花
が
咲
か
ず
、

見
頃
の
９
・
10
月
は
土
日
に
台
風
や
大
雨
が
続

き
天
候
不
順
に
泣
か
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
反

省
を
生
か
し
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
来
年
に
向
け
球

根
の
収
穫
作
業
に
励
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　さ
て
、
高
校
・
大
学
の
受
験
シ
ー
ズ
ン
が
始

ま
り
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
玉
庭
出
身
の
本
間

喜
一
先
生
が
創
設
さ
れ
た
愛
知
大
学
進
学
者
へ

の
奨
学
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
愛
知
県

豊
橋
市
在
住
の
越
知
專
さ
ん
か
ら
５
千
万
円
が

町
に
寄
付
さ
れ
、
愛
知
大
学
と
町
が
さ
ら
に
発

展
す
る
よ
う
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
て
ほ
し
い

と
希
望
さ
れ
た
も
の
で
す
。
申
し
入
れ
を
い
た

だ
い
た
時
は
、
あ
ま
り
に
多
額
で
び
っ
く
り
し

ま
し
た
が
、
越
知
さ
ん
の
思
い
を
尊
重
し
議
会

の
議
決
を
経
て
条
例
を
制
定
し
、
実
施
す
る
も

の
で
す
。
今
月
初
め
に
愛
知
大
学
を
置
農
柴
﨑

校
長
先
生
と
訪
問
し
、
関
係
を
深
め
る
と
と
も

に
、
制
度
の
確
認
を
し
て
来
ま
し
た
。
来
年
度

は
推
薦
制
度
ま
で
準
備
が
整
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
東
北
出
身
の
愛
知
大
学
入
学
者
で
希
望
者

か
ら
町
が
選
考
の
う
え
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

　本
間
先
生
が
創
設
し
た
と
は
い
え
、
愛
知
大

学
は
東
北
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
大
学
で

す
。
愛
知
県
に
あ
る
か
ら
愛
知
大
学
で
は
な
く
、

「
知
を
愛
す
る
」
が
名
称
の
由
来
で
す
。
設
立

趣
意
書
に
は
、「
地
域
に
貢
献
す
る
」「
国
際
的

視
野
を
持
つ
」
人
材
の
育
成
が
謳
わ
れ
現
在
に

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
制
度
は
優
秀

な
若
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
将
来
地
域
に

帰
り
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
を
目

指
す
も
の
で
す
。
愛
大
で
学
ん
だ
成
果
が
東
北

の
振
興
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
。
当
然
、
本
町
の
学
生
に
は
最
優
先
で
挑
戦

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　　

  

　

第
80
回

　
移
住
３
年
目
の
農
業

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp

　移
住
し
て
き
て
か
ら
３
シ
ー
ズ
ン

が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
栗
大
豆

の
栽
培
を
し
ま
し
た
。
栗
大
豆
は
日

本
一
甘
い
相
模
原
の
大
豆
で
、
栗
の

よ
う
な
食
感
の
枝
豆
が
で
き
ま
す
。

も
っ
と
食
味
や
色
を
よ
く
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
考
え
中
で
す
。

大
豆
に
す
る
と
と
て
も
甘
く
て
美
味

し
い
き
な
粉
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　３
年
目
に
入
っ
て
本
格
的
に
ダ
リ

ア
の
栽
培
を
行
い
ま
し
た
。
ダ
リ
ア

部
会
の
み
な
さ
ん
に
球
根
や
苗
を
分

け
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
置
賜
農
業

高
校
の
生
徒
た
ち
が
培
養
し
た
苗

（
新
海
峡
）
も
栽
培
し
ま
し
た
。
日

照
り
や
多
雨
で
て
ん
て
こ
舞
い
の
毎

日
で
し
た
。
技
術
の
未
熟
さ
は
収
支

の
赤
字
に
現
れ
、
そ
れ
で
も
き
れ
い

に
咲
い
て
く
れ
た
ダ
リ
ア
を
見
る
と

疲
れ
も
飛
ん
で
い
く
よ
う
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
ア
ス
パ
ラ
の
圃
場
を
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
実
証
研
修
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
ダ
リ

ア
の
栽
培
に
必
要
な
資
材
な
ど
を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　多
く
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
協
力

が
あ
っ
て
無
事
に
３
年
目
の
秋
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

松
山

　薫

▲ダリア栽培の様子　きれいに咲くように努力しました

　11
月
３
日
㈯
㈷
、
町
議
場
で
平
成
30
年

度
町
民
表
彰
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　町
で
は
昭
和
50
年
に
「
川
西
町
表
彰
条

例
」
を
制
定
、
ま
た
昭
和
56
年
か
ら
「
川

西
町
長
堀
堰
農
業
振
興
基
金
条
例
」、
平
成

27
年
か
ら
「
川
西
町
商
工
業
経
営
近
代
化

育
成
基
金
条
例
」
に
基
づ
く
表
彰
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
た
次
の

方
々
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

故 

松
浦　
さ
ん
（
上
小
松
）

　昭
和
50
年
に
町
商
工
会

理
事
に
就
任
以
来
、
平
成

地
方
自
治
功
労
・
産
業
経
済
振
興
功
労

川
西
町
表
彰
条
例
表
彰

平
成
30
年
度

川
西
町
民
表
彰

川
西
町
長
堀
堰
農
業
賞

川
西
町
長
堀
堰

　
　
　農業
振
興
基
金
条
例
表
彰

川
西
町
商
工
業
振
興
賞

川
西
町
商
工
業
経
営
近
代
化

　
　
　
　
　育成
基
金
条
例
表
彰

30
年
ま
で
約
43
年
間
に
わ
た
り
商
工
業
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

平
成
７
年
か
ら
30
年
ま
で
約
23
年
間
は
会

長
と
し
て
、
数
々
の
地
域
経
済
活
性
化
事

業
や
地
域
振
興
事
業
、
商
工
会
運
営
の
円

滑
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　町
水
道
委
員
会
委
員
長
、
町
土
地
開
発

公
社
理
事
な
ど
も
歴
任
さ
れ
、
産
業
経
済

の
振
興
発
展
は
も
と
よ
り
、
本
町
地
方
自

治
の
発
展
に
も
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
順
一
さ
ん
（
朴
沢
）

　平
成
15
年
、
山
形
お
き

た
ま
農
業
協
同
組
合
経
営

管
理
委
員
に
就
任
以
来
、
平
成
30
年
６
月

ま
で
14
年
６
箇
月
間
の
長
き
に
わ
た
り
役

員
と
し
て
在
職
し
、
組
合
と
地
域
農
業
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

27
年
６
月
か
ら
は
副
組
合
長
及
び
県
農
業

協
同
組
合
中
央
会
代
表
監
事
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。

　町
あ
し
た
づ
く
り
懇
談
会
委
員
、
町
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
委
員
、
町
新
庁
舎
整
備

検
討
委
員
会
委
員
等
も
歴
任
さ
れ
、
町
行

政
の
発
展
に
も
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

島
貫
明
さ
ん
（
上
小
松
）

　平
成
10
年
か
ら
６
期
18

年
間
、
町
民
生
委
員
児
童

社
会
福
祉
功
労

委
員
と
し
て
住
民
生
活
の
安
定
や
地
域
の

問
題
解
決
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
12
年
か
ら
６
期
18
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
、
米
沢
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
委
員
と
し
て
人
権
に
関
す
る
啓
発
活

動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
常
務

委
員
、副
会
長
、会
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
18
年
か
ら
30
年
ま
で
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
実
施
す
る
心
配
ご
と
相
談
事
業

の
相
談
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、
町
民
福
祉

の
向
上
に
も
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

井
上
充
さ
ん
（
高
山
）

　平
成
16
年
７
月
の
設
立

か
ら
14
年
間
、
町
大
豆
種

子
生
産
組
合
初
代
組
合
長
と
し
て
組
織
の

充
実
、
優
良
大
豆
種
子
の
安
定
生
産
・
供

給
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
町
水
稲
種
子
生
産
組
合
組
合
長
、

町
酪
農
振
興
協
議
会
会
長
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
莅
・
高
山
地
区
基
盤
整

備
推
進
委
員
会
、
同
地
区
土
地
改
良
事
業

推
進
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、
地
域
農

業
の
基
盤
強
化
や
活
性
化
に
向
け
た
牽
引

役
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
本
町
農
業

の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
孝
さ
ん
（
上
小
松
）

　総
合
建
設
業
の
代
表
と

し
て
、
土
地
改
良
事
業
に

関
わ
り
農
業
経
営
基
盤
整
備
の
先
頭
に
立

つ
と
共
に
、
生
活
基
盤
の
整
備
や
文
化
教

育
施
設
の
建
設
に
取
り
組
み
、
町
の
社
会

資
本
整
備
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
東
北
土
地
改
良
建
設
団
体
連
絡

協
議
会
会
長
や
町
建
設
業
協
会
会
長
と
し

て
建
設
業
及
び
地
域
産
業
の
振
興
発
展
に

も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

住
宅
建
設
事
業
や
農
業
法
人
の
運
営
を
通

し
、
雇
用
の
安
定
と
若
者
の
定
着
化
に
大

き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

川
西
町
長
堀
堰
農
業
賞

佐
藤
総
一
さ
ん
（
高
豆　

）

　平
成
24
年
に
山
形
お
き

た
ま
農
業
協
同
組
合
経
営

管
理
委
員
と
し
て
、
平
成
27
年
か
ら
は
理

事
に
就
任
し
、
２
期
６
年
に
わ
た
り
農
業

者
所
得
の
増
大
と
持
続
可
能
な
力
強
い
地

域
農
業
の
実
現
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
川
西
中
央
ラ
イ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
利
用
組
合
組
合
長
、
こ
う
ず
く
地
区
基

盤
整
備
事
業
施
行
委
員
会
委
員
、
町
農
業

委
員
会
委
員
を
歴
任
さ
れ
、
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
、
地
域
農
業
の
基
盤
強
化
、
農
地

利
用
の
最
適
化
な
ど
本
町
農
業
の
振
興
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労
・
産
業
経
済
振
興
功
労

越
知
專
さ
ん
（
愛
知
県
）

　本
町
出
身
で
愛
知
大
学

を
創
設
さ
れ
た
故
本
間
喜

一
氏
へ
の
顕
彰
と
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、

平
成
22
年
に
本
間
喜
一
氏
の
胸
像
、
関
係

書
籍
、
寄
付
金
、
展
示
パ
ネ
ル
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
愛
知
大
学
進
学
者

の
就
学
支
援
の
た
め
、
平
成
29
・
30
年
度

に
は
多
額
の
金
員
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
に
よ
り
、
愛
知
大
学
と
本
町
と
の

新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
と
と
も
に
、

同
大
学
進
学
を
目
指
す
学
生
に
明
る
い
希

望
を
与
え
る
な
ど
、
交
流
推
進
及
び
教
育

の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
振
興
功
労
・
公
益
寄
与

町報かわにし　6平成３０年１１月１５日 町報かわにし　24平成３０年１１月１５日

　さまざまな作品を声に出して読み、表現することを
目的に誕生した朗読倶楽部の旗揚げ公演です。
　クリスマスシーズンの午後の朗読会に、ぜひお越し
ください。

■ 演　目　「土神ときつね」作・宮澤賢治
　　　　　 「杜子春」作・芥川龍之介　他
■ 日　時　１２月２３日㈰㈷ 　午後３時開演
■ 会　場　フレンドリープラザ（ロビー）
■ 料　金　５００円

フレンドリー
プラザ

朗読倶楽部「星座」午後の朗読会 クリスマスおはなし会スペシャル！

■ 演目　「ジャックとふしぎな豆のつる」
■ 日時　１２月９日㈰ 午前１０時～午後３時
　　　　  人形劇は午前１０時３０分開演
■ 会場　フレンドリープラザ（ロビー）
■ 料金　無料

　人形劇団クスクスがやって
きます！
　他にもクリスマスカフェや
クラフト体験、ボードゲーム
コーナーもあります。
　親子で一緒に楽しいクリス
マスを過ごしましょう！

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 18：00 
※ 12 月から閉館時間変更
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 17：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●１２月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

●読得ポイントカード今年も始めました
本を１冊借りるごとにスタンプを１つ押します。
スタンプが１０個たまると、浴浴センターまどかの
入浴料割引など、お得なカードです。
本を読んで得しちゃおう！

こどもの本

おとなの本
『吉本ばななが友だちの悩みについてこたえる』

吉本ばなな著　朝日新聞出版刊

　本の題名のとおり、吉本ばななさんが友だち関
係で悩んでいる人達にアドバイスを贈る、お悩み相
談エッセイです。客観的な視点と吉本さんの持論が
展開される、気分がスッキリする一冊。読み終わっ
た後、あなたも吉本さんに相談したくなるかも？！

●遅筆堂文庫読書会
　１２月２日㈰　午後 2 時～

●おすすめ本のコーナー
　クリスマスがやってくる！

『１０１ぴきのダルメシアン』
　　　　　　　　ドディ・スミス原作　ピーター・ベントリー文

スティーヴン・レントン絵　なかがわちひろ訳
　ダルメシアンのポンゴとミセスは、飼い主のデア
リーさんとロンドンに住んでいました。ミセスはポ
ンゴに言いました。「もうじき、わたしたちのこいぬ
がうまれるわ」そうして生まれた子犬は全部で１５
匹。みんなかわいい水玉模様です。そんなある日、
子犬を譲ってほしいという、クルエラ・デ・ビルがやっ
てきて…。ディズニー映画にもなった１０１ぴきわ
んちゃんを絵本でも。

「イーハトーボの劇列車」予約受付中

【
日
時
】
12
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

【
内
容
】
読
み
終
え
た
本
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
欲
し
い
方
に
無
料
で

　
　
　  

利
用
し
て
い
た
だ
く
市
で
す
。

「古本市」

■日時　平成３１年３月２日㈯ 
　　　　午後１時３０分 開演
■会場　フレンドリープラザ（劇場）
■前売料金　　一般：5,500 円
　　　　　　　会員：5,000 円
　　　　　青少年席：2,000 円（24 歳以下）

　今
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本
中
学

生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
に
お
い
て
第
３

位
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
川
西
中
学

校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ

の
発
展
に
貢
献
し
町
民
に
感
動
と
希
望
を

与
え
た
と
し
て
、
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
顕
彰
は
平
成
22
年
に
創
設
さ
れ
、

過
去
に
は
地
域
活
性
化
な
ど
で
功
績
を
上

げ
た
団
体
・
個
人
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
算
顕
彰
件
数
は
今
回
で
５
件
目
と
な
り

ま
す
。

【
町
】
緑
と
愛
と
丘
い
き
い
き
顕
彰

問
町
総
務
課 

行
政
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
１
０

▲川西中学校男子ホッケー部のみなさん

様々な分野で町民が活躍！ ～受賞者をご紹介します～

　よ
し
じ
ま
っ
子
見
守
り
隊
（
功
労
者
の

部 

団
体
）
と
中
郡
小
学
校
（
優
良
学
校

の
部
）が
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
長（
知

事
）
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　よ
し
じ
ま
っ
子
見
守
り
隊
は
、
朝
夕
の

立
哨
の
他
、
学
校
の
長
期
休
暇
中
も
積
極

的
に
児
童
・
生
徒
に
声
掛
け
を
行
う
な
ど

の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
町
と
し
て
は
18
年

振
り
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中

郡
小
学
校
は
、
平
成
22
年
度
の
犬
川
小
学

校
以
来
８
年
振
り
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

【
県
】
交
通
安
全
対
策
協
議
会
長
表
彰

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
１
６

▲中郡小学校片倉和之校長（左）ときらりよしじまネッ
　トワーク星野廣志理事長（右）

　置
賜
社
会
教
育
振
興
大
会
に
て
、
渋
谷

清
三
さ
ん
（
上
小
松
）
が
、
置
賜
社
会
教

育
振
興
会
よ
り
置
賜
地
区
優
良
社
会
教
育

関
係
職
員
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　渋
谷
さ
ん
は
、
町
体
育
振
興
公
社
職
員

を
永
く
務
め
ら
れ
、
置
賜
地
域
全
体
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
と
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

【
置
賜
地
区
】
優
良
社
会
教
育
関
係
職
員
表
彰

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

☎
44
ー
２
８
４
３

▲渋谷清三さん

ま
し
た
。

　ま
た
、
町
内
小
中
学
生
へ
の
サ
ッ
カ
ー

競
技
の
普
及
に
取
り
組
ま
れ
、
置
賜
地
区

の
み
な
ら
ず
県
外
チ
ー
ム
を
招
聘
し
、
練

習
試
合
な
ど
の
交
流
を
通
し
て
競
技
力
の

向
上
に
も
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　現
在
も
、
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務

局
長
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
取
り
組

む
人
へ
率
先
し
て
育
成
と
指
導
に
あ
た
り
、

地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
力
を
注
い
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　県
社
会
教
育
研
究
大
会
に
て
、
犬
川
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
、
社
会
教
育
活
動
に

対
し
顕
著
な
実
績
を
も
つ
施
設
と
し
て
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　同
施
設
は
、
年
間
を
通
じ
様
々
な
学
習

機
会
の
提
供
、
世
代
間
交
流
、
国
指
定
史

跡
で
あ
る
下
小
松
古
墳
群
の
学
習
会
な
ど
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
多
彩
な
学
習
活

動
を
実
施
し
、
社
会
教
育
の
振
興
発
展
に

努
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

【
県
】
社
会
教
育
連
絡
協
議
会
「
公
民
館
等
」
表
彰

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

☎
44
ー
２
８
４
３

▲犬川地区交流センターのみなさん

7　町報かわにし 平成３０年１１月１５日
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○
第
３
部
：
認
知
症
対
策
事
業
及

　び
サ
ポ
ー
ト
医
の
紹
介

▼
申
込
：
左
記
ま
で

問
南
陽
市
東
置
賜
郡
医
師
会

☎
43
ー
４
４
１
４

働
き
方
改
革
関
連
法

　

　
　
　
　
　
　説
明
会

▼
日
時

①
11
月
27
日
㈫

　午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

②
平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

　午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
会
場
：
伝
国
の
杜
置
賜
文
化
ホ

　ー
ル
（
米
沢
市
）

▼
定
員：両
日
１
２
０
名（
先
着
順
）

▼
内
容
：
関
連
法
の
詳
細
説
明
、

　中
小
企
業
向
け
支
援
策
説
明
、

　個
別
相
談
会

問
山
形
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
３
ー
６
２
４
ー
８
２
２
８

特
設
人
権
相
談
所
を

　

　
　
　
　開
設
し
ま
す

　

毎
年
12
月
4
日
～
10
日
は
人
権

週
間
で
す
。
こ
の
期
間
中
、
米
沢

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
「
人

権
な
ん
で
も
相
談
所
」を
開
設
し
、

家
庭
内
や
学
校
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

　川
西
町
で
は
左
記
の
通
り
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
こ
の
際

に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。な
お
、

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼
日
時
：
12
月
5
日
㈬

　午
後
1
時
30
分
～
4
時

▼
場
所
：
町
生
き
が
い
交
流
館

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
6
1
6

マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と

　

　
　
　相
談
会
in
米
沢

▼
日
時
・
内
容
　

　12
月
３
日
㈪

○
午
前
11
時
～
正
午

　セ
ミ
ナ
ー
「
働
く
準
備
を
整
え

　よ
う
！
」（
要
予
約
）

○
正
午
～
午
後
２
時

　個
別
相
談
会

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

１1・１2月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

12月10日㈪・25日㈫
午前８時３０分～午後５時１５分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
弁護士
消費生活相談

12 月 12 日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
※要事前予約

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

行政相談 12 月 19 日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

１２月

期　間 当番店（社） 電話番号
11月12日～18日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６

㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

11月19日～25日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

１1月26日～12 月2日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

１2 月3日～9日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

12 月10日～16日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

▼
会
場
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　（米
沢
市
）

▼
対
象
：
就
職
を
考
え
て
い
る
子

　育
て
中
の
女
性 

※
受
講
中
や
相
談
中
は
同
室
で
保

　育
ス
タ
ッ
フ
が
お
子
さ
ん
を
お

　預
か
り
し
ま
す
。

問
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
山

　形
☎
０
２
３
ー
６
６
５
ー
５
９
１
５

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談

▼
日
時
：
12
月
20
日
㈭
　

　午
後
1
時
30
分
～

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
５
階

▼
人
数：先
着
３
名
（
１
人
40
分
）

▼
申
込
：
左
記
ま
で
事
前
に
申
込

　み
く
だ
さ
い
。

問
㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
24
ー
２
３
３
２

相

　
談

　町
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税

は
、
13
億
４
２
５
２
万
円
で
構
成
比
は
12
・
５
％

を
占
め
、
前
年
度
対
比
０・３
％
の
増
で
し
た
。

　町
の
最
大
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、

50
億
７
７
３
万
円
で
構
成
比
は
46
・
８
％
を
占
め
、

前
年
度
対
比
１・
０
％
の
減
で
し
た
。
こ
の
う
ち

公
立
置
賜
総
合
病
院
分
を
差
し
引
い
た
、
町
に
対

す
る
純
粋
な
交
付
税
額
は
36
億
２
２
６
２
万
円
で
、

前
年
度
か
ら
１
０
７
７
万
円
の
増
で
し
た
。

　特
定
財
源
で
は
、
国
庫
支
出
金
が
前
年
度
対
比

11
・
４
％
の
減
で
し
た
。

　県
支
出
金
は
、
前
年
度
対
比
25
・
１
％
の
減
で

し
た
。
町
債
は
、
前
年
度
対
比
15
・
２
％
の
減
で

し
た
。

問
町
未
来
づ
く
り
課 

財
政
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
１
１

平成29年度決算公表
町の財政状況と税金の使いみち

歳入総額

１０７億８１８万円
（前年比 5億 4,447 万円減）

１０５億４７０万円
（前年比 4億 7,247 万円減）

歳出総額

歳出
一般会計

歳入
一般会計

依
存
財
源

自
主
財
源

　平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
１
０
７
億
８
１
８
万
円
、
歳
出
は

１
０
５
億
４
７
０
万
円
で
、
歳
入
、
歳
出
差
引

額
は
２
億
３
４
８
万
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち
翌

年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
分
を
差
し
引
く
と
、

２
億
３
４
３
万
円
の
繰
越
額
と
な
り
ま
し
た
。

　な
お
、
平
成
28
年
度
決
算
と
比
較
す
る
と
、
歳

入
で
５
億
４
４
４
７
万
円
の
減
（
４・８
％
の
減
）、

歳
出
で
４
億
７
２
４
７
万
円
の
減
（
４・
３
％
の

減
）
で
し
た
。

◇
歳
入
の
状
況

財政情報

町税
13億 4,252 万円
（12.5％）

衛生費
17億 5,893 万円
（16.7％）

民生費
21億 2,294 万円
（20.2％）

教育費
13億 1,311 万円
（12.5％）

総務費
15億 6,374 万円
（14.9％）

公債費
11億 8,595 万円
（11.3％）

農林水産業費
9億 606 万円
（8.6％）

商工費
2億 2,624 万円
（2.2％）消防費

3億 4,987 万円
（3.3％）

その他
1億 5,278 万円
（1.5％）

土木費
9億 2,508 万円
（8.8％）

諸収入、繰入金など
12億 490 万円
（11.3％）

町債
12億 3,018 万円
（11.5％）

国庫支出金
6億 6,786 万円
（6.2％）

県支出金
7億 7,820 万円
（7.3％）

地方譲与税など
4億 7,679 万円
（4.4％）

地方交付税
50億 773 万円
（46.8％）

町報かわにし　8平成３０年１１月１５日 町報かわにし　22平成３０年１１月１５日

と
き
め
き
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

出
品
作
品
募
集

▼
募
集
部
門
：
日
本
画
、
洋
画
、

　彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

※
各
部
門
の
規
程
な
ど
詳
細
は
お

　問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格
：
県
内
在
住
で
、
昭

　和
35
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

　れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

▼
出
品
料
：
２
千
円

▼
募
集
期
限

　平
成
31
年
１
月
７
日
㈪

※
公
募
予
定
点
数
を
超
え
た
場
合

　募
集
期
限
前
に
締
め
切
る
こ
と

　が
あ
り
ま
す
。

▼
作
品
の
搬
入

　平
成
31
年
２
月
12
日
㈫

※
事
務
局
よ
り
案
内
が
あ
り
ま
す
。

▼
展
示
会
場

　山
形
美
術
館
（
山
形
市
）

▼
展
示
期
間

　来
年
２
月
14
日
㈭
～
17
日
㈰

　

　午
前
10
時
～
午
後
５
時

　（最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

問
山
形
県
健
康
福
祉
祭
美
術
展
事

　務
局
（
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

☎
０
２
３
ー
６
２
２
ー
５
８
０
５

や
ま
が
た
の
森
づ
く
り

発
表
会

▼
日
時
：
11
月
25
日
㈰

　

　午
前
11
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
会
場
：
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　（山
形
市
）

▼
内
容
：
講
演
、
や
ま
が
た
緑
環

　境
税
を
活
用
し
た
森
づ
く
り
活

　動
発
表
、
木
育
体
験
な
ど

問
置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課

　

　森
づ
く
り
推
進
室

☎
35
ー
９
０
５
３

置
賜
農
業
高
校
Ｐ
Ｔ
A

研
修
部
講
演
会

　

一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
12
月
２
日
㈰

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
会
場
：
置
賜
農
業
高
校
会
議
室

▼
演
題
：
甲
子
園
農
場
に
花
が
咲
い

　た
！
～
金
足
農
業
高
校
野
球
部
の

　大
活
躍
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
～

▼
講
師
：
秋
田
県
立
金
足
農
業
高

　校
野
球
部
元
監
督

　嶋
崎
久
美 

氏

問
置
賜
農
業
高
校

☎
42
ー
２
１
０
１

講
談
で
学
ぶ

　
　
　
　

　
　
　「老
い
の
準
備
」

▼
日
時
：
12
月
１
日
㈯

　午
後
２
時
～
４
時

▼
会
場
：
伝
国
の
杜
大
会
議
室
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（米
沢
市
）

▼
内
容
：
成
年
後
見
制
度
と
遺
言

　に
関
す
る
講
談

▼
そ
の
他
：
参
加
無
料
、
申
込
不
要

問
法
テ
ラ
ス
山
形

☎
０
５
０
ー
３
３
８
３
ー
５
５
４
４

年
末
時
期
の

　
　
　
　

し
尿
汲
み
取
り

　

年
末
の
し
尿
汲
み
取
り
は
毎
年

大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
年
内

の
汲
み
取
り
を
希
望
さ
れ
る
方
は

12
月
14
日
㈮
ま
で
に
申
込
み
く
だ

さ
い
。
こ
れ
以
降
の
申
込
み
は
年

明
け
の
汲
み
取
り
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
汲
取
手
数
料
が
未
納
の

場
合
は
申
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
南
陽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
し
尿

　汲
み
取
り
申
込
所

☎
40
ー
２
６
１
２

※
受
付
：
平
日
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　午
後
5
時

町
県
民
税
申
告
相
談

　

　会
場
を
変
更
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
申
告
相
談
は
各
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
31
年
２
月

実
施
の
相
談
か
ら
は
、
全
地
区
と

も
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
町
民
総
合
体
育
館
東
側
）
１
か

所
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
詳
し
い

日
程
な
ど
は
平
成
31
年
１
月
号
町

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
税
務
会
計
課 

町
税
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
２
２

青
色
申
告
決
算
説
明
会

　

青
色
申
告
者
を
対
象
に
決
算
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
併

せ
て
消
費
税
の
軽
減
税
率
等
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
営
業
所
得
・
不
動
産
所
得

○
日
時
：
12
月
５
日
㈬

　午
後
２
時
～
４
時

○
会
場
：
町
商
工
会
館

▼
農
業
所
得

○
日
時
：
12
月
６
日
㈭

　午
後
２
時
～
４
時

○
会
場
：
伝
国
の
杜
置
賜
文
化
ホ

　ー
ル
（
米
沢
市
）

▼
説
明
内
容
：
青
色
申
告
の
決
算

　の
仕
方
、
消
費
税
の
計
算
の
仕

　方
、
ｅ
ー
T
a
x
及
び
消
費

　税
の
軽
減
税
率
制
度
な
ど

催

　
し

▼
持
ち
物
：
筆
記
用
具
（
資
料
は

　当
日
会
場
で
配
布
し
ま
す
）

問
米
沢
税
務
署 

個
人
課
税
第
一
部
門

☎
22
ー
６
３
２
０

ご
存
知
で
す
か
？

　
　

　
　「筆
界
特
定
制
度
」

　
「
筆
界
特
定
制
度
」
は
、
土
地

の
筆
界
（
境
界
）
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
た
め
、
法
務
局
が
現
地
に

お
け
る
筆
界
の
位
置
を
特
定
す
る

制
度
で
す
。

　隣
接
地
と
の
筆
界
が
分
か
ら
ず

困
っ
て
い
る
方
、
筆
界
に
つ
い
て

隣
地
の
所
有
者
と
意
見
が
一
致
せ

ず
困
っ
て
い
る
方
は
、
筆
界
特
定

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
山
形
地
方
法
務
局
登
記
部
門

☎
０
２
３
ー
６
２
５
ー
１
３
５
８

認
知
症
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
日
時
：
12
月
２
日
㈰

　午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所

　南
陽
市
役
所
４
階
大
会
議
室

▼
内
容

○
第
１
部
：
㈱
ル
ネ
サ
ン
ス
に
よ

　る
認
知
症
予
防
体
操
・
シ
ナ
プ

　ソ
ロ
ジ
ー

○
第
２
部

　講
演
：
認
知
症
と
自
動
車
運
転

　講
師
：（
医
）
公
徳
会
佐
藤
病
院    

　
　
　
　副
院
長 

文
鐘
玉 

氏

お
知
ら
せ

募

　
集

◇歳出の状況

◇企業会計・特別会計の決算 ◇財政健全化判断比率

■土木費

■農林水産業費

■教育費

■公債費

■総務費

■民生費

■衛生費

■その他（消防費・商工費・議会費等）

会計別 歳入額 歳出額

水道事業会計

　　収益的収入・支出 4億 9,520 万円 4億 7,976 万円

　　資本的収入・支出※ 3,085 万円 1億 8,245 万円

国民健康保険事業特別会計 19億 8,920万円 19億 3,823万円

下水道事業特別会計 4億 9,937 万円 4億 9,219 万円

農業集落排水事業特別会計 9,063 万円 8,702 万円

介護保険事業特別会計 18億 8,091万円 18億 3,436万円

後期高齢者医療特別会計 1億 6,808 万円 1億 6,576 万円

　平成 19年度決算より財政健全化にかかる各指標の公表
が義務付けられました。これは、財政状況の悪化している
県や市町村が早期に健全化に向けた対策を取るように定め
られたものです。

健全化判断比率 平成 29年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 ー 14.27％ 20.0％
連結実質赤字比率 ー 19.27％ 30.0％
実質公債費比率 11.9％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 128.5％ 350.0％

公営企業会計にかか
る資金不足比率

平成 29年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

水道会計 ー
20.0％下水道会計 ー

農集排会計 ー
　各比率とも基準を超えるものはありませんでしたが、今
後とも健全経営に努めてまいります。

 ● 町民１人あたり　　１０１，３５７円● 町民１人あたり　　５９，９６１円

● 町民１人あたり　　５８，７２８円

● 町民１人あたり　　８５，１１２円

● 町民１人あたり　　７６，８７０円

● 町民１人あたり　　１３７，６０３円

● 町民１人あたり　　１１４，００９円

● 町民１人あたり　　４７，２４５円

平成２９年度は、このような事業に税金を活用しました。

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する分は、　
　消費税資本的収支調整額 243 万円及び損益勘定留保資
　金 1億 4,917 万円で補てんしました。

一般廃棄物収集運搬事業
5,140 万円

合併処理浄化槽設置整備事業
1,200 万円

地域と連携したCO₂排出削減促進事業
326万円

健康増進事業
66万円

冬期交通確保事業
3億 4,884 万円

虚空蔵山西線道路改良工事
4,248 万円

橋梁長寿命化修繕整備事業
4,228 万円

住宅建設支援事業
1,798 万円

花丘町下小松線防雪柵設置工事
407万円

障がい介護給付等事業
3億 4,755 万円

障害者地域生活支援事業
1億 1,676 万円

子育て支援医療事業
5,556 万円

地域子育て支援事業
254万円

多面的機能支払交付金事業
2億 2,806 万円

町有牛貸付管理事業
7,455 万円

中山間地域等直接支払推進事業
3,255 万円

６次産業化推進事業
2,196 万円

ふれあいの丘（パークゴルフ場）整備事業
4億 3,875 万円

プール修繕事業
2,949 万円

学区再編整備事業
1,791 万円

南東北インターハイ開催事業
188万円

ふるさとづくり基金管理事業
1億 1,334 万円

庁舎建設基金管理事業
1億 0,002 万円

地域おこし協力隊事業
4,186 万円

かわにし未来ビジョン主要プロジェ
クト推進事業
定住移住推進事業

762万円▲除雪状況 ▲山形かわにし豆の展示会

▲修繕された玉庭小プール

▲かわにし森のマルシェ

▲町交流館あいぱるの壁画

2,980 万円

※
町
民
１
人
あ
た
り
の
額
は
、
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
１
万
５
４
２
８
人
を
基
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

※
各
数
値
は
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
端
数
処
理
を
し
て
い
ま
す
。
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問町健康福祉課 介護支援グループ内 町地域包括支援センター ☎４２－６６３８

健 康 情 報 ひ ろ ば
地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

▲認知症サポーター養成講座の様子

ご存知ですか？「成年後見制度」
　「言葉は知っていても、いったいどのような制度なのか…」
今回は、成年後見制度に対する、みなさんの疑問にお答えします。

Ｑ　「成年後見制度」って何ですか？

Ａ　認知症、知的障がい、精神障がいなどで、自分
　　で判断することが難しい人を援助してくれる制
　　度です。その方が自分一人で判断できないこと
　　（不動産や預貯金などの財産管理や契約など）　
　　を安全に行えるようになります。

Ｑ　相談はどこにするのですか？

Ａ　家庭裁判所、町社会福祉協議会、法テラス、弁
　　護士会、司法書士会、町健康福祉課などに相談
　　してください。

Ｑ　誰が成年後見の申立てをするのですか？

Ａ　本人、配偶者、四親等内の親族、市町村長など
　　に限られています。

Ｑ　成年後見人はどのようなことをするのですか？

Ａ　本人の財産を管理したり、契約などの法律行為
　　を本人に代わって行います。ただし、スーパー
　　などでの日用品の買い物や実際の介護は一般に
　　成年後見人の職務ではありません。

Ｑ　手続きの期間と費用はどのくらいかかりますか？

Ａ　一般的に、期間は２か月です。費用は切手・印
　　紙代で５千円から１万円です。ただし、鑑定が
　　必要な場合や申立てを弁護士や司法書士に依頼
　　すると別に費用がかかります。

玄米ダンベルニギニギ体操
　　 　一緒にやってみませんか？

　１つ約３００ｇの玄米が入ったダンベルを使った１５分程度
の誰でも無理なくできる運動です。継続することで体内代謝や
筋肉の質が変わり、スタミナがつくと言われています。
　講習を受講されたボランティアによる「健康運動サポーター」
の指導のもと、楽しくワイワイ体操をします。
　冬は家に閉じこもりがちになりますが、運動不足解消や健康
づくりに関心のある方はぜひお気軽にご参加ください。

期　日 時　間
１２月１２日㈬　 午前１０時～１１時

平成３１年　１月２４日㈭　 午後１時３０分～２時３０分
２月２０日㈬　 午前１０時～１１時
３月　５日㈫　 午後１時３０分～２時３０分

■ 開催日時

※開始時間２０分前に開場
※猛吹雪など悪天候の場合は中止となる場合があります。

■ 場　所　　町生きがい交流館
■ 内　容　　町保健師による健康講話
　　　　　　 玄米ダンベルニギニギ体操
■ 持ち物　　内ズック、飲み物、
　　　　　　 玄米ダンベル（お持ちの方）
■ 申込方法
　開催日の３日前までに下記までお電話でお
申し込みください。（先着３０名）
※当日飛込み参加も大歓迎です。
■ その他　　健幸マイレージ１０ポイント
　　　　　　  贈呈

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０
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③
路
上
駐
車
、

　夜
間
駐
車
は
絶
対
し
な
い

　路
上
駐
車
は
道
路
除
雪
や
通
行

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
夜

間
の
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の

遅
れ
や
除
雪
が
で
き
な
く
な
る
原

因
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
作
業
時
間
が
前
後
し
ま
す

　
早
朝
除
雪
は
、
午
前
７
時
30
分
終

了
を
目
処
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
除

雪
作
業
は
、
な
る
べ
く
早
い
時
間
帯

に
お
こ
な
う
よ
う
に
努
め
ま
す
が
、

降
雪
時
間
や
積
雪
状
況
、
除
雪
ル
ー

ト
に
よ
っ
て
時
間
差
が
出
ま
す
の
で
、

ご
了
承
願
い
ま
す
。

②
田
畑
は
砂
利
の
対
策
を

　
除
雪
作
業
に
よ
り
、
田
畑
に
砂
利

が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
敷
く
な
ど
の
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

③
空
き
地
を
利
用

　
　
　
　させ
て
く
だ
さ
い

　
集
落
内
の
除
雪
は
、
雪
捨
て
場
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
空
き
地
を
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

①
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

　作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の

は
大
変
危
険
で
す
。
車
を
運
転
す

る
際
は
、
車
間
距
離
を
十
分
に

と
っ
て
く
だ
さ
い
。
歩
行
者
の
方

　町
で
は
安
全
・
安
心
な
冬
期
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
毎
年
万
全
な
除

雪
体
制
を
と
っ
て
除
雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
町
の
除
雪
は
す
べ
て

業
者
に
委
託
し
て
お
り
、
新
積
雪
の
深
さ
が
10
㎝
以
上
に
な
る
と
出
動
し

ま
す
。
ま
た
、
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
早
朝
だ
け
で
な
く
日
中
も
除
雪

機
械
が
出
動
し
ま
す
。

　ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
を
行
う
た
め
に
も
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
防
火
施
設
や

　
　
　ご
み
収
集
所
の
除
雪

　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
、
ご
み
収
集
所
な
ど
の
施
設
の

除
雪
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑤
工
作
物
の
破
損
は
連
絡
を

　
除
雪
作
業
で
工
作
物
が
破
損
し
た

場
合
は
、
町
地
域
整
備
課
建
設
管
理

グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●国道１１３号
　国土交通省米沢国道維持出張所 
　☎０２３８－３７－５３００
●その他の国道 ･ 県道
　置賜総合支庁建設部 道路計画課
　☎０２３８－２６－６０８０
●町道
　町地域整備課 建設管理グループ
　☎４２－６６４７

米
坂
線

↑
至 

犬
川
駅

県道南陽川西線

矢ノ目
公民館

至 犬川小至 大塚

ＪＡ山形おきたま
川西中央カントリー

犬　川

県道高畠川西線 至 高畠→

至 南陽→

矢
ノ
目
橋

犬
川
橋

県
道
上
伊
佐
沢
川
西
線

川西中

問町地域整備課建設管理グループ（道路管理チーム）☎４２－６６４７

今年度の雪捨て場です
　今年度の雪捨て場は、昨年度同様に「矢ノ目橋」下流右岸と「諏
訪橋」下流左岸の計２箇所です。
★排雪時間は、午前８時から午後５時までです。
《注意事項》
・雪捨場内の事故については、責任を負いません。
・「諏訪橋」下流左岸については、ダンプ２ｔまでとします。
　また大型車での雪捨てを禁止します。
・雪以外の土砂及びゴミ等の搬入は禁止します。

諏
訪
神
社

←玉庭

県 道 川 西 小 国 線諏訪橋
羽前小松駅→

犬川

諏訪橋下流左岸
県
道
椿
川
西
線

↑
飯
豊
町

●  

●  

●
問
い
合
せ
先
●  

●  

●

除
雪
作
業
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

は
、
除
雪
車
か
ら
距
離
を
置
い
て

歩
行
し
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

②
雪
を
道
路
に
捨
て
な
い

　屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
や
宅
地

内
に
あ
る
雪
は
、
道
路
（
消
雪
道

路
）、
歩
道
に
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
道
路
が
狭
く
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
路
面
に
凹
凸

が
で
き
、
歩
行
者
（
特
に
通
学
中

の
児
童
、
生
徒
）
や
車
の
交
通
の

妨
げ
の
原
因
に
な
り
、
大
変
危
険

で
す
。
各
自
治
会
内
で
注
意
を
呼

び
掛
け
合
う
な
ど
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
交
通
確
保
の
た
め

町報かわにし　10平成３０年１１月１５日

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

11
月
22
日
㊍
　木
の
実
で
作
る
簡
単
お
も
ち
ゃ
・
身
体
測
定
②

12
月
６
日
㊍
　新
聞
紙
で
遊
ぼ
う

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

11
月
19
日
㊊ 

12
月
17
日
㊊ 

申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　玉
庭
保
育
所

　11
月
27
日
㊋

　美
郷
幼
稚
園

　12
月
４
日
㊋

　北
斗
幼
稚
園

　12
月
12
日
㊌

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

健 康 情 報 ひ ろ ば

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：１１月２日～１２月１日
■ 発送日 １１月２２日㈭
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉１２月２０日㈭
〈場　　所〉町生きがい交流館

〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 28 年 12 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 27 年 12 月、平成 28 年 6 月、
平成 29 年 10 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦・夫 13:50 ～ 14:00

お子さんの健診など
〈項目〉 〈期日・対象者〉

すくすく赤ちゃん
健康診査

期日：１２月２１日㈮
対象：H30.7.16 ～ 9.15 生まれ

３歳６か月児
健康診査

期日：１２月１４日㈮
対象：H27.5.16 ～ 6.30 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉町生きがい交流館

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

パークゴルフ場ぐるりウォーク＋
プラステン
１０

　健康づくりのため、現在より１０分多く身体を動
かそう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日　時：１２月３日㈪　午前７時～８時
場　所：川西ダリヤパークゴルフ場
内　容：パークゴルフ場の外周１㎞ウォーキング
　　　　体操
参加費：無料　　※１１月２９日㈭まで要申込
その他：健幸マイレージ１０ポイント贈呈！

健幸マイレージ協力店が増えました
◆協力店名
　（有）亥子屋商店　陽

ひなた
cafe

　　　　　　（中小松２８６２）
◆特典内容
　粗品進呈（なくなり次第終了）
◆店長より一言
　地元食材を使用したピザ、パスタのランチは大変
好評です。ピザ生地は米粉を使ってもちもちの食感。
パスタは淡路、さぬきから取り寄せた生パスタ、こ
ちらももちもちです。米粉のスフレパンケーキは県
内でも唯一のふわふわ食感です。
※「健幸マイレージ」の詳細は、町ホームページを
　ご覧ください。

適正受診を心がけましょう ★今月のポイント★

　風邪などの日常的な病気のときにはかかりつけ医
を受診し、高度な治療や精密検査が必要な場合は、
かかりつけ医に適切な病院を紹介してもらい、受診
しましょう。かかりつけ医の診療情報を持参すると、
スムーズに受診することができます。

こあらっこ広場
〈日　時〉１２月１３日㈭
　　　　　午後１時３０分～２時３０分

〈場　所〉町子育て支援センター
〈対　象〉妊婦さん、１歳未満のお子さんとママ
〈内　容〉交流や情報交換の場です。体重測定や
　　　　 相談もできます。

〈申　込〉不要です。お気軽にお越しください。

町報かわにし　20平成３０年１１月１５日

み
な
さ
ん
の
除
雪
・
排
雪
作
業
を
支
援

▼
対
象
団
体

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　町
民
が
主
と
な
り
組
織
し
共
同

活
動
を
行
う
団
体

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

　地
区
協
議
会
、
大
字
単
位
の
組

織
、
単
数
又
は
複
数
の
自
治
組
織

な
ど

▼
対
象
事
業 

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
　

　自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯

な
ど
で
、
自
主
的
に
行
っ
た
雪
下

ろ
し
作
業
な
ど

※
親
戚
へ
の
除
雪
作
業
は
対
象
外
。

②
地
域
一
斉
排
雪

　集
落
内
に
た
ま
っ
た
雪
や
、
集

落
内
で
定
め
た
雪
押
し
場
の
排
雪

▼
補
助
金
申
請

　申
請
団
体
の
代
表
者
は
、「
事

業
計
画
書
」「
収
支
予
算
書
」「
事

業
参
加
者
名
簿
」
を
添
付
し
て
、

町
に
補
助
金
の
交
付
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
額

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
の
受
益
者

●
30
戸
以
上
　
　７
万
円

●
20
戸
以
上
30
戸
未
満
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　５
万
円

●
10
戸
以
上
20
戸
未
満
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　３
万
円

●
５
戸
以
上
１
０
戸
未
満

　
　
　
　
　
　
　２
万
円

●
５
戸
未
満
　
　１
万
円

②
地
域
一
斉
排
雪
の
受
益
者
又
は

　実
参
加
者

●
20
戸
以
上
　
　５
万
円

●
10
戸
以
上
20
戸
未
満 

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　３
万
円

●
5
戸
以
上
10
戸
未
満
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　２
万
円

●
５
戸
未
満
　
　１
万
円

※
補
助
金
の
交
付
は
、
１
箇
所
に

　つ
き
１
回
の
み
。

※
補
助
金
の
申
請
書
類
は
、
左
記

　及
び
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に

　準
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
の

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
課
　地
域
振
興
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

高
齢
者
住
宅
な
ど
の
雪
下
ろ
し
を
支
援

　自
力
で
除
雪
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
者
や
心
身
障
が
い
者
の
世

帯
の
み
な
さ
ん
へ
、
除
雪
援
助
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

　又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

問
町
健
康
福
祉
課
　福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

　自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯
な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
除
雪
作

業
や
、
自
治
会
な
ど
で
集
落
内
に
た
ま
っ
た
雪
の
排
雪
作
業
な
ど
を
行
っ

た
場
合
に
、
町
か
ら
一
定
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　帳
を
お
持
ち
の
障
が
い
者
の
み

③
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
の
み

▼
交
付
要
件

①
自
力
で
除
雪
が
で
き
ず
、
親
族

　や
近
隣
の
方
の
援
助
も
受
け
ら

　れ
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
が
平
成
30
年
度
町
民

　税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

※
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
外
。

※
入
院
・
施
設
入
所
に
よ
り
不
在

生
活
道
路
の
除
雪
作
業
を
支
援

⑵
延
長
30
ｍ
以
上
、
道
路
幅
員

　２・
５
ｍ
以
上
で
あ
り
、
沿
線

　に
概
ね
３
戸
以
上
の
住
居
等
の

　要
件
に
当
て
は
ま
る
路
線
で
あ

　る
こ
と
。（
詳
細
は
お
問
い
合

　わ
せ
く
だ
さ
い
）

⑶
雪
の
深
さ
が
10
ｃ
ｍ
以
上
で
あ

　る
こ
と
。

▼
対
象
者

　町
内
自
治
会

▼
補
助
金
額

　除
雪
単
価
に
作
業
時
間
（
10
分

単
位
）
を
乗
じ
た
額
（
出
動
の
準

備
時
間
と
待
機
時
間
は
対
象
外
）

▼
対
象
事
業

　自
治
会
が
生
活
道
路
の
確
保
の

た
め
に
、
自
治
会
住
民
に
委
託
す

る
機
械
除
雪
作
業
の
う
ち
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
。

⑴
自
治
会
が
住
民
に
除
雪
を
依
頼

　し
た
も
の

　の
世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　退
院
・
施
設
退
所
な
ど
で
自
宅

　に
戻
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
申
し

　込
み
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
額

　１
世
帯
当
た
り
３
万
円
ま
で

　（玉
庭
、
東
沢
地
区
の
み
　
　

　４
万
５
０
０
０
円
ま
で
）

※
助
成
額
を
超
え
た
分
は
自
己
負

　担
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　地
区
担
当
民
生
委
員
を
と
お
し

て
、
担
当
課
に
申
請
書
を
提
出
く

だ
さ
い
。

【
補
助
金
の
上
限
（
除
雪
距
離
）】

⑴
１
０
０
ｍ
未
満
…
３
万
円

⑵
１
０
０
ｍ
以
上
２
０
０
ｍ
未
満

　
　
　
　
　
　
　…
５
万
円

⑶
２
０
０
ｍ
以
上
…
10
万
円

▼
対
象
期
間
　12
月
１
日
～

　平
成
31
年
３
月
15
日

▼
申
込
方
法
　自
治
会
を
と
お
し

　て
担
当
課
に
申
請
書
を
提
出
し

　て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　申
請
書
や
、
補
助
事

　業
の
要
件
な
ど
は
、
問
い
合
わ

　せ
く
だ
さ
い
。

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
７

▲協力して除雪を

11　町報かわにし 平成３０年１１月１５日



まちからのお知らせ
town information

　町
の
検
診
日
程
を
次
の
と
お
り

追
加
し
ま
す
。
各
種
検
診
を
ま
だ

受
け
て
な
い
方
は
こ
の
機
会
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　南
陽
検
診
セ
ン
タ
ー

▼
持
ち
物
　検
診
票
、
検
診
料
金
、

　健
康
保
険
証

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
（
お
持
ち
の

　方
の
み
）

▼
申
込
方
法
　下
記
問
合
せ
先
に

　お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検

　診
は
、
来
年
１
月
31
日
ま
で
個

　別
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま

　す
。
医
療
機
関
に
直
接
予
約
の

　う
え
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
０

検
診
日
程
を
追
加

検　診　項　目
期日・定員・受付時間

12 月 14 日㈮・17 日㈪ 来年 1 月 18 日㈮・23 日㈬
各 40 名ずつ 各 10 名ずつ

①総合健診
　・特定健診（国民健康保険加入者）
　・がん検診（胃がん、大腸がん、呼吸器検診等）
　・肝炎ウイルス検診等

午前８時３０分～ 9 時

②国保人間ドック（国民健康保険加入者）
（男性）午前 7 時 30 分～ 8 時
（女性）午前 7 時～ 7 時 30 分 午前 7 時 15 分～ 7 時 45 分

③子宮頸がん検診・乳がん検診 午前 7 時～ 7 時 30 分

～
今
年
度
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
～

未
来
へ
と  

命
を
繋
ぐ  

１い
ち
は
や
く

８
９

　虐
待
は
、
ど
の
家
庭
に
も
誰
に
で
も
起
こ

り
う
る
身
近
な
問
題
で
す
。

　地
域
の
方
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
「
目
く
ば

り
」「
気
く
ば
り
」
で
子
ど
も
た
ち
を
虐
待

か
ら
救
え
ま
す
。

　気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
迷
わ

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

～ 

虐
待
が
起
き
な
い
、
見
過
ご
さ
な
い
地
域
づ
く
り
を 

～

１１月は児童虐待防止推進月間

　町
健
康
福
祉
課
・
児
童
相
談
所
で
は
、
日

ご
ろ
か
ら
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
で
い
た
り
、

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
い

う
方
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■ 平日のご連絡先
　町健康福祉課 福祉グループ
　☎４２ー６６３５
　受付：午前８時３０分～午後５時１５分
■ 土・日・祝日・夜間のご連絡先
　町役場 宿日直受付
　☎４２ー２１１１
■児童相談所全国共通３桁ダイヤル
　１８９（いちはやく）
※連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます

里
親
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す

　里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家

庭
で
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
お
子
さ
ん
を
一
定

の
期
間
、
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
て
、
温

か
い
愛
情
と
理
解
を
持
っ
て
養
育
し
て
く
だ

さ
る
方
を
い
い
ま
す
。

　制
度
の
内
容
な
ど
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
２
３
ー
６
２
７
ー
１
１
９
５

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
む
た
め
に   

　
　
　～
愛
の
む
ち
ゼ
ロ
作
戦
～

　し
つ
け
と
称
し
て
叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り

す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　次
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
が
け
な
が
ら
、
子
ど

も
に
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

▼
子
育
て
に
体
罰
や
暴
言
を
使
わ
な
い

▼
子
ど
も
が
親
に
恐
怖
心
を
持
つ
と
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　を
伝
え
ら
れ
な
い

▼
爆
発
寸
前
の
イ
ラ
イ
ラ
を
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

▼
親
自
身
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
そ
う

▼
子
ど
も
の
気
持
ち
と
行
動
を
分
け
て
考
え
、

　育
ち
を
応
援

19　町報かわにし 平成３０年１１月１５日

　

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　国
民
年
金
の
加
入
者
の
こ
と
を

「
被
保
険
者
」
と
い
い
、
職
業
や

保
険
料
の
納
め
る
方
法
に
よ
り
左

表
の
３
つ
の
種
別
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。

付加年金額
２００円×

付加保険料納付月数
が毎年支給されます。

第１号被保険者
２０歳以上６０歳未
満で自営業、農林業、
学生の人など

自分で保険料を納めます

  

受
給
す
る
年
金
額
を

 

　
　
　増や
し
た
い
と
き
は

　国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

な
い
第
１
号
被
保
険
者
は
、
定

額
の
保
険
料
を
納
付
す
る
際
に
、

あ
わ
せ
て
付
加
保
険
料
（
月
額

４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
「
付
加
年
金
」
が
上

乗
せ
し
て
受
給
で
き
ま
す
。

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

　
公
的
年
金
は
、
や
が
て
迎
え
る
老
後
や
、
万
が
一
け
が
や
病
気
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
年
金
を
受
給
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
を
出
し
合
っ
て

お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　日
本
年
金
機
構
で
は
、
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、
11
月
30
日
を
「
年
金
の
日
」
と
位

置
づ
け
、
公
的
年
金
制
度
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
を
機
会
に
ご
自
分
の
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
、
老
後
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

  

国
民
年
金
に
加
入
す
る
方

第２号被保険者
厚生年金に加入して
いる会社員、公務員
など

事業所などをとおして
保険料を納めます

第３号被保険者
20 歳以上 60 歳未満
で第 2 被保険者に扶
養されている配偶者

自分で納める必要はあ
りません

と
な
る
場
合
、
障
が
い
が
残
っ
た

と
き
や
一
家
の
働
き
手
が
な
く

な
っ
た
と
き
に
年
金
が
受
給
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　納
付
方
法
は
、
口
座
振
替
・
納

付
書
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
支
払
い
の
３
つ
で
す
。
口
座
振

替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

支
払
い
に
は
別
途
申
し
込
み
が
必

要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

被保険者区分 変更理由 届け出先

 第 1 号被保険者
 自営業、学生、無職の方など

２０歳になったとき 町住民生活課
就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第２被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

 第 2 号被保険者
 会社員、公務員など

退職したとき 町住民生活課
退職して配偶者（第２被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

 第３号被保険者
 第２号被保険者の扶養になっ 
 ている配偶者

配偶者が６５歳になったとき、配偶者が退職したとき
配偶者の扶養から外れたとき、離婚したとき

町住民生活課

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先

 

こ
ん
な
と
き
は

　
　
　
　
　

　
　
　お
手
続
き
が
必
要
で
す

■

 

平
成
30
年
度
保
険
料
月
額

　 

１
６
３
４
０
円

　納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌

月
末
で
す
。
納
付
期
限
を
経
過
し

た
場
合
で
も
、
期
限
か
ら
２
年
間

は
納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
期
限

ま
で
に
納
め
る
か
、
免
除
な
ど
の

申
請
手
続
き
を
せ
ず
に
未
納
期
間

  

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

  

納
め
ま
し
ょ
う

 

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
ご
案
内

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、

ご
自
身
の
年
金
の
情
報
を
手
軽
に

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
年

金
記
録
を
確
認
、
将
来
の
年
金
受

給
見
込
額
の
試
算
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　詳
し
く
は

　ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

で
検
索
！
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まちからのお知らせ
town information

　町
の
障
が
い
者
福
祉
制
度
を
学

ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
関
係

者
の
方
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日

　時
　11
月
28
日
㈬

　

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
場

　所
　町
生
き
が
い
交
流
館

▼
対
象
者

　障
が
い
者
・
障
が
い

　者
の
家
族
の
ほ
か
関
心
の
あ
る

　方
▼
そ
の
他

　研
修
会
終
了
後
、
相

　談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す

▼
主

　催
　町
健
康
福
祉
課

　町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

障
が
い
者
福
祉
制
度

研
修
会
を
開
催

　
問
町
健
康
福
祉
課

　福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

こ
ん
な
時
は
漏
水
！ 

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
文
字
盤
に
あ

る
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀
色
の
円
盤
）

が
回
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
回
ら
な
い
：
漏
水
な
し

▼
回
る
：
漏
水
の
危
険
性
が
あ
り

　ま
す
。
早
急
に
町
指
定
水
道
工

　事
業
者
に
連
絡
を
！

※
冬
期
間
は
、
メ
ー
タ
ー
検
針
を

　行
い
ま
せ
ん
の
で
、
使
用
者
の

　方
が
定
期
的
に
確
認
し
て
く
だ

　さ
い
。

漏
水
や
凍
結
を

　
　
　
　防
ぐ
に
は
？

①
冬
期
間
使
用
し
な
い
水
栓
（
屋

　外
の
蛇
口
）
や
、
不
在
に
な
る

　期
間
が
多
い
施
設
（
公
民
館
な

　ど
）、
数
日
間
留
守
に
す
る
場

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
水
道
の
漏
水
や

　
　
　
　
　凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　

　合
な
ど
は
、
必
ず
水
抜
き
栓
や

　丙
バ
ル
ブ
な
ど
に
よ
る
止
水
を

　行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
凍
結
防
止
に
保
温
材
や
凍
結
防

　止
ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
く
だ

　さ
い
。

③
屋
外
の
蛇
口
や
立
ち
上
り
管
は
、

　囲
い
な
ど
の
防
護
で
積
雪
に
よ

　る
破
損
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

④
冬
期
間
使
用
し
な
い
設
備
（
空

　き
家
や
作
業
小
屋
な
ど
）
は
、

　担
当
課
に
使
用
中
止
の
手
続
き

　を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
勢
い
の
低

　下
、
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
消
費
量

　増
加
、
雪
が
溶
け
て
い
る
場
所

　が
あ
る
な
ど
が
あ
っ
た
際
は
水

　道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ

　さ
い
。

※
万
が
一
漏
水
し
て
し
ま
っ
た
場

　合
は
、
速
や
か
に
町
指
定
水
道

　工
事
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し
て

　く
だ
さ
い
。

※
冬
期
間
の
上
下
水
道
使
用
料
は
、

　10
・
11
月
の
平
均
使
用
水
量
に

　よ
る
概
算
料
金
で
納
付
い
た
だ

　き
、
春
に
精
算
し
ま
す
。

問
町
地
域
整
備
課 

上
下
水
道
グ

　

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
５
３

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の 

～
シ
リ
ー
ズ
⑧
～

物
で
、
後
年
書

家
に
転
じ
、
靖

国
神
社
の
石
標

や
警
視
庁
な
ど

官
庁
の
門
標
、

習
字
の
教
本
な

ど
も
手
掛
け
て

い
ま
す
。

　「欣
然
愛
人
」

と
は
、「
喜
ん

で
快
く
人
を
愛

す
る
」
と
い
う

意
味
で
、
中
国

戦
国
時
代
の
法

※
こ
の
書
の
複
製
は
町
交
流
館
あ
い
ぱ
る
内
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
人
物
館
で

　ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

吉
田
晩ば

ん
こ
う稼

筆
「
欣き

ん
ぜ
ん
あ
い
じ
ん

然
愛
人
」
扁
額

家
の
大
成
者
・
韓
非
の
著
書
『
韓

非
子
』
の
一
節
に
み
ら
れ
る
言
葉

で
す
。
こ
の
後
に
は
「
徳
の
高
い

人
は
、
見
返
り
を
求
め
て
何
か
を

お
こ
な
う
の
で
は
な
く
、
意
識
せ

ず
と
も
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を

実
践
す
る
」
と
い
う
趣
旨
の
言
葉

が
続
き
ま
す
。

　戦
後
日
本
の
将
来
を
担
う
、
国

際
社
会
で
活
躍
し
地
域
に
貢
献
す

る
人
材
や
、
農
業
指
導
者
の
育
成

の
た
め
に
愛
知
大
学
を
創
立
し
、

常
に
学
生
や
教
職
員
の
こ
と
を
第

一
に
考
え
行
動
し
た
本
間
。
そ
の

根
底
に
は
、
幼
い
頃
か
ら
身
に
し

み
つ
い
て
き
た
「
欣
然
愛
人
」
の

教
え
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き

ま
す
。
そ
の
精
神
は
「
本
間
イ
ズ

ム
」
と
し
て
、
今
日
も
同
大
学
に

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

知
を
愛
し
、人
を
愛
し
た
教
育
者・

本
間
喜
一
の
生
き
様
と
そ
の
原
点

を
伝
え
る
書
で
す
。

　

こ
の
書
は
、愛
知
大
学
創
立
者・

本
間
喜
一
の
生
家
で
あ
る
玉
庭
の

小
池
家
に
伝
わ
る
も
の
で
、
明
治

21
（
１
８
８
８
）
年
に
玉
庭
に
滞

在
し
た
書
家
・
吉
田
晩
稼
が
、
初

代
村
長
を
務
め
た
本
間
の
父
・
小

池
熊
吉
に
贈
っ
た
も
の
で
す
。
晩

稼
は
戊
辰
戦
争
に
お
い
て
山
縣
有

朋
の
秘
書
と
し
て
重
用
さ
れ
た
人
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老齢基礎年金額（年額）
　　　　７７万９,３００円

（４０年間すべて納めた場合）

遺族基礎年金額（年額）
＊子 (１人 )のある配偶者
　が受ける場合
　　　１００万３,６００円
＊子 (１人 )が受ける場合
　　　　７７万９，３００円

※平成３０年４月現在

※平成３０年４月現在

※平成３０年４月現在

●
65
歳
に
な
っ
た
と
き

【
老
齢
基
礎
年
金
】

　国
民
年
金
保
険
料
を
10
年
以
上

（
免
除
期
間
含
）
納
め
た
人
が
、

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
ら
れ
る
年
金

で
す
。
繰
上
げ
支
給
や
繰
下
げ
支

給
に
よ
り
、
65
歳
に
な
る
前
や
66

歳
以
降
に
受
け
取
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

【
障
害
基
礎
年
金
】

　け
が
や
病
気
で
、
障
害
等
級
の

１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
者
で
あ
る
人
は
障
害
基
礎

年
金
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

【
遺
族
基
礎
年
金
】

　国
民
年
金
の
加
入
者
な
ど
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
そ
の
人
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子

の
あ
る
配
偶
者
」
ま
た
は
「
子
」

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

障害基礎年金額（年額）
＊１級障害 ９７万４，１２５円
＊２級障害 ７７万９，３００円

問
日
本
年
金
機
構
米
沢
年
金
事
務
所
　☎
22
ー
４
２
２
０
　

問
町
住
民
生
活
課
　戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ
　☎
42
ー
６
６
１
５

●
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

●
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

  

受
け
ら
れ
る
年
金
は
？

平成 30 年度分国民年金保険料 

前納だとこんなにお得！
納付方法 定額保険料

(16,340 ×納付月）

・現金払
・クレジットカード

口座振替

1 か月分
翌月支払

16,340 円 16,340 円
16,340 円

1か月分
当月支払

16,290 円
（△ 50円）

６か月分 98,040 円 97,240 円
（△ 800円）

96,930 円
（△ 1,110 円）

１年分 196,080 円 192,600 円
（△ 3,480 円）

191,970 円
（△ 4,110 円）

２年分 393,000 円
※

378,580 円
（△ 14,420 円）

377,350 円
（△ 15,650 円）
（）内は割引額

※納付の方法や申込期限など、詳しくはお問い合
　わせください。
※Ｈ 30：16,340 円× 12か月＝ 196,080 円
　Ｈ 31：16,410 円× 12か月＝ 196,920 円
　で算出しています。

 

お
得
な
前
納
・
早
割
制
度

　そ
の
年
度
か
ら
の
一
定
期
間
の

保
険
料
を
前
納
（
前
払
い
）
す
る

と
、
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　割
引
額
は
、
前
納
の
期
間
に
よ

り
変
わ
り
ま
す
。
納
付
書
で
も
前

納
で
き
ま
す
が
、
口
座
振
替
は
さ

ら
に
お
得
で
す
。

  

社
会
保
険
料
控
除

　

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
に

申
告
す
れ
ば
、
全
額
が
「
社
会
保

険
料
控
除
」
と
し
て
所
得
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　毎
年
11
月
上
旬
に
社
会
保
険
控

除
証
明
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の

証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

  

保
険
料
を
納
め
る
の
が

　
　
　
　
　
　難
し
い
場
合

　

免
除
制
度
や
納
付
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す
。
免
除
・
猶
予
を
受
け

る
た
め
に
は
対
象
と
な
る
方
の
所

得
が
一
定
の
金
額
以
下
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
が
で
き
る

期
間
は
申
請
し
た
日
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
２
年
１
か
月
前
ま
で
で
す
。

期
間
を
過
ぎ
る
と
申
請
で
き
な
く

な
り
未
納
期
間
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

13　町報かわにし 平成３０年１１月１５日
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　町
で
は
、
路
上
で
死
ん
で
い
る

小
動
物
を
、
環
境
衛
生
や
車
両
通

行
の
支
障
と
な
る
点
か
ら
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　路
上
で
小
動
物
の
死
骸
を
発
見

し
た
と
き
は
、
町
住
民
生
活
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ

の
際
は
で
き
る
だ
け
次
の
内
容
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

路
上
で
小
動
物
の
死
骸
を
発
見
し
た
ら
…

※
私
有
地
や
私
道
に
あ
る
死
骸
は
、

　土
地
の
所
有
者
も
し
く
は
使
用

　者
が
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
死
骸
が
鳥
類
の
場
合
は
手
を
触

　れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
回
収
に
は
時
間
を
い
た
だ
く
場

　合
が
あ
り
ま
す
。

　岐
阜
県
で
今
年
９
月
に
豚
コ
レ

ラ
が
発
生
し
た
際
、
野
生
イ
ノ
シ

シ
群
に
対
す
る
感
染
確
認
検
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
死
亡
イ
ノ
シ

シ
か
ら
豚
コ
レ
ラ
の
陽
性
判
定
が

出
て
い
ま
す
。

　町
内
で
も
年
々
イ
ノ
シ
シ
の
目

撃
が
増
え
て
い
ま
す
。
も
し
、
死

亡
し
た
野
生
イ
ノ
シ
シ
を
見
か
け

た
ら
、
県
で
検
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
町
農
地
林
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

死
亡
し
た
イ
ノ
シ
シ
を
発
見
し
た
ら
…

▼
発
見
し
た
場
所
（
所
在
番
地
、道
路
路
線
名
、近
く
の
目
標
物
な
ど
）

▼
動
物
の
種
類
（
犬
・
猫
・
タ
ヌ
キ
・
カ
ラ
ス
な
ど
）

▼
道
路
上
の
ど
こ
に
死
骸
が
あ
る
か

　（車
道
上
・
歩
道
・
植
え
込
み
内
・
車
線
方
向
な
ど
）

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
８

問
町
農
地
林
務
課 

農
村
林
務
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
６

　
今
年
で
４
回
目
と
な
る
豆
の
展
示

会
を
東
京
都
台
東
区
の
複
合
施
設

「
上
野
桜
木
あ
た
り
」
を
メ
イ
ン
会

場
に
３
日
間
開
催
し
ま
す
。

　豆
の
展
示
会
を
き
っ
か
け
に
川
西

町
を
知
っ
た
、
川
西
町
に
移
住
し
て

来
た
、
大
手
食
品
会
社
に
よ
る
紅
大

豆
の
商
品
開
発
に
つ
な
が
っ
た
な
ど
、

様
々
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
３
日
間
延
べ
５
６
０
０
名

も
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「ば
ぁ
ち
ゃ
ん
の
茶
の
間
」
お
茶

の
み
体
験
、「
じ
ぃ
ち
ゃ
ん
の
土
間
」

し
め
飾
り
づ
く
り
体
験
、
新
豆
や
新

米
、
地
酒
販
売
、
石
う
す
き
な
こ
づ

く
り
や
お
料
理
教
室
な
ど
な
ど
内
容

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　川
西
町
の
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
を

東
京
で
再
現
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
関
東
に

お
住
ま
い
の
方
に
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

第４回 山形かわにし豆の展示会 ｗｉｔｈ 絵の展示会
～山形かわにしの採れたておいしい新豆や新米が、今年も上野に行きます～

問
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構

☎
54
ー
３
０
０
６

■ 開催日時
　１１月３０日㈮
　　　午後１時～５時３０分
　１２月１日㈯
　　　午前９時～午後５時３０分
　１２月２日㈰
　　　午前９時～午後４時　
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【
町
営
舘
之
北
住
宅
】

▼
部
屋
数
　８・６
畳
（
１
階
）

▼
戸
数
　１
戸（
一
般
用・単
身
可
）

▼
家
賃

町
営
・
県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
７

　１
３
９
０
０
円
～
２
７
３
０
０
円

▼
募
集
期
間

　11月
26
日
㈪
～
30
日
㈮

▼
選
考

　住
宅
困
窮
度
判
定
基
準

に
よ
る
選
考

▼
入
居
時
期

　12
月
下
旬

【
県
営
舘
之
北
住
宅
】

▼
部
屋
数
　８・６・4.5
畳（
４
階
）

▼
戸
数
　１
戸

　（一
般
用
・
単
身
可
）

問
㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

　

☎
24
ー
２
３
３
２

▼
家
賃

１
９
３
０
０
円
～
３
８
０
０
０
円

▼
募
集
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　

　12
月
３
日
㈪
～
７
日
㈮

▼
優
遇
措
置

　優
遇
有

▼
入
居
時
期

　２
月
上
旬

▼
応
募
期
間

　平
成
31
年
１
月
31
日
㈭
ま
で

▼
結
果
発
表
：
平
成
31
年
３
月
中

　旬
に
米
坂
線
整
備
促
進
期
成
同

　盟
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表

▼
入
賞
・
商
品

○
「
♡(

い
い
ね)

」
の
数
が
最

　も
多
い
者
か
ら
３
名
様
に
現
金

　１
万
円
を
贈
呈

○
置
賜
３
市
５
町
、
新
潟
県
内
自

　治
体
（
村
上
市
、
関
川
村
、
粟

　島
浦
村
）
が
選
ん
だ
１
万
円
相

　当
の
特
産
品
を
贈
呈

米
坂
線
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

問
町
未
来
づ
く
り
課 

政
策
調
整

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
９
５

※
詳
細
は
、
米
坂
線
整
備
促
進
期

　成
同
盟
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　覧
く
だ
さ
い
。

■ 応募方法 ■
①インスタグラムを起動
②「@yonesaka_domeikai」
　をフォロー
③「# 米坂線フォトコンテ
　スト 2018」のハッシュタ
　グをつけて写真をシェア
④投稿完了！

　
（
公
財
）
明
る
い
選
挙
推
進
協

会
主
催
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
」の
第
２
次
審
査（
県
審
査
）

に
お
い
て
、
本
町
か
ら
出
品
し
た

作
品
の
う
ち
２
点
が
特
選
、
１
点

が
入
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
「
選
挙
が
明

る
く
正
し
く
行
わ
れ
る
た
め
に
、

全
国
の
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
に

明
る
い
選
挙
を
呼
び
掛
け
て
も
ら

う
こ
と
」
を
目
的
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
市
町
村
の
１
次
審
査
、

都
道
府
県
の
２
次
審
査
で
特
選
作

品
に
選
ば
れ
る
と
、３
次
審
査（
中

央
審
査
）
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。 平

成
30
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　２
次
審
査（
県
審
査
）で
特
選
！

■
第
２
次
審
査
の
結
果

【
個
人
の
部
（
小
学
校
の
部
）】

▼
特
選
：
髙
橋
胡こ

は
ね羽

さ
ん

　（吉
島
小
学
校
４
年
）

▼
入
選
：
遠
藤
夢ゆ

め
か果

さ
ん

　（吉
島
小
学
校
４
年
）

特
選
：
髙
橋
胡こ

は
ね羽
さ
ん

　
　
　
　
　（吉
島
小
学
校
４
年
）

特
選
：
齊
藤
央ひ

ろ
な奈
さ
ん

　
　
　
　
　（川
西
中
学
校
１
年
）

入
選
：
遠
藤
夢ゆ

め
か果
さ
ん

　
　
　
　
　（吉
島
小
学
校
４
年
）

【
団
体
の
部
（
奨
励
賞
）】

▼
吉
島
小
学
校

▼
川
西
中
学
校

※
受
賞
し
た
３
校
中
２
校
が
本
町

【
個
人
の
部
（
中
学
校
の
部
）】

▼
特
選
：
齊
藤
央ひ

ろ
な奈

さ
ん

　（川
西
中
学
校
１
年
）

　町
の
１
次
審
査
で
は
、
小
学
生

の
部
21
作
品
、
中
学
生
の
部
91
作

品
の
中
か
ら
30
作
品
を
入
選
作
品

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　応
募
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、

素
敵
な
ポ
ス
タ
ー
を
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
42
ー
６
６
８
９
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創
業
前
に
知
っ
て
お
く
べ
き
基

礎
を
、
２
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

▼
日
時

　

①
12
月
５
日
㈬

　午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

②
12
月
19
日
㈬

　午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
場
所
：
町
商
工
会
館

▼
対
象
：
創
業
に
興
味
の
あ
る
方
、

　創
業
後
間
も
な
い
方
（
概
ね
３

　年
以
内
）
な
ど
　

か
わ
に
し
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

▼
講
師
：
ア
ル
ト
経
営
パ
ー
ト
ナ

　ー
㈱ 

代
表
取
締
役 

中
小
企
業

　診
断
士
　加
藤 

敦
子 

氏

▼
申
込
〆
切
：
11
月
21
日
㈬

※
先
着
10
名
、
受
講
料
無
料

問
・
申
込
先
　川
西
町
商
工
会

☎
46
ー
２
０
２
０

　

町
で
は
農
産
物
（
食
品
）
の
安

全
を
確
保
し
、
産
地
の
信
頼
性
を

高
め
る
た
め
、
農
業
生
産
工
程
管

理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
の
認
証
取
得
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
た
び
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
12
月
５
日
㈬

　午
後
３
時
～
５
時

▼
会
場
：
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
　

　川
西
支
店
　２
階
会
議
室

▼
内
容
：
国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
東

　京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
研
修
会

　ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
産
地
競

　争
力
強
化

▼
対
象
者
：
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
に

　興
味
が
あ
る
方

▼
参
加
申
込
：
11
月
28
日
㈬
ま
で

　左
記
担
当
あ
て
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　に
て
申
込
く
だ
さ
い
。

※
定
員
（
60
名
）
に
達
し
次
第
、

　〆
切
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
町
産
業
振
興
課 

農
業
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
42
ー
２
６
０
０

～
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
～

町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
を
開
催
中

　

広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
意

見
交
換
を
通
し
て
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
広
聴

事
業
と
し
て
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

　若
者
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境

づ
く
り
や
地
域
課
題
、
移
住
定
住
、

元
気
づ
く
り
な
ど
幅
広
く
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

期日 曜日 時間 会場

11 月 15 日 木 午後 7 時～ 8 時 30 分 中郡地区交流センター

11 月 16 日 金 午後 7 時～ 8 時 30 分 町中央公民館

11 月 17 日 土 午後 1 時 30 分～ 3 時 大塚地区交流センター

11 月 20 日 火 午後 7 時～ 8 時 30 分 玉庭地区交流センター

11 月 21 日 水 午後 7 時～ 8 時 30 分 吉島地区交流センター

11 月 27 日 火 午後 7 時～ 8 時 30 分 東沢活性化センター

12 月 13 日 木 午後 7 時～ 8 時 30 分 犬川地区交流センター

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

情
報
統
計

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
６
８

▲昨年度のふれあいトークの様子

　

10
月
30
日
㈫
、
認
知
症
予
防
と

終
活
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

た
め
の
講
演
会
が
行
わ
れ
、
約

１
０
０
名
の
町
民
が
参
加
し
ま
し

た
。　第

１
部
で
は
、
社
会
医
療
法
人

公
徳
会
佐
藤
病
院
の
精
神
保
健
指

定
医
で
あ
る
岩
本
康
夫
氏
か
ら
認

知
症
予
防
に
関
す
る
講
演
が
あ
り
、

規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
い
る
た
め
に

～
認
知
症
予
防
・
終
活
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
～

　第
２
部
で
は
、
千
眼
寺
（
米
沢

市
）
住
職
の
鈴
木
一
志
氏
か
ら
、

幸
せ
な
卒
業
を
す
る
た
め
の
終
活

に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
い
る
た
め

に
は

「
素
直
な
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
」

「
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
や
失
敗

が
あ
っ
て
も
自
分
を
責
め
な
い
で
、

毎
日
自
分
を
褒
め
る
こ
と
」

が
大
切
で
あ
る
と
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▲約 100 人が聴講した▲千眼寺住職 鈴木一志氏
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■ 
役
場
の
窓
口
で
申
請

　役
場
窓
口
に
あ
る
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
専
用
端
末
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
が
可
能
で
す
。
職

員
が
申
請
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
を

持
参
し
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

窓
口
が
込
み
合
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
ま
し
ょ
う

■ 

通
知
カ
ー
ド
の
申
請
書

　 

を
使
っ
て
申
請

　「ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
を
使
う
の
は
苦
手
」
と
い
う
方

は
申
請
書
に
写
真
を
貼
っ
て
申
請

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　通
知
カ
ー
ド
下
側
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
に
写
真
を
添

付
し
、
氏
名
な
ど
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
で
申
請
し
ま
す
。

○
申
請
書
送
付
先

　〒
２
１
９
ー
８
７
３
２

　
　日
本
郵
便
株
式
会
社
川
崎
東

　
　郵
便
局
郵
便
私
書
箱
第
２
号

　
　地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

　
　ム
機
構
個
人
番
号
カ
ー
ド
交

　
　付
申
請
書
受
付
セ
ン
タ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
　

　
　
　
　交
付
の
注
意
点

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

　は
、
現
在
の
住
所
・
氏
名
・
性

　別
が
記
載
さ
れ
て
い
る
最
新
の

　も
の
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で

　な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　さ
い
。

▼
完
成
し
た
カ
ー
ド
は
概
ね
１
か

　月
後
に
役
場
に
届
き
ま
す
。
カ

　ー
ド
交
付
準
備
が
で
き
ま
し
た

　ら
、
そ
の
旨
の
通
知
を
お
送
り

　し
ま
す
の
で
、
届
き
ま
し
た
ら

　ご
本
人
が
役
場
に
取
り
に
お
越

　し
く
だ
さ
い
。

▼
す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　を
申
請
さ
れ
た
方
で
、
カ
ー
ド

　の
受
け
取
り
が
お
済
み
で
な
い

　方
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

　せ
の
う
え
、
受
け
取
り
に
お
越

　し
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
制
で
時
間
外
受
付
、
休
日

　開
庁
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
ご

　予
約
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
放
送
内
容
の
再
確
認
方
法

　防
災
行
政
無
線
か
ら
放
送
さ
れ

た
内
容
は
、「
防
災
情
報
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス
」

☎
42
ー
４
２
６
１

☎
42
ー
４
２
６
２

☎
42
ー
４
２
６
３

　で
確
認
で
き
ま
す
。

　緊
急
時
に
迅
速
か
つ
確
実
な
情

報
伝
達
が
で
き
る
よ
う
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
に
よ
る
全
国
一
斉
情
報
伝

達
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
訓
練
実
施
日
時

　11
月
21
日
㈬

　午
前
11
時

▼
防
災
無
線
か
ら
の
放
送
内
容

♪
上
が
り
チ
ャ
イ
ム
音

　「こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

　ス
ト
で
す
。」

　「こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
か
わ

　に
し
で
す
。」

♪
下
が
り
チ
ャ
イ
ム
音

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
１
２

測定日
及び測定値

（μ
マイクロシーベルトパーアワー

S v / ｈ）
１０月５日

地上から
の高さ グラウンド 給食室付近

側溝
１００㎝ ０．０８ ０．０８
　５０㎝ ０．０８ ０．０８

空間放射線量
（測定場所：川西中学校）

問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２

県
民
手
帳
販
売
中
！

　県
民
手
帳
は
、
グ
レ
ー
と
パ
ー

ル
ホ
ワ
イ
ト
（
数
量
限
定
）
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

▼
県
民
手
帳
（
６
０
０
円
）

▼
農
業
日
誌
（
１
５
０
０
円
）

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌（
１
５
０
０
円
） 

▼
新
農
家
暦
（
５
２
０
円
）

※
お
近
く
の
統
計
調
査
員
ま
た
は

　左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
伏

　見
屋
書
店
で
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

情
報
統
計

　グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
６
８

■ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　 

パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
請

　個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

Ｉ
Ｄ
を
使
用
し
て
、
お
手
持
ち
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か

ら
の
申
請
が
可
能
で
す
。
必
要
事

項
を
入
力
し
、
顔
写
真
を
添
付
し

て
送
付
す
る
だ
け
で
お
手
軽
に
申

請
が
で
き
ま
す
。

問
町
住
民
生
活
課 

戸
籍
住
民
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
５

▲役場窓口のパソコンから申請できます

路
上
で
小
動
物
の
死
骸
を
発
見
し
た
ら
…

身
分
証
明
書
と
し
て
便
利
！
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　町
で
は
、
路
上
で
死
ん
で
い
る

小
動
物
を
、
環
境
衛
生
や
車
両
通

行
の
支
障
と
な
る
点
か
ら
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　路
上
で
小
動
物
の
死
骸
を
発
見

し
た
と
き
は
、
町
住
民
生
活
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ

の
際
は
で
き
る
だ
け
次
の
内
容
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

路
上
で
小
動
物
の
死
骸
を
発
見
し
た
ら
…

※
私
有
地
や
私
道
に
あ
る
死
骸
は
、

　土
地
の
所
有
者
も
し
く
は
使
用

　者
が
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
死
骸
が
鳥
類
の
場
合
は
手
を
触

　れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
回
収
に
は
時
間
を
い
た
だ
く
場

　合
が
あ
り
ま
す
。

　岐
阜
県
で
今
年
９
月
に
豚
コ
レ

ラ
が
発
生
し
た
際
、
野
生
イ
ノ
シ

シ
群
に
対
す
る
感
染
確
認
検
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
死
亡
イ
ノ
シ

シ
か
ら
豚
コ
レ
ラ
の
陽
性
判
定
が

出
て
い
ま
す
。

　町
内
で
も
年
々
イ
ノ
シ
シ
の
目

撃
が
増
え
て
い
ま
す
。
も
し
、
死

亡
し
た
野
生
イ
ノ
シ
シ
を
見
か
け

た
ら
、
県
で
検
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
町
農
地
林
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

死
亡
し
た
イ
ノ
シ
シ
を
発
見
し
た
ら
…

▼
発
見
し
た
場
所
（
所
在
番
地
、道
路
路
線
名
、近
く
の
目
標
物
な
ど
）

▼
動
物
の
種
類
（
犬
・
猫
・
タ
ヌ
キ
・
カ
ラ
ス
な
ど
）

▼
道
路
上
の
ど
こ
に
死
骸
が
あ
る
か

　（車
道
上
・
歩
道
・
植
え
込
み
内
・
車
線
方
向
な
ど
）

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
８

問
町
農
地
林
務
課 

農
村
林
務
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
６

　
今
年
で
４
回
目
と
な
る
豆
の
展
示

会
を
東
京
都
台
東
区
の
複
合
施
設

「
上
野
桜
木
あ
た
り
」
を
メ
イ
ン
会

場
に
３
日
間
開
催
し
ま
す
。

　豆
の
展
示
会
を
き
っ
か
け
に
川
西

町
を
知
っ
た
、
川
西
町
に
移
住
し
て

来
た
、
大
手
食
品
会
社
に
よ
る
紅
大

豆
の
商
品
開
発
に
つ
な
が
っ
た
な
ど
、

様
々
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
３
日
間
延
べ
５
６
０
０
名

も
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「ば
ぁ
ち
ゃ
ん
の
茶
の
間
」
お
茶

の
み
体
験
、「
じ
ぃ
ち
ゃ
ん
の
土
間
」

し
め
飾
り
づ
く
り
体
験
、
新
豆
や
新

米
、
地
酒
販
売
、
石
う
す
き
な
こ
づ

く
り
や
お
料
理
教
室
な
ど
な
ど
内
容

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　川
西
町
の
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
を

東
京
で
再
現
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
関
東
に

お
住
ま
い
の
方
に
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

第４回 山形かわにし豆の展示会 ｗｉｔｈ 絵の展示会
～山形かわにしの採れたておいしい新豆や新米が、今年も上野に行きます～

問
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構

☎
54
ー
３
０
０
６

■ 開催日時
　１１月３０日㈮
　　　午後１時～５時３０分
　１２月１日㈯
　　　午前９時～午後５時３０分
　１２月２日㈰
　　　午前９時～午後４時　

17　町報かわにし 平成３０年１１月１５日

まちからのお知らせ
town information

【
町
営
舘
之
北
住
宅
】

▼
部
屋
数
　８・６
畳
（
１
階
）

▼
戸
数
　１
戸（
一
般
用・単
身
可
）

▼
家
賃

町
営
・
県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
７

　１
３
９
０
０
円
～
２
７
３
０
０
円

▼
募
集
期
間

　11月
26
日
㈪
～
30
日
㈮

▼
選
考

　住
宅
困
窮
度
判
定
基
準

に
よ
る
選
考

▼
入
居
時
期

　12
月
下
旬

【
県
営
舘
之
北
住
宅
】

▼
部
屋
数
　８・６・4.5
畳（
４
階
）

▼
戸
数
　１
戸

　（一
般
用
・
単
身
可
）

問
㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

　

☎
24
ー
２
３
３
２

▼
家
賃

１
９
３
０
０
円
～
３
８
０
０
０
円

▼
募
集
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　

　12
月
３
日
㈪
～
７
日
㈮

▼
優
遇
措
置

　優
遇
有

▼
入
居
時
期

　２
月
上
旬

▼
応
募
期
間

　平
成
31
年
１
月
31
日
㈭
ま
で

▼
結
果
発
表
：
平
成
31
年
３
月
中

　旬
に
米
坂
線
整
備
促
進
期
成
同

　盟
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表

▼
入
賞
・
商
品

○
「
♡(

い
い
ね)

」
の
数
が
最

　も
多
い
者
か
ら
３
名
様
に
現
金

　１
万
円
を
贈
呈

○
置
賜
３
市
５
町
、
新
潟
県
内
自

　治
体
（
村
上
市
、
関
川
村
、
粟

　島
浦
村
）
が
選
ん
だ
１
万
円
相

　当
の
特
産
品
を
贈
呈

米
坂
線
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

問
町
未
来
づ
く
り
課 

政
策
調
整

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
９
５

※
詳
細
は
、
米
坂
線
整
備
促
進
期

　成
同
盟
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　覧
く
だ
さ
い
。

■ 応募方法 ■
①インスタグラムを起動
②「@yonesaka_domeikai」
　をフォロー
③「# 米坂線フォトコンテ
　スト 2018」のハッシュタ
　グをつけて写真をシェア
④投稿完了！

　
（
公
財
）
明
る
い
選
挙
推
進
協

会
主
催
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
」の
第
２
次
審
査（
県
審
査
）

に
お
い
て
、
本
町
か
ら
出
品
し
た

作
品
の
う
ち
２
点
が
特
選
、
１
点

が
入
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
「
選
挙
が
明

る
く
正
し
く
行
わ
れ
る
た
め
に
、

全
国
の
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
に

明
る
い
選
挙
を
呼
び
掛
け
て
も
ら

う
こ
と
」
を
目
的
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
市
町
村
の
１
次
審
査
、

都
道
府
県
の
２
次
審
査
で
特
選
作

品
に
選
ば
れ
る
と
、３
次
審
査（
中

央
審
査
）
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。 平

成
30
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　２
次
審
査（
県
審
査
）で
特
選
！

■
第
２
次
審
査
の
結
果

【
個
人
の
部
（
小
学
校
の
部
）】

▼
特
選
：
髙
橋
胡こ

は
ね羽

さ
ん

　（吉
島
小
学
校
４
年
）

▼
入
選
：
遠
藤
夢ゆ

め
か果

さ
ん

　（吉
島
小
学
校
４
年
）

特
選
：
髙
橋
胡こ
は
ね羽
さ
ん

　
　
　
　
　（吉
島
小
学
校
４
年
）

特
選
：
齊
藤
央ひ

ろ
な奈
さ
ん

　
　
　
　
　（川
西
中
学
校
１
年
）

入
選
：
遠
藤
夢ゆ
め
か果
さ
ん

　
　
　
　
　（吉
島
小
学
校
４
年
）

【
団
体
の
部
（
奨
励
賞
）】

▼
吉
島
小
学
校

▼
川
西
中
学
校

※
受
賞
し
た
３
校
中
２
校
が
本
町

【
個
人
の
部
（
中
学
校
の
部
）】

▼
特
選
：
齊
藤
央ひ

ろ
な奈

さ
ん

　（川
西
中
学
校
１
年
）

　町
の
１
次
審
査
で
は
、
小
学
生

の
部
21
作
品
、
中
学
生
の
部
91
作

品
の
中
か
ら
30
作
品
を
入
選
作
品

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　応
募
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、

素
敵
な
ポ
ス
タ
ー
を
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
42
ー
６
６
８
９
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　町
の
検
診
日
程
を
次
の
と
お
り

追
加
し
ま
す
。
各
種
検
診
を
ま
だ

受
け
て
な
い
方
は
こ
の
機
会
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　南
陽
検
診
セ
ン
タ
ー

▼
持
ち
物
　検
診
票
、
検
診
料
金
、

　健
康
保
険
証

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
（
お
持
ち
の

　方
の
み
）

▼
申
込
方
法
　下
記
問
合
せ
先
に

　お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検

　診
は
、
来
年
１
月
31
日
ま
で
個

　別
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま

　す
。
医
療
機
関
に
直
接
予
約
の

　う
え
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
０

検
診
日
程
を
追
加

検　診　項　目
期日・定員・受付時間

12 月 14 日㈮・17 日㈪ 来年 1 月 18 日㈮・23 日㈬
各 40 名ずつ 各 10 名ずつ

①総合健診
　・特定健診（国民健康保険加入者）
　・がん検診（胃がん、大腸がん、呼吸器検診等）
　・肝炎ウイルス検診等

午前８時３０分～ 9 時

②国保人間ドック（国民健康保険加入者）
（男性）午前 7 時 30 分～ 8 時
（女性）午前 7 時～ 7 時 30 分 午前 7 時 15 分～ 7 時 45 分

③子宮頸がん検診・乳がん検診 午前 7 時～ 7 時 30 分

～
今
年
度
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
～

未
来
へ
と  

命
を
繋
ぐ  

１い
ち
は
や
く

８
９

　虐
待
は
、
ど
の
家
庭
に
も
誰
に
で
も
起
こ

り
う
る
身
近
な
問
題
で
す
。

　地
域
の
方
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
「
目
く
ば

り
」「
気
く
ば
り
」
で
子
ど
も
た
ち
を
虐
待

か
ら
救
え
ま
す
。

　気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
迷
わ

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

～ 

虐
待
が
起
き
な
い
、
見
過
ご
さ
な
い
地
域
づ
く
り
を 

～

１１月は児童虐待防止推進月間

　町
健
康
福
祉
課
・
児
童
相
談
所
で
は
、
日

ご
ろ
か
ら
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
で
い
た
り
、

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
い

う
方
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■ 平日のご連絡先
　町健康福祉課 福祉グループ
　☎４２ー６６３５
　受付：午前８時３０分～午後５時１５分
■ 土・日・祝日・夜間のご連絡先
　町役場 宿日直受付
　☎４２ー２１１１
■児童相談所全国共通３桁ダイヤル
　１８９（いちはやく）
※連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます

里
親
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す

　里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家

庭
で
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
お
子
さ
ん
を
一
定

の
期
間
、
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
て
、
温

か
い
愛
情
と
理
解
を
持
っ
て
養
育
し
て
く
だ

さ
る
方
を
い
い
ま
す
。

　制
度
の
内
容
な
ど
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
２
３
ー
６
２
７
ー
１
１
９
５

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
む
た
め
に   

　
　
　～
愛
の
む
ち
ゼ
ロ
作
戦
～

　し
つ
け
と
称
し
て
叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り

す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
成
長
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　次
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
が
け
な
が
ら
、
子
ど

も
に
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

▼
子
育
て
に
体
罰
や
暴
言
を
使
わ
な
い

▼
子
ど
も
が
親
に
恐
怖
心
を
持
つ
と
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　を
伝
え
ら
れ
な
い

▼
爆
発
寸
前
の
イ
ラ
イ
ラ
を
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

▼
親
自
身
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
そ
う

▼
子
ど
も
の
気
持
ち
と
行
動
を
分
け
て
考
え
、

　育
ち
を
応
援

19　町報かわにし 平成３０年１１月１５日

　

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　国
民
年
金
の
加
入
者
の
こ
と
を

「
被
保
険
者
」
と
い
い
、
職
業
や

保
険
料
の
納
め
る
方
法
に
よ
り
左

表
の
３
つ
の
種
別
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。

付加年金額
２００円×

付加保険料納付月数
が毎年支給されます。

第１号被保険者
２０歳以上６０歳未
満で自営業、農林業、
学生の人など

自分で保険料を納めます

  

受
給
す
る
年
金
額
を

 

　
　
　増や
し
た
い
と
き
は

　国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

な
い
第
１
号
被
保
険
者
は
、
定

額
の
保
険
料
を
納
付
す
る
際
に
、

あ
わ
せ
て
付
加
保
険
料
（
月
額

４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
「
付
加
年
金
」
が
上

乗
せ
し
て
受
給
で
き
ま
す
。

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

　
公
的
年
金
は
、
や
が
て
迎
え
る
老
後
や
、
万
が
一
け
が
や
病
気
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
年
金
を
受
給
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
を
出
し
合
っ
て

お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　日
本
年
金
機
構
で
は
、
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、
11
月
30
日
を
「
年
金
の
日
」
と
位

置
づ
け
、
公
的
年
金
制
度
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
を
機
会
に
ご
自
分
の
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
、
老
後
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

  

国
民
年
金
に
加
入
す
る
方

第２号被保険者
厚生年金に加入して
いる会社員、公務員
など

事業所などをとおして
保険料を納めます

第３号被保険者
20 歳以上 60 歳未満
で第 2 被保険者に扶
養されている配偶者

自分で納める必要はあ
りません

と
な
る
場
合
、
障
が
い
が
残
っ
た

と
き
や
一
家
の
働
き
手
が
な
く

な
っ
た
と
き
に
年
金
が
受
給
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　納
付
方
法
は
、
口
座
振
替
・
納

付
書
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
支
払
い
の
３
つ
で
す
。
口
座
振

替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

支
払
い
に
は
別
途
申
し
込
み
が
必

要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

被保険者区分 変更理由 届け出先

 第 1 号被保険者
 自営業、学生、無職の方など

２０歳になったとき 町住民生活課
就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第２被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

 第 2 号被保険者
 会社員、公務員など

退職したとき 町住民生活課
退職して配偶者（第２被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

 第３号被保険者
 第２号被保険者の扶養になっ 
 ている配偶者

配偶者が６５歳になったとき、配偶者が退職したとき
配偶者の扶養から外れたとき、離婚したとき

町住民生活課

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先

 

こ
ん
な
と
き
は

　
　
　
　
　

　
　
　お
手
続
き
が
必
要
で
す

■

 

平
成
30
年
度
保
険
料
月
額

　 

１
６
３
４
０
円

　納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌

月
末
で
す
。
納
付
期
限
を
経
過
し

た
場
合
で
も
、
期
限
か
ら
２
年
間

は
納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
期
限

ま
で
に
納
め
る
か
、
免
除
な
ど
の

申
請
手
続
き
を
せ
ず
に
未
納
期
間

  

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

  

納
め
ま
し
ょ
う

 

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
ご
案
内

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、

ご
自
身
の
年
金
の
情
報
を
手
軽
に

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
年

金
記
録
を
確
認
、
将
来
の
年
金
受

給
見
込
額
の
試
算
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　詳
し
く
は

　ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

で
検
索
！
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まちからのお知らせ
town information

　町
の
障
が
い
者
福
祉
制
度
を
学

ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
関
係

者
の
方
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日

　時
　11
月
28
日
㈬

　

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
場

　所
　町
生
き
が
い
交
流
館

▼
対
象
者

　障
が
い
者
・
障
が
い

　者
の
家
族
の
ほ
か
関
心
の
あ
る

　方
▼
そ
の
他

　研
修
会
終
了
後
、
相

　談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す

▼
主

　催
　町
健
康
福
祉
課

　町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

障
が
い
者
福
祉
制
度

研
修
会
を
開
催

　
問
町
健
康
福
祉
課

　福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

こ
ん
な
時
は
漏
水
！ 

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
文
字
盤
に
あ

る
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀
色
の
円
盤
）

が
回
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
回
ら
な
い
：
漏
水
な
し

▼
回
る
：
漏
水
の
危
険
性
が
あ
り

　ま
す
。
早
急
に
町
指
定
水
道
工

　事
業
者
に
連
絡
を
！

※
冬
期
間
は
、
メ
ー
タ
ー
検
針
を

　行
い
ま
せ
ん
の
で
、
使
用
者
の

　方
が
定
期
的
に
確
認
し
て
く
だ

　さ
い
。

漏
水
や
凍
結
を

　
　
　
　防
ぐ
に
は
？

①
冬
期
間
使
用
し
な
い
水
栓
（
屋

　外
の
蛇
口
）
や
、
不
在
に
な
る

　期
間
が
多
い
施
設
（
公
民
館
な

　ど
）、
数
日
間
留
守
に
す
る
場

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
水
道
の
漏
水
や

　
　
　
　
　凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　

　合
な
ど
は
、
必
ず
水
抜
き
栓
や

　丙
バ
ル
ブ
な
ど
に
よ
る
止
水
を

　行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
凍
結
防
止
に
保
温
材
や
凍
結
防

　止
ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
く
だ

　さ
い
。

③
屋
外
の
蛇
口
や
立
ち
上
り
管
は
、

　囲
い
な
ど
の
防
護
で
積
雪
に
よ

　る
破
損
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

④
冬
期
間
使
用
し
な
い
設
備
（
空

　き
家
や
作
業
小
屋
な
ど
）
は
、

　担
当
課
に
使
用
中
止
の
手
続
き

　を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
勢
い
の
低

　下
、
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
消
費
量

　増
加
、
雪
が
溶
け
て
い
る
場
所

　が
あ
る
な
ど
が
あ
っ
た
際
は
水

　道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ

　さ
い
。

※
万
が
一
漏
水
し
て
し
ま
っ
た
場

　合
は
、
速
や
か
に
町
指
定
水
道

　工
事
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し
て

　く
だ
さ
い
。

※
冬
期
間
の
上
下
水
道
使
用
料
は
、

　10
・
11
月
の
平
均
使
用
水
量
に

　よ
る
概
算
料
金
で
納
付
い
た
だ

　き
、
春
に
精
算
し
ま
す
。

問
町
地
域
整
備
課 

上
下
水
道
グ

　

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
５
３

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の 

～
シ
リ
ー
ズ
⑧
～

物
で
、
後
年
書

家
に
転
じ
、
靖

国
神
社
の
石
標

や
警
視
庁
な
ど

官
庁
の
門
標
、

習
字
の
教
本
な

ど
も
手
掛
け
て

い
ま
す
。

　「欣
然
愛
人
」

と
は
、「
喜
ん

で
快
く
人
を
愛

す
る
」
と
い
う

意
味
で
、
中
国

戦
国
時
代
の
法

※
こ
の
書
の
複
製
は
町
交
流
館
あ
い
ぱ
る
内
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
人
物
館
で

　ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　☎
44
ー
２
８
４
３

吉
田
晩ば

ん
こ
う稼

筆
「
欣き

ん
ぜ
ん
あ
い
じ
ん

然
愛
人
」
扁
額

家
の
大
成
者
・
韓
非
の
著
書
『
韓

非
子
』
の
一
節
に
み
ら
れ
る
言
葉

で
す
。
こ
の
後
に
は
「
徳
の
高
い

人
は
、
見
返
り
を
求
め
て
何
か
を

お
こ
な
う
の
で
は
な
く
、
意
識
せ

ず
と
も
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を

実
践
す
る
」
と
い
う
趣
旨
の
言
葉

が
続
き
ま
す
。

　戦
後
日
本
の
将
来
を
担
う
、
国

際
社
会
で
活
躍
し
地
域
に
貢
献
す

る
人
材
や
、
農
業
指
導
者
の
育
成

の
た
め
に
愛
知
大
学
を
創
立
し
、

常
に
学
生
や
教
職
員
の
こ
と
を
第

一
に
考
え
行
動
し
た
本
間
。
そ
の

根
底
に
は
、
幼
い
頃
か
ら
身
に
し

み
つ
い
て
き
た
「
欣
然
愛
人
」
の

教
え
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き

ま
す
。
そ
の
精
神
は
「
本
間
イ
ズ

ム
」
と
し
て
、
今
日
も
同
大
学
に

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

知
を
愛
し
、人
を
愛
し
た
教
育
者・

本
間
喜
一
の
生
き
様
と
そ
の
原
点

を
伝
え
る
書
で
す
。

　

こ
の
書
は
、愛
知
大
学
創
立
者・

本
間
喜
一
の
生
家
で
あ
る
玉
庭
の

小
池
家
に
伝
わ
る
も
の
で
、
明
治

21
（
１
８
８
８
）
年
に
玉
庭
に
滞

在
し
た
書
家
・
吉
田
晩
稼
が
、
初

代
村
長
を
務
め
た
本
間
の
父
・
小

池
熊
吉
に
贈
っ
た
も
の
で
す
。
晩

稼
は
戊
辰
戦
争
に
お
い
て
山
縣
有

朋
の
秘
書
と
し
て
重
用
さ
れ
た
人
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老齢基礎年金額（年額）
　　　　７７万９,３００円

（４０年間すべて納めた場合）

遺族基礎年金額（年額）
＊子 (１人 )のある配偶者
　が受ける場合
　　　１００万３,６００円
＊子 (１人 )が受ける場合
　　　　７７万９，３００円

※平成３０年４月現在

※平成３０年４月現在

※平成３０年４月現在

●
65
歳
に
な
っ
た
と
き

【
老
齢
基
礎
年
金
】

　国
民
年
金
保
険
料
を
10
年
以
上

（
免
除
期
間
含
）
納
め
た
人
が
、

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
ら
れ
る
年
金

で
す
。
繰
上
げ
支
給
や
繰
下
げ
支

給
に
よ
り
、
65
歳
に
な
る
前
や
66

歳
以
降
に
受
け
取
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

【
障
害
基
礎
年
金
】

　け
が
や
病
気
で
、
障
害
等
級
の

１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
者
で
あ
る
人
は
障
害
基
礎

年
金
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

【
遺
族
基
礎
年
金
】

　国
民
年
金
の
加
入
者
な
ど
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
そ
の
人
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子

の
あ
る
配
偶
者
」
ま
た
は
「
子
」

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

障害基礎年金額（年額）
＊１級障害 ９７万４，１２５円
＊２級障害 ７７万９，３００円

問
日
本
年
金
機
構
米
沢
年
金
事
務
所
　☎
22
ー
４
２
２
０
　

問
町
住
民
生
活
課
　戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ
　☎
42
ー
６
６
１
５

●
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

●
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

  

受
け
ら
れ
る
年
金
は
？

平成 30 年度分国民年金保険料 

前納だとこんなにお得！
納付方法 定額保険料

(16,340 ×納付月）

・現金払
・クレジットカード

口座振替

1 か月分
翌月支払

16,340 円 16,340 円
16,340 円

1か月分
当月支払

16,290 円
（△ 50円）

６か月分 98,040 円 97,240 円
（△ 800円）

96,930 円
（△ 1,110 円）

１年分 196,080 円 192,600 円
（△ 3,480 円）

191,970 円
（△ 4,110 円）

２年分 393,000 円
※

378,580 円
（△ 14,420 円）

377,350 円
（△ 15,650 円）
（）内は割引額

※納付の方法や申込期限など、詳しくはお問い合
　わせください。
※Ｈ 30：16,340 円× 12か月＝ 196,080 円
　Ｈ 31：16,410 円× 12か月＝ 196,920 円
　で算出しています。

 

お
得
な
前
納
・
早
割
制
度

　そ
の
年
度
か
ら
の
一
定
期
間
の

保
険
料
を
前
納
（
前
払
い
）
す
る

と
、
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　割
引
額
は
、
前
納
の
期
間
に
よ

り
変
わ
り
ま
す
。
納
付
書
で
も
前

納
で
き
ま
す
が
、
口
座
振
替
は
さ

ら
に
お
得
で
す
。

  

社
会
保
険
料
控
除

　

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
に

申
告
す
れ
ば
、
全
額
が
「
社
会
保

険
料
控
除
」
と
し
て
所
得
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　毎
年
11
月
上
旬
に
社
会
保
険
控

除
証
明
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の

証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

  

保
険
料
を
納
め
る
の
が

　
　
　
　
　
　難
し
い
場
合

　

免
除
制
度
や
納
付
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す
。
免
除
・
猶
予
を
受
け

る
た
め
に
は
対
象
と
な
る
方
の
所

得
が
一
定
の
金
額
以
下
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
が
で
き
る

期
間
は
申
請
し
た
日
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
２
年
１
か
月
前
ま
で
で
す
。

期
間
を
過
ぎ
る
と
申
請
で
き
な
く

な
り
未
納
期
間
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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問町健康福祉課 介護支援グループ内 町地域包括支援センター ☎４２－６６３８

健 康 情 報 ひ ろ ば
地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

▲認知症サポーター養成講座の様子

ご存知ですか？「成年後見制度」
　「言葉は知っていても、いったいどのような制度なのか…」
今回は、成年後見制度に対する、みなさんの疑問にお答えします。

Ｑ　「成年後見制度」って何ですか？

Ａ　認知症、知的障がい、精神障がいなどで、自分
　　で判断することが難しい人を援助してくれる制
　　度です。その方が自分一人で判断できないこと
　　（不動産や預貯金などの財産管理や契約など）　
　　を安全に行えるようになります。

Ｑ　相談はどこにするのですか？

Ａ　家庭裁判所、町社会福祉協議会、法テラス、弁
　　護士会、司法書士会、町健康福祉課などに相談
　　してください。

Ｑ　誰が成年後見の申立てをするのですか？

Ａ　本人、配偶者、四親等内の親族、市町村長など
　　に限られています。

Ｑ　成年後見人はどのようなことをするのですか？

Ａ　本人の財産を管理したり、契約などの法律行為
　　を本人に代わって行います。ただし、スーパー
　　などでの日用品の買い物や実際の介護は一般に
　　成年後見人の職務ではありません。

Ｑ　手続きの期間と費用はどのくらいかかりますか？

Ａ　一般的に、期間は２か月です。費用は切手・印
　　紙代で５千円から１万円です。ただし、鑑定が
　　必要な場合や申立てを弁護士や司法書士に依頼
　　すると別に費用がかかります。

玄米ダンベルニギニギ体操
　　 　一緒にやってみませんか？

　１つ約３００ｇの玄米が入ったダンベルを使った１５分程度
の誰でも無理なくできる運動です。継続することで体内代謝や
筋肉の質が変わり、スタミナがつくと言われています。
　講習を受講されたボランティアによる「健康運動サポーター」
の指導のもと、楽しくワイワイ体操をします。
　冬は家に閉じこもりがちになりますが、運動不足解消や健康
づくりに関心のある方はぜひお気軽にご参加ください。

期　日 時　間
１２月１２日㈬　 午前１０時～１１時

平成３１年　１月２４日㈭　 午後１時３０分～２時３０分
２月２０日㈬　 午前１０時～１１時
３月　５日㈫　 午後１時３０分～２時３０分

■ 開催日時

※開始時間２０分前に開場
※猛吹雪など悪天候の場合は中止となる場合があります。

■ 場　所　　町生きがい交流館
■ 内　容　　町保健師による健康講話
　　　　　　 玄米ダンベルニギニギ体操
■ 持ち物　　内ズック、飲み物、
　　　　　　 玄米ダンベル（お持ちの方）
■ 申込方法
　開催日の３日前までに下記までお電話でお
申し込みください。（先着３０名）
※当日飛込み参加も大歓迎です。
■ その他　　健幸マイレージ１０ポイント
　　　　　　  贈呈

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０
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③
路
上
駐
車
、

　夜
間
駐
車
は
絶
対
し
な
い

　路
上
駐
車
は
道
路
除
雪
や
通
行

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
夜

間
の
路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の

遅
れ
や
除
雪
が
で
き
な
く
な
る
原

因
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
作
業
時
間
が
前
後
し
ま
す

　
早
朝
除
雪
は
、
午
前
７
時
30
分
終

了
を
目
処
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
除

雪
作
業
は
、
な
る
べ
く
早
い
時
間
帯

に
お
こ
な
う
よ
う
に
努
め
ま
す
が
、

降
雪
時
間
や
積
雪
状
況
、
除
雪
ル
ー

ト
に
よ
っ
て
時
間
差
が
出
ま
す
の
で
、

ご
了
承
願
い
ま
す
。

②
田
畑
は
砂
利
の
対
策
を

　
除
雪
作
業
に
よ
り
、
田
畑
に
砂
利

が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
敷
く
な
ど
の
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

③
空
き
地
を
利
用

　
　
　
　させ
て
く
だ
さ
い

　
集
落
内
の
除
雪
は
、
雪
捨
て
場
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
空
き
地
を
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

①
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

　作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の

は
大
変
危
険
で
す
。
車
を
運
転
す

る
際
は
、
車
間
距
離
を
十
分
に

と
っ
て
く
だ
さ
い
。
歩
行
者
の
方

　町
で
は
安
全
・
安
心
な
冬
期
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
毎
年
万
全
な
除

雪
体
制
を
と
っ
て
除
雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
町
の
除
雪
は
す
べ
て

業
者
に
委
託
し
て
お
り
、
新
積
雪
の
深
さ
が
10
㎝
以
上
に
な
る
と
出
動
し

ま
す
。
ま
た
、
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
早
朝
だ
け
で
な
く
日
中
も
除
雪

機
械
が
出
動
し
ま
す
。

　ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
を
行
う
た
め
に
も
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
防
火
施
設
や

　
　
　ご
み
収
集
所
の
除
雪

　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
、
ご
み
収
集
所
な
ど
の
施
設
の

除
雪
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑤
工
作
物
の
破
損
は
連
絡
を

　
除
雪
作
業
で
工
作
物
が
破
損
し
た

場
合
は
、
町
地
域
整
備
課
建
設
管
理

グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●国道１１３号
　国土交通省米沢国道維持出張所 
　☎０２３８－３７－５３００
●その他の国道 ･ 県道
　置賜総合支庁建設部 道路計画課
　☎０２３８－２６－６０８０
●町道
　町地域整備課 建設管理グループ
　☎４２－６６４７

米
坂
線

↑
至 

犬
川
駅

県道南陽川西線

矢ノ目
公民館

至 犬川小至 大塚

ＪＡ山形おきたま
川西中央カントリー

犬　川

県道高畠川西線 至 高畠→

至 南陽→

矢
ノ
目
橋

犬
川
橋

県
道
上
伊
佐
沢
川
西
線

川西中

問町地域整備課建設管理グループ（道路管理チーム）☎４２－６６４７

今年度の雪捨て場です
　今年度の雪捨て場は、昨年度同様に「矢ノ目橋」下流右岸と「諏
訪橋」下流左岸の計２箇所です。
★排雪時間は、午前８時から午後５時までです。
《注意事項》
・雪捨場内の事故については、責任を負いません。
・「諏訪橋」下流左岸については、ダンプ２ｔまでとします。
　また大型車での雪捨てを禁止します。
・雪以外の土砂及びゴミ等の搬入は禁止します。

諏
訪
神
社

←玉庭

県 道 川 西 小 国 線諏訪橋
羽前小松駅→

犬川

諏訪橋下流左岸
県
道
椿
川
西
線

↑
飯
豊
町

●  

●  

●
問
い
合
せ
先
●  

●  

●

除
雪
作
業
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

は
、
除
雪
車
か
ら
距
離
を
置
い
て

歩
行
し
、
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

②
雪
を
道
路
に
捨
て
な
い

　屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
や
宅
地

内
に
あ
る
雪
は
、
道
路
（
消
雪
道

路
）、
歩
道
に
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
道
路
が
狭
く
な

る
ば
か
り
で
な
く
、
路
面
に
凹
凸

が
で
き
、
歩
行
者
（
特
に
通
学
中

の
児
童
、
生
徒
）
や
車
の
交
通
の

妨
げ
の
原
因
に
な
り
、
大
変
危
険

で
す
。
各
自
治
会
内
で
注
意
を
呼

び
掛
け
合
う
な
ど
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
交
通
確
保
の
た
め
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問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

11
月
22
日
㊍
　木
の
実
で
作
る
簡
単
お
も
ち
ゃ
・
身
体
測
定
②

12
月
６
日
㊍
　新
聞
紙
で
遊
ぼ
う

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

11
月
19
日
㊊ 

12
月
17
日
㊊ 

申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　玉
庭
保
育
所

　11
月
27
日
㊋

　美
郷
幼
稚
園

　12
月
４
日
㊋

　北
斗
幼
稚
園

　12
月
12
日
㊌

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

健 康 情 報 ひ ろ ば

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：１１月２日～１２月１日
■ 発送日 １１月２２日㈭
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉１２月２０日㈭
〈場　　所〉町生きがい交流館

〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 28 年 12 月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 27 年 12 月、平成 28 年 6 月、
平成 29 年 10 月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦・夫 13:50 ～ 14:00

お子さんの健診など
〈項目〉 〈期日・対象者〉

すくすく赤ちゃん
健康診査

期日：１２月２１日㈮
対象：H30.7.16 ～ 9.15 生まれ

３歳６か月児
健康診査

期日：１２月１４日㈮
対象：H27.5.16 ～ 6.30 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉町生きがい交流館

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

パークゴルフ場ぐるりウォーク＋
プラステン
１０

　健康づくりのため、現在より１０分多く身体を動
かそう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日　時：１２月３日㈪　午前７時～８時
場　所：川西ダリヤパークゴルフ場
内　容：パークゴルフ場の外周１㎞ウォーキング
　　　　体操
参加費：無料　　※１１月２９日㈭まで要申込
その他：健幸マイレージ１０ポイント贈呈！

健幸マイレージ協力店が増えました
◆協力店名
　（有）亥子屋商店　陽

ひなた
cafe

　　　　　　（中小松２８６２）
◆特典内容
　粗品進呈（なくなり次第終了）
◆店長より一言
　地元食材を使用したピザ、パスタのランチは大変
好評です。ピザ生地は米粉を使ってもちもちの食感。
パスタは淡路、さぬきから取り寄せた生パスタ、こ
ちらももちもちです。米粉のスフレパンケーキは県
内でも唯一のふわふわ食感です。
※「健幸マイレージ」の詳細は、町ホームページを
　ご覧ください。

適正受診を心がけましょう ★今月のポイント★

　風邪などの日常的な病気のときにはかかりつけ医
を受診し、高度な治療や精密検査が必要な場合は、
かかりつけ医に適切な病院を紹介してもらい、受診
しましょう。かかりつけ医の診療情報を持参すると、
スムーズに受診することができます。

こあらっこ広場
〈日　時〉１２月１３日㈭
　　　　　午後１時３０分～２時３０分

〈場　所〉町子育て支援センター
〈対　象〉妊婦さん、１歳未満のお子さんとママ
〈内　容〉交流や情報交換の場です。体重測定や
　　　　 相談もできます。

〈申　込〉不要です。お気軽にお越しください。

町報かわにし　20平成３０年１１月１５日

み
な
さ
ん
の
除
雪
・
排
雪
作
業
を
支
援

▼
対
象
団
体

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　町
民
が
主
と
な
り
組
織
し
共
同

活
動
を
行
う
団
体

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体

　地
区
協
議
会
、
大
字
単
位
の
組

織
、
単
数
又
は
複
数
の
自
治
組
織

な
ど

▼
対
象
事
業 

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
　

　自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯

な
ど
で
、
自
主
的
に
行
っ
た
雪
下

ろ
し
作
業
な
ど

※
親
戚
へ
の
除
雪
作
業
は
対
象
外
。

②
地
域
一
斉
排
雪

　集
落
内
に
た
ま
っ
た
雪
や
、
集

落
内
で
定
め
た
雪
押
し
場
の
排
雪

▼
補
助
金
申
請

　申
請
団
体
の
代
表
者
は
、「
事

業
計
画
書
」「
収
支
予
算
書
」「
事

業
参
加
者
名
簿
」
を
添
付
し
て
、

町
に
補
助
金
の
交
付
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
額

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
の
受
益
者

●
30
戸
以
上
　
　７
万
円

●
20
戸
以
上
30
戸
未
満
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　５
万
円

●
10
戸
以
上
20
戸
未
満
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　３
万
円

●
５
戸
以
上
１
０
戸
未
満

　
　
　
　
　
　
　２
万
円

●
５
戸
未
満
　
　１
万
円

②
地
域
一
斉
排
雪
の
受
益
者
又
は

　実
参
加
者

●
20
戸
以
上
　
　５
万
円

●
10
戸
以
上
20
戸
未
満 

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　３
万
円

●
5
戸
以
上
10
戸
未
満
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　２
万
円

●
５
戸
未
満
　
　１
万
円

※
補
助
金
の
交
付
は
、
１
箇
所
に

　つ
き
１
回
の
み
。

※
補
助
金
の
申
請
書
類
は
、
左
記

　及
び
各
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に

　準
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
の

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
課
　地
域
振
興
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

高
齢
者
住
宅
な
ど
の
雪
下
ろ
し
を
支
援

　自
力
で
除
雪
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
者
や
心
身
障
が
い
者
の
世

帯
の
み
な
さ
ん
へ
、
除
雪
援
助
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

　又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

問
町
健
康
福
祉
課
　福
祉
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

　自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯
な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
除
雪
作

業
や
、
自
治
会
な
ど
で
集
落
内
に
た
ま
っ
た
雪
の
排
雪
作
業
な
ど
を
行
っ

た
場
合
に
、
町
か
ら
一
定
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　帳
を
お
持
ち
の
障
が
い
者
の
み

③
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
の
み

▼
交
付
要
件

①
自
力
で
除
雪
が
で
き
ず
、
親
族

　や
近
隣
の
方
の
援
助
も
受
け
ら

　れ
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
が
平
成
30
年
度
町
民

　税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

※
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
外
。

※
入
院
・
施
設
入
所
に
よ
り
不
在

生
活
道
路
の
除
雪
作
業
を
支
援

⑵
延
長
30
ｍ
以
上
、
道
路
幅
員

　２・
５
ｍ
以
上
で
あ
り
、
沿
線

　に
概
ね
３
戸
以
上
の
住
居
等
の

　要
件
に
当
て
は
ま
る
路
線
で
あ

　る
こ
と
。（
詳
細
は
お
問
い
合

　わ
せ
く
だ
さ
い
）

⑶
雪
の
深
さ
が
10
ｃ
ｍ
以
上
で
あ

　る
こ
と
。

▼
対
象
者

　町
内
自
治
会

▼
補
助
金
額

　除
雪
単
価
に
作
業
時
間
（
10
分

単
位
）
を
乗
じ
た
額
（
出
動
の
準

備
時
間
と
待
機
時
間
は
対
象
外
）

▼
対
象
事
業

　自
治
会
が
生
活
道
路
の
確
保
の

た
め
に
、
自
治
会
住
民
に
委
託
す

る
機
械
除
雪
作
業
の
う
ち
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
。

⑴
自
治
会
が
住
民
に
除
雪
を
依
頼

　し
た
も
の

　の
世
帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　退
院
・
施
設
退
所
な
ど
で
自
宅

　に
戻
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
申
し

　込
み
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
額

　１
世
帯
当
た
り
３
万
円
ま
で

　（玉
庭
、
東
沢
地
区
の
み
　
　

　４
万
５
０
０
０
円
ま
で
）

※
助
成
額
を
超
え
た
分
は
自
己
負

　担
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　地
区
担
当
民
生
委
員
を
と
お
し

て
、
担
当
課
に
申
請
書
を
提
出
く

だ
さ
い
。

【
補
助
金
の
上
限
（
除
雪
距
離
）】

⑴
１
０
０
ｍ
未
満
…
３
万
円

⑵
１
０
０
ｍ
以
上
２
０
０
ｍ
未
満

　
　
　
　
　
　
　…
５
万
円

⑶
２
０
０
ｍ
以
上
…
10
万
円

▼
対
象
期
間
　12
月
１
日
～

　平
成
31
年
３
月
15
日

▼
申
込
方
法
　自
治
会
を
と
お
し

　て
担
当
課
に
申
請
書
を
提
出
し

　て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　申
請
書
や
、
補
助
事

　業
の
要
件
な
ど
は
、
問
い
合
わ

　せ
く
だ
さ
い
。

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
７

▲協力して除雪を

11　町報かわにし 平成３０年１１月１５日
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○
第
３
部
：
認
知
症
対
策
事
業
及

　び
サ
ポ
ー
ト
医
の
紹
介

▼
申
込
：
左
記
ま
で

問
南
陽
市
東
置
賜
郡
医
師
会

☎
43
ー
４
４
１
４

働
き
方
改
革
関
連
法

　

　
　
　
　
　
　説
明
会

▼
日
時

①
11
月
27
日
㈫

　午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

②
平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

　午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
会
場
：
伝
国
の
杜
置
賜
文
化
ホ

　ー
ル
（
米
沢
市
）

▼
定
員：両
日
１
２
０
名（
先
着
順
）

▼
内
容
：
関
連
法
の
詳
細
説
明
、

　中
小
企
業
向
け
支
援
策
説
明
、

　個
別
相
談
会

問
山
形
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
２
３
ー
６
２
４
ー
８
２
２
８

特
設
人
権
相
談
所
を

　

　
　
　
　開
設
し
ま
す

　

毎
年
12
月
4
日
～
10
日
は
人
権

週
間
で
す
。
こ
の
期
間
中
、
米
沢

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
「
人

権
な
ん
で
も
相
談
所
」を
開
設
し
、

家
庭
内
や
学
校
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

　川
西
町
で
は
左
記
の
通
り
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
こ
の
際

に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。な
お
、

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼
日
時
：
12
月
5
日
㈬

　午
後
1
時
30
分
～
4
時

▼
場
所
：
町
生
き
が
い
交
流
館

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
6
1
6

マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と

　

　
　
　相
談
会
in
米
沢

▼
日
時
・
内
容
　

　12
月
３
日
㈪

○
午
前
11
時
～
正
午

　セ
ミ
ナ
ー
「
働
く
準
備
を
整
え

　よ
う
！
」（
要
予
約
）

○
正
午
～
午
後
２
時

　個
別
相
談
会

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

１1・１2月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

12月10日㈪・25日㈫
午前８時３０分～午後５時１５分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
弁護士
消費生活相談

12 月 12 日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
※要事前予約

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

行政相談 12 月 19 日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

１２月

期　間 当番店（社） 電話番号
11月12日～18日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６

㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

11月19日～25日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

１1月26日～12 月2日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

１2 月3日～9日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

12 月10日～16日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

▼
会
場
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　（米
沢
市
）

▼
対
象
：
就
職
を
考
え
て
い
る
子

　育
て
中
の
女
性 

※
受
講
中
や
相
談
中
は
同
室
で
保

　育
ス
タ
ッ
フ
が
お
子
さ
ん
を
お

　預
か
り
し
ま
す
。

問
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
山

　形
☎
０
２
３
ー
６
６
５
ー
５
９
１
５

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談

▼
日
時
：
12
月
20
日
㈭
　

　午
後
1
時
30
分
～

▼
会
場
：
置
賜
総
合
支
庁
５
階

▼
人
数：先
着
３
名
（
１
人
40
分
）

▼
申
込
：
左
記
ま
で
事
前
に
申
込

　み
く
だ
さ
い
。

問
㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
24
ー
２
３
３
２

相

　
談

　町
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税

は
、
13
億
４
２
５
２
万
円
で
構
成
比
は
12
・
５
％

を
占
め
、
前
年
度
対
比
０・３
％
の
増
で
し
た
。

　町
の
最
大
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、

50
億
７
７
３
万
円
で
構
成
比
は
46
・
８
％
を
占
め
、

前
年
度
対
比
１・
０
％
の
減
で
し
た
。
こ
の
う
ち

公
立
置
賜
総
合
病
院
分
を
差
し
引
い
た
、
町
に
対

す
る
純
粋
な
交
付
税
額
は
36
億
２
２
６
２
万
円
で
、

前
年
度
か
ら
１
０
７
７
万
円
の
増
で
し
た
。

　特
定
財
源
で
は
、
国
庫
支
出
金
が
前
年
度
対
比

11
・
４
％
の
減
で
し
た
。

　県
支
出
金
は
、
前
年
度
対
比
25
・
１
％
の
減
で

し
た
。
町
債
は
、
前
年
度
対
比
15
・
２
％
の
減
で

し
た
。

問
町
未
来
づ
く
り
課 

財
政
グ
ル
ー
プ 

☎
42
ー
６
６
１
１

平成29年度決算公表
町の財政状況と税金の使いみち

歳入総額

１０７億８１８万円
（前年比 5億 4,447 万円減）

１０５億４７０万円
（前年比 4億 7,247 万円減）

歳出総額

歳出
一般会計

歳入
一般会計

依
存
財
源

自
主
財
源

　平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
１
０
７
億
８
１
８
万
円
、
歳
出
は

１
０
５
億
４
７
０
万
円
で
、
歳
入
、
歳
出
差
引

額
は
２
億
３
４
８
万
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち
翌

年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
分
を
差
し
引
く
と
、

２
億
３
４
３
万
円
の
繰
越
額
と
な
り
ま
し
た
。

　な
お
、
平
成
28
年
度
決
算
と
比
較
す
る
と
、
歳

入
で
５
億
４
４
４
７
万
円
の
減
（
４・８
％
の
減
）、

歳
出
で
４
億
７
２
４
７
万
円
の
減
（
４・
３
％
の

減
）
で
し
た
。

◇
歳
入
の
状
況

財政情報

町税
13億 4,252 万円
（12.5％）

衛生費
17億 5,893 万円
（16.7％）

民生費
21億 2,294 万円
（20.2％）

教育費
13億 1,311 万円
（12.5％）

総務費
15億 6,374 万円
（14.9％）

公債費
11億 8,595 万円
（11.3％）

農林水産業費
9億 606 万円
（8.6％）

商工費
2億 2,624 万円
（2.2％）消防費

3億 4,987 万円
（3.3％）

その他
1億 5,278 万円
（1.5％）

土木費
9億 2,508 万円
（8.8％）

諸収入、繰入金など
12億 490 万円
（11.3％）

町債
12億 3,018 万円
（11.5％）

国庫支出金
6億 6,786 万円
（6.2％）

県支出金
7億 7,820 万円
（7.3％）

地方譲与税など
4億 7,679 万円
（4.4％）

地方交付税
50億 773 万円
（46.8％）
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と
き
め
き
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

出
品
作
品
募
集

▼
募
集
部
門
：
日
本
画
、
洋
画
、

　彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

※
各
部
門
の
規
程
な
ど
詳
細
は
お

　問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格
：
県
内
在
住
で
、
昭

　和
35
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

　れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

▼
出
品
料
：
２
千
円

▼
募
集
期
限

　平
成
31
年
１
月
７
日
㈪

※
公
募
予
定
点
数
を
超
え
た
場
合

　募
集
期
限
前
に
締
め
切
る
こ
と

　が
あ
り
ま
す
。

▼
作
品
の
搬
入

　平
成
31
年
２
月
12
日
㈫

※
事
務
局
よ
り
案
内
が
あ
り
ま
す
。

▼
展
示
会
場

　山
形
美
術
館
（
山
形
市
）

▼
展
示
期
間

　来
年
２
月
14
日
㈭
～
17
日
㈰

　

　午
前
10
時
～
午
後
５
時

　（最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

問
山
形
県
健
康
福
祉
祭
美
術
展
事

　務
局
（
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

☎
０
２
３
ー
６
２
２
ー
５
８
０
５

や
ま
が
た
の
森
づ
く
り

発
表
会

▼
日
時
：
11
月
25
日
㈰

　

　午
前
11
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
会
場
：
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　（山
形
市
）

▼
内
容
：
講
演
、
や
ま
が
た
緑
環

　境
税
を
活
用
し
た
森
づ
く
り
活

　動
発
表
、
木
育
体
験
な
ど

問
置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課

　

　森
づ
く
り
推
進
室

☎
35
ー
９
０
５
３

置
賜
農
業
高
校
Ｐ
Ｔ
A

研
修
部
講
演
会

　

一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
12
月
２
日
㈰

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
会
場
：
置
賜
農
業
高
校
会
議
室

▼
演
題
：
甲
子
園
農
場
に
花
が
咲
い

　た
！
～
金
足
農
業
高
校
野
球
部
の

　大
活
躍
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
～

▼
講
師
：
秋
田
県
立
金
足
農
業
高

　校
野
球
部
元
監
督

　嶋
崎
久
美 

氏

問
置
賜
農
業
高
校

☎
42
ー
２
１
０
１

講
談
で
学
ぶ

　
　
　
　

　
　
　「老
い
の
準
備
」

▼
日
時
：
12
月
１
日
㈯

　午
後
２
時
～
４
時

▼
会
場
：
伝
国
の
杜
大
会
議
室
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（米
沢
市
）

▼
内
容
：
成
年
後
見
制
度
と
遺
言

　に
関
す
る
講
談

▼
そ
の
他
：
参
加
無
料
、
申
込
不
要

問
法
テ
ラ
ス
山
形

☎
０
５
０
ー
３
３
８
３
ー
５
５
４
４

年
末
時
期
の

　
　
　
　

し
尿
汲
み
取
り

　

年
末
の
し
尿
汲
み
取
り
は
毎
年

大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
年
内

の
汲
み
取
り
を
希
望
さ
れ
る
方
は

12
月
14
日
㈮
ま
で
に
申
込
み
く
だ

さ
い
。
こ
れ
以
降
の
申
込
み
は
年

明
け
の
汲
み
取
り
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
汲
取
手
数
料
が
未
納
の

場
合
は
申
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
南
陽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
し
尿

　汲
み
取
り
申
込
所

☎
40
ー
２
６
１
２

※
受
付
：
平
日
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　午
後
5
時

町
県
民
税
申
告
相
談

　

　会
場
を
変
更
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
申
告
相
談
は
各
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
31
年
２
月

実
施
の
相
談
か
ら
は
、
全
地
区
と

も
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
町
民
総
合
体
育
館
東
側
）
１
か

所
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
詳
し
い

日
程
な
ど
は
平
成
31
年
１
月
号
町

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
税
務
会
計
課 

町
税
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
２
２

青
色
申
告
決
算
説
明
会

　

青
色
申
告
者
を
対
象
に
決
算
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
併

せ
て
消
費
税
の
軽
減
税
率
等
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
営
業
所
得
・
不
動
産
所
得

○
日
時
：
12
月
５
日
㈬

　午
後
２
時
～
４
時

○
会
場
：
町
商
工
会
館

▼
農
業
所
得

○
日
時
：
12
月
６
日
㈭

　午
後
２
時
～
４
時

○
会
場
：
伝
国
の
杜
置
賜
文
化
ホ

　ー
ル
（
米
沢
市
）

▼
説
明
内
容
：
青
色
申
告
の
決
算

　の
仕
方
、
消
費
税
の
計
算
の
仕

　方
、
ｅ
ー
T
a
x
及
び
消
費

　税
の
軽
減
税
率
制
度
な
ど

催

　
し

▼
持
ち
物
：
筆
記
用
具
（
資
料
は

　当
日
会
場
で
配
布
し
ま
す
）

問
米
沢
税
務
署 

個
人
課
税
第
一
部
門

☎
22
ー
６
３
２
０

ご
存
知
で
す
か
？

　
　

　
　「筆
界
特
定
制
度
」

　
「
筆
界
特
定
制
度
」
は
、
土
地

の
筆
界
（
境
界
）
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
た
め
、
法
務
局
が
現
地
に

お
け
る
筆
界
の
位
置
を
特
定
す
る

制
度
で
す
。

　隣
接
地
と
の
筆
界
が
分
か
ら
ず

困
っ
て
い
る
方
、
筆
界
に
つ
い
て

隣
地
の
所
有
者
と
意
見
が
一
致
せ

ず
困
っ
て
い
る
方
は
、
筆
界
特
定

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
山
形
地
方
法
務
局
登
記
部
門

☎
０
２
３
ー
６
２
５
ー
１
３
５
８

認
知
症
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
日
時
：
12
月
２
日
㈰

　午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所

　南
陽
市
役
所
４
階
大
会
議
室

▼
内
容

○
第
１
部
：
㈱
ル
ネ
サ
ン
ス
に
よ

　る
認
知
症
予
防
体
操
・
シ
ナ
プ

　ソ
ロ
ジ
ー

○
第
２
部

　講
演
：
認
知
症
と
自
動
車
運
転

　講
師
：（
医
）
公
徳
会
佐
藤
病
院    

　
　
　
　副
院
長 

文
鐘
玉 

氏

お
知
ら
せ

募

　
集

◇歳出の状況

◇企業会計・特別会計の決算 ◇財政健全化判断比率

■土木費

■農林水産業費

■教育費

■公債費

■総務費

■民生費

■衛生費

■その他（消防費・商工費・議会費等）

会計別 歳入額 歳出額

水道事業会計

　　収益的収入・支出 4億 9,520 万円 4億 7,976 万円

　　資本的収入・支出※ 3,085 万円 1億 8,245 万円

国民健康保険事業特別会計 19億 8,920万円 19億 3,823万円

下水道事業特別会計 4億 9,937 万円 4億 9,219 万円

農業集落排水事業特別会計 9,063 万円 8,702 万円

介護保険事業特別会計 18億 8,091万円 18億 3,436万円

後期高齢者医療特別会計 1億 6,808 万円 1億 6,576 万円

　平成 19年度決算より財政健全化にかかる各指標の公表
が義務付けられました。これは、財政状況の悪化している
県や市町村が早期に健全化に向けた対策を取るように定め
られたものです。

健全化判断比率 平成 29年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 ー 14.27％ 20.0％
連結実質赤字比率 ー 19.27％ 30.0％
実質公債費比率 11.9％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 128.5％ 350.0％

公営企業会計にかか
る資金不足比率

平成 29年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

水道会計 ー
20.0％下水道会計 ー

農集排会計 ー
　各比率とも基準を超えるものはありませんでしたが、今
後とも健全経営に努めてまいります。

 ● 町民１人あたり　　１０１，３５７円● 町民１人あたり　　５９，９６１円

● 町民１人あたり　　５８，７２８円

● 町民１人あたり　　８５，１１２円

● 町民１人あたり　　７６，８７０円

● 町民１人あたり　　１３７，６０３円

● 町民１人あたり　　１１４，００９円

● 町民１人あたり　　４７，２４５円

平成２９年度は、このような事業に税金を活用しました。

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する分は、　
　消費税資本的収支調整額 243 万円及び損益勘定留保資
　金 1億 4,917 万円で補てんしました。

一般廃棄物収集運搬事業
5,140 万円

合併処理浄化槽設置整備事業
1,200 万円

地域と連携したCO₂排出削減促進事業
326万円

健康増進事業
66万円

冬期交通確保事業
3億 4,884 万円

虚空蔵山西線道路改良工事
4,248 万円

橋梁長寿命化修繕整備事業
4,228 万円

住宅建設支援事業
1,798 万円

花丘町下小松線防雪柵設置工事
407万円

障がい介護給付等事業
3億 4,755 万円

障害者地域生活支援事業
1億 1,676 万円

子育て支援医療事業
5,556 万円

地域子育て支援事業
254万円

多面的機能支払交付金事業
2億 2,806 万円

町有牛貸付管理事業
7,455 万円

中山間地域等直接支払推進事業
3,255 万円

６次産業化推進事業
2,196 万円

ふれあいの丘（パークゴルフ場）整備事業
4億 3,875 万円

プール修繕事業
2,949 万円

学区再編整備事業
1,791 万円

南東北インターハイ開催事業
188万円

ふるさとづくり基金管理事業
1億 1,334 万円

庁舎建設基金管理事業
1億 0,002 万円

地域おこし協力隊事業
4,186 万円

かわにし未来ビジョン主要プロジェ
クト推進事業
定住移住推進事業

762万円▲除雪状況 ▲山形かわにし豆の展示会

▲修繕された玉庭小プール

▲かわにし森のマルシェ

▲町交流館あいぱるの壁画

2,980 万円

※
町
民
１
人
あ
た
り
の
額
は
、
平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
１
万
５
４
２
８
人
を
基
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

※
各
数
値
は
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
端
数
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

9　町報かわにし 平成３０年１１月１５日
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

　若者
に
希
望
を

　
町
民
表
彰
式
典
に
お
い
て
町
発
展
へ
ご
貢
献

い
た
だ
い
た
７
名
の
皆
さ
ん
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
ご
尽
力

に
対
し
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
今
後
益
々

の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　各
地
区
収
穫
祭
が
趣
向
を
凝
ら
し
に
ぎ
や
か

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
収
穫
期
に
な

り
今
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影
響

が
は
っ
き
り
出
て
き
ま
し
た
。
米
は
細
米
が
多

く
２
割
の
減
収
だ
と
訴
え
る
方
も
お
り
、
米
価

が
上
が
っ
て
も
厳
し
い
秋
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
か
ら
米
政
策
が
大
き
く
変
わ
り
、
農
家
所
得

へ
の
影
響
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

　11
月
４
日
、
ダ
リ
ヤ
園
は
恒
例
の
切
り
花
収

穫
デ
ー
で
大
盛
況
で
し
た
が
、
入
場
者
数
は
昨

年
と
比
べ
１
万
人
余
り
減
の
５
万
人
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
７・
８
月
の
猛
暑
で
花
が
咲
か
ず
、

見
頃
の
９
・
10
月
は
土
日
に
台
風
や
大
雨
が
続

き
天
候
不
順
に
泣
か
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
反

省
を
生
か
し
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
来
年
に
向
け
球

根
の
収
穫
作
業
に
励
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　さ
て
、
高
校
・
大
学
の
受
験
シ
ー
ズ
ン
が
始

ま
り
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
玉
庭
出
身
の
本
間

喜
一
先
生
が
創
設
さ
れ
た
愛
知
大
学
進
学
者
へ

の
奨
学
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
愛
知
県

豊
橋
市
在
住
の
越
知
專
さ
ん
か
ら
５
千
万
円
が

町
に
寄
付
さ
れ
、
愛
知
大
学
と
町
が
さ
ら
に
発

展
す
る
よ
う
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
て
ほ
し
い

と
希
望
さ
れ
た
も
の
で
す
。
申
し
入
れ
を
い
た

だ
い
た
時
は
、
あ
ま
り
に
多
額
で
び
っ
く
り
し

ま
し
た
が
、
越
知
さ
ん
の
思
い
を
尊
重
し
議
会

の
議
決
を
経
て
条
例
を
制
定
し
、
実
施
す
る
も

の
で
す
。
今
月
初
め
に
愛
知
大
学
を
置
農
柴
﨑

校
長
先
生
と
訪
問
し
、
関
係
を
深
め
る
と
と
も

に
、
制
度
の
確
認
を
し
て
来
ま
し
た
。
来
年
度

は
推
薦
制
度
ま
で
準
備
が
整
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
東
北
出
身
の
愛
知
大
学
入
学
者
で
希
望
者

か
ら
町
が
選
考
の
う
え
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。

　本
間
先
生
が
創
設
し
た
と
は
い
え
、
愛
知
大

学
は
東
北
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
大
学
で

す
。
愛
知
県
に
あ
る
か
ら
愛
知
大
学
で
は
な
く
、

「
知
を
愛
す
る
」
が
名
称
の
由
来
で
す
。
設
立

趣
意
書
に
は
、「
地
域
に
貢
献
す
る
」「
国
際
的

視
野
を
持
つ
」
人
材
の
育
成
が
謳
わ
れ
現
在
に

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
制
度
は
優
秀

な
若
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
将
来
地
域
に

帰
り
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
を
目

指
す
も
の
で
す
。
愛
大
で
学
ん
だ
成
果
が
東
北

の
振
興
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
。
当
然
、
本
町
の
学
生
に
は
最
優
先
で
挑
戦

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　　

  

　

第
80
回

　
移
住
３
年
目
の
農
業

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp

　移
住
し
て
き
て
か
ら
３
シ
ー
ズ
ン

が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
栗
大
豆

の
栽
培
を
し
ま
し
た
。
栗
大
豆
は
日

本
一
甘
い
相
模
原
の
大
豆
で
、
栗
の

よ
う
な
食
感
の
枝
豆
が
で
き
ま
す
。

も
っ
と
食
味
や
色
を
よ
く
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
考
え
中
で
す
。

大
豆
に
す
る
と
と
て
も
甘
く
て
美
味

し
い
き
な
粉
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　３
年
目
に
入
っ
て
本
格
的
に
ダ
リ

ア
の
栽
培
を
行
い
ま
し
た
。
ダ
リ
ア

部
会
の
み
な
さ
ん
に
球
根
や
苗
を
分

け
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
置
賜
農
業

高
校
の
生
徒
た
ち
が
培
養
し
た
苗

（
新
海
峡
）
も
栽
培
し
ま
し
た
。
日

照
り
や
多
雨
で
て
ん
て
こ
舞
い
の
毎

日
で
し
た
。
技
術
の
未
熟
さ
は
収
支

の
赤
字
に
現
れ
、
そ
れ
で
も
き
れ
い

に
咲
い
て
く
れ
た
ダ
リ
ア
を
見
る
と

疲
れ
も
飛
ん
で
い
く
よ
う
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
ア
ス
パ
ラ
の
圃
場
を
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
実
証
研
修
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
ダ
リ

ア
の
栽
培
に
必
要
な
資
材
な
ど
を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　多
く
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
協
力

が
あ
っ
て
無
事
に
３
年
目
の
秋
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

松
山

　薫

▲ダリア栽培の様子　きれいに咲くように努力しました

　11
月
３
日
㈯
㈷
、
町
議
場
で
平
成
30
年

度
町
民
表
彰
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　町
で
は
昭
和
50
年
に
「
川
西
町
表
彰
条

例
」
を
制
定
、
ま
た
昭
和
56
年
か
ら
「
川

西
町
長
堀
堰
農
業
振
興
基
金
条
例
」、
平
成

27
年
か
ら
「
川
西
町
商
工
業
経
営
近
代
化

育
成
基
金
条
例
」
に
基
づ
く
表
彰
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
た
次
の

方
々
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

故 

松
浦　
さ
ん
（
上
小
松
）

　昭
和
50
年
に
町
商
工
会

理
事
に
就
任
以
来
、
平
成

地
方
自
治
功
労
・
産
業
経
済
振
興
功
労

川
西
町
表
彰
条
例
表
彰

平
成
30
年
度

川
西
町
民
表
彰

川
西
町
長
堀
堰
農
業
賞

川
西
町
長
堀
堰

　
　
　農業
振
興
基
金
条
例
表
彰

川
西
町
商
工
業
振
興
賞

川
西
町
商
工
業
経
営
近
代
化

　
　
　
　
　育成
基
金
条
例
表
彰

30
年
ま
で
約
43
年
間
に
わ
た
り
商
工
業
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

平
成
７
年
か
ら
30
年
ま
で
約
23
年
間
は
会

長
と
し
て
、
数
々
の
地
域
経
済
活
性
化
事

業
や
地
域
振
興
事
業
、
商
工
会
運
営
の
円

滑
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　町
水
道
委
員
会
委
員
長
、
町
土
地
開
発

公
社
理
事
な
ど
も
歴
任
さ
れ
、
産
業
経
済

の
振
興
発
展
は
も
と
よ
り
、
本
町
地
方
自

治
の
発
展
に
も
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
順
一
さ
ん
（
朴
沢
）

　平
成
15
年
、
山
形
お
き

た
ま
農
業
協
同
組
合
経
営

管
理
委
員
に
就
任
以
来
、
平
成
30
年
６
月

ま
で
14
年
６
箇
月
間
の
長
き
に
わ
た
り
役

員
と
し
て
在
職
し
、
組
合
と
地
域
農
業
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

27
年
６
月
か
ら
は
副
組
合
長
及
び
県
農
業

協
同
組
合
中
央
会
代
表
監
事
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。

　町
あ
し
た
づ
く
り
懇
談
会
委
員
、
町
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
委
員
、
町
新
庁
舎
整
備

検
討
委
員
会
委
員
等
も
歴
任
さ
れ
、
町
行

政
の
発
展
に
も
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

島
貫
明
さ
ん
（
上
小
松
）

　平
成
10
年
か
ら
６
期
18

年
間
、
町
民
生
委
員
児
童

社
会
福
祉
功
労

委
員
と
し
て
住
民
生
活
の
安
定
や
地
域
の

問
題
解
決
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
12
年
か
ら
６
期
18
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
、
米
沢
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
委
員
と
し
て
人
権
に
関
す
る
啓
発
活

動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
常
務

委
員
、副
会
長
、会
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
18
年
か
ら
30
年
ま
で
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
実
施
す
る
心
配
ご
と
相
談
事
業

の
相
談
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、
町
民
福
祉

の
向
上
に
も
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

井
上
充
さ
ん
（
高
山
）

　平
成
16
年
７
月
の
設
立

か
ら
14
年
間
、
町
大
豆
種

子
生
産
組
合
初
代
組
合
長
と
し
て
組
織
の

充
実
、
優
良
大
豆
種
子
の
安
定
生
産
・
供

給
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
町
水
稲
種
子
生
産
組
合
組
合
長
、

町
酪
農
振
興
協
議
会
会
長
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
莅
・
高
山
地
区
基
盤
整

備
推
進
委
員
会
、
同
地
区
土
地
改
良
事
業

推
進
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、
地
域
農

業
の
基
盤
強
化
や
活
性
化
に
向
け
た
牽
引

役
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
本
町
農
業

の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
孝
さ
ん
（
上
小
松
）

　総
合
建
設
業
の
代
表
と

し
て
、
土
地
改
良
事
業
に

関
わ
り
農
業
経
営
基
盤
整
備
の
先
頭
に
立

つ
と
共
に
、
生
活
基
盤
の
整
備
や
文
化
教

育
施
設
の
建
設
に
取
り
組
み
、
町
の
社
会

資
本
整
備
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
東
北
土
地
改
良
建
設
団
体
連
絡

協
議
会
会
長
や
町
建
設
業
協
会
会
長
と
し

て
建
設
業
及
び
地
域
産
業
の
振
興
発
展
に

も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

住
宅
建
設
事
業
や
農
業
法
人
の
運
営
を
通

し
、
雇
用
の
安
定
と
若
者
の
定
着
化
に
大

き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

川
西
町
長
堀
堰
農
業
賞

佐
藤
総
一
さ
ん
（
高
豆　

）

　平
成
24
年
に
山
形
お
き

た
ま
農
業
協
同
組
合
経
営

管
理
委
員
と
し
て
、
平
成
27
年
か
ら
は
理

事
に
就
任
し
、
２
期
６
年
に
わ
た
り
農
業

者
所
得
の
増
大
と
持
続
可
能
な
力
強
い
地

域
農
業
の
実
現
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
川
西
中
央
ラ
イ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
利
用
組
合
組
合
長
、
こ
う
ず
く
地
区
基

盤
整
備
事
業
施
行
委
員
会
委
員
、
町
農
業

委
員
会
委
員
を
歴
任
さ
れ
、
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
、
地
域
農
業
の
基
盤
強
化
、
農
地

利
用
の
最
適
化
な
ど
本
町
農
業
の
振
興
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労
・
産
業
経
済
振
興
功
労

越
知
專
さ
ん
（
愛
知
県
）

　本
町
出
身
で
愛
知
大
学

を
創
設
さ
れ
た
故
本
間
喜

一
氏
へ
の
顕
彰
と
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、

平
成
22
年
に
本
間
喜
一
氏
の
胸
像
、
関
係

書
籍
、
寄
付
金
、
展
示
パ
ネ
ル
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
愛
知
大
学
進
学
者

の
就
学
支
援
の
た
め
、
平
成
29
・
30
年
度

に
は
多
額
の
金
員
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
に
よ
り
、
愛
知
大
学
と
本
町
と
の

新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
と
と
も
に
、

同
大
学
進
学
を
目
指
す
学
生
に
明
る
い
希

望
を
与
え
る
な
ど
、
交
流
推
進
及
び
教
育

の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
振
興
功
労
・
公
益
寄
与

町報かわにし　6平成３０年１１月１５日 町報かわにし　24平成３０年１１月１５日

　さまざまな作品を声に出して読み、表現することを
目的に誕生した朗読倶楽部の旗揚げ公演です。
　クリスマスシーズンの午後の朗読会に、ぜひお越し
ください。

■ 演　目　「土神ときつね」作・宮澤賢治
　　　　　 「杜子春」作・芥川龍之介　他
■ 日　時　１２月２３日㈰㈷ 　午後３時開演
■ 会　場　フレンドリープラザ（ロビー）
■ 料　金　５００円

フレンドリー
プラザ

朗読倶楽部「星座」午後の朗読会 クリスマスおはなし会スペシャル！

■ 演目　「ジャックとふしぎな豆のつる」
■ 日時　１２月９日㈰ 午前１０時～午後３時
　　　　  人形劇は午前１０時３０分開演
■ 会場　フレンドリープラザ（ロビー）
■ 料金　無料

　人形劇団クスクスがやって
きます！
　他にもクリスマスカフェや
クラフト体験、ボードゲーム
コーナーもあります。
　親子で一緒に楽しいクリス
マスを過ごしましょう！

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 18：00 
※ 12 月から閉館時間変更
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 17：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●１２月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

●読得ポイントカード今年も始めました
本を１冊借りるごとにスタンプを１つ押します。
スタンプが１０個たまると、浴浴センターまどかの
入浴料割引など、お得なカードです。
本を読んで得しちゃおう！

こどもの本

おとなの本
『吉本ばななが友だちの悩みについてこたえる』

吉本ばなな著　朝日新聞出版刊

　本の題名のとおり、吉本ばななさんが友だち関
係で悩んでいる人達にアドバイスを贈る、お悩み相
談エッセイです。客観的な視点と吉本さんの持論が
展開される、気分がスッキリする一冊。読み終わっ
た後、あなたも吉本さんに相談したくなるかも？！

●遅筆堂文庫読書会
　１２月２日㈰　午後 2 時～

●おすすめ本のコーナー
　クリスマスがやってくる！

『１０１ぴきのダルメシアン』
　　　　　　　　ドディ・スミス原作　ピーター・ベントリー文

スティーヴン・レントン絵　なかがわちひろ訳
　ダルメシアンのポンゴとミセスは、飼い主のデア
リーさんとロンドンに住んでいました。ミセスはポ
ンゴに言いました。「もうじき、わたしたちのこいぬ
がうまれるわ」そうして生まれた子犬は全部で１５
匹。みんなかわいい水玉模様です。そんなある日、
子犬を譲ってほしいという、クルエラ・デ・ビルがやっ
てきて…。ディズニー映画にもなった１０１ぴきわ
んちゃんを絵本でも。

「イーハトーボの劇列車」予約受付中

【
日
時
】
12
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

【
内
容
】
読
み
終
え
た
本
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
欲
し
い
方
に
無
料
で

　
　
　  

利
用
し
て
い
た
だ
く
市
で
す
。

「古本市」

■日時　平成３１年３月２日㈯ 
　　　　午後１時３０分 開演
■会場　フレンドリープラザ（劇場）
■前売料金　　一般：5,500 円
　　　　　　　会員：5,000 円
　　　　　青少年席：2,000 円（24 歳以下）

　今
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
全
日
本
中
学

生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
に
お
い
て
第
３

位
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
川
西
中
学

校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ

の
発
展
に
貢
献
し
町
民
に
感
動
と
希
望
を

与
え
た
と
し
て
、
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
顕
彰
は
平
成
22
年
に
創
設
さ
れ
、

過
去
に
は
地
域
活
性
化
な
ど
で
功
績
を
上

げ
た
団
体
・
個
人
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
算
顕
彰
件
数
は
今
回
で
５
件
目
と
な
り

ま
す
。

【
町
】
緑
と
愛
と
丘
い
き
い
き
顕
彰

問
町
総
務
課 

行
政
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
１
０

▲川西中学校男子ホッケー部のみなさん

様々な分野で町民が活躍！ ～受賞者をご紹介します～

　よ
し
じ
ま
っ
子
見
守
り
隊
（
功
労
者
の

部 

団
体
）
と
中
郡
小
学
校
（
優
良
学
校

の
部
）が
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
長（
知

事
）
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　よ
し
じ
ま
っ
子
見
守
り
隊
は
、
朝
夕
の

立
哨
の
他
、
学
校
の
長
期
休
暇
中
も
積
極

的
に
児
童
・
生
徒
に
声
掛
け
を
行
う
な
ど

の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
町
と
し
て
は
18
年

振
り
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中

郡
小
学
校
は
、
平
成
22
年
度
の
犬
川
小
学

校
以
来
８
年
振
り
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

【
県
】
交
通
安
全
対
策
協
議
会
長
表
彰

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
１
６

▲中郡小学校片倉和之校長（左）ときらりよしじまネッ
　トワーク星野廣志理事長（右）

　置
賜
社
会
教
育
振
興
大
会
に
て
、
渋
谷

清
三
さ
ん
（
上
小
松
）
が
、
置
賜
社
会
教

育
振
興
会
よ
り
置
賜
地
区
優
良
社
会
教
育

関
係
職
員
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　渋
谷
さ
ん
は
、
町
体
育
振
興
公
社
職
員

を
永
く
務
め
ら
れ
、
置
賜
地
域
全
体
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
と
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

【
置
賜
地
区
】
優
良
社
会
教
育
関
係
職
員
表
彰

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

☎
44
ー
２
８
４
３

▲渋谷清三さん

ま
し
た
。

　ま
た
、
町
内
小
中
学
生
へ
の
サ
ッ
カ
ー

競
技
の
普
及
に
取
り
組
ま
れ
、
置
賜
地
区

の
み
な
ら
ず
県
外
チ
ー
ム
を
招
聘
し
、
練

習
試
合
な
ど
の
交
流
を
通
し
て
競
技
力
の

向
上
に
も
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　現
在
も
、
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
事
務

局
長
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
取
り
組

む
人
へ
率
先
し
て
育
成
と
指
導
に
あ
た
り
、

地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
力
を
注
い
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　県
社
会
教
育
研
究
大
会
に
て
、
犬
川
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
、
社
会
教
育
活
動
に

対
し
顕
著
な
実
績
を
も
つ
施
設
と
し
て
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　同
施
設
は
、
年
間
を
通
じ
様
々
な
学
習

機
会
の
提
供
、
世
代
間
交
流
、
国
指
定
史

跡
で
あ
る
下
小
松
古
墳
群
の
学
習
会
な
ど
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
多
彩
な
学
習
活

動
を
実
施
し
、
社
会
教
育
の
振
興
発
展
に

努
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

【
県
】
社
会
教
育
連
絡
協
議
会
「
公
民
館
等
」
表
彰

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

☎
44
ー
２
８
４
３

▲犬川地区交流センターのみなさん
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　今
シ
ー
ズ
ン
の
川
西
ダ
リ
ヤ
園
の
営
業
が

11
月
４
日
㈰
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　夏
場
の
高
温
や
少
雨
に
よ
り
開
花
が
例
年

よ
り
遅
れ
た
今
シ
ー
ズ
ン
で
し
た
が
、
関
係

者
の
尽
力
に
よ
り
秋
に
は
約
６
５
０
種
の
ダ

リ
ア
が
見
事
に
咲
き
誇
り
、
お
よ
そ
５
万
人

の
方
に
ご
来
園
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　最
後
の
開
園
日
に
行
わ
れ
た
「
切
り
花
ダ

リ
ア
収
穫
デ
ー
」
で
は
、
朝
も
や
が
立
ち
込

め
る
中
、
ハ
サ
ミ
と
ラ
ッ
ピ
ン
グ
フ
ィ
ル
ム

を
手
に
大
き
さ
や
形
の
異
な
る
ダ
リ
ア
を
集

め
て
、
自
分
だ
け
の
花
束
を
つ
く
る
多
く
の

来
園
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲多くの方が来園した「切り花ダリア収穫デー」
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園
内
の
ダ
リ
ア
を
花
束
に

～
川
西
ダ
リ
ヤ
園
が
今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
終
了
～

▲町民謡研究会による「最上川舟唄」の披露
　歌声を響かせた猪股崇さん（右）と尺八を演奏
　した横山昇さん（左）

1 1/ 2
 ～3

文
化
の
躍
動 

今
こ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
町
芸
術
文
化
祭
を
開
催
～

　10
月
31
日
㈬
に
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

か
ぼ
ち
ゃ
の
お
化
け
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど

様
々
な
仮
装
を
し
た
可
愛
ら
し
い
ち
び
っ
子

た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　ち
び
っ
子
た
ち
は
お
買
い
物
ご
っ
こ
を
し

て
遊
び
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ア
イ
テ
ム
や
お
菓
子

を
手
に
し
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　な
お
、
こ
の
日
は
吉
島
小
学
校
６
年
生
19

名
も
参
加
し
、
ち
び
っ
子
や
そ
の
親
御
さ
ん

と
の
交
流
を
通
し
た
福
祉
学
習
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
ち
び
っ
子
と
小
学
生
の
楽
し
そ
う

な
笑
い
声
が
セ
ン
タ
ー
中
に
溢
れ
ま
し
た
。

▲仮装をした子どもたちで賑わいました
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子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
だ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
！

～
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場
」
～

　町
で
は
こ
の
た
び
、
北
海
道
在
住
で
ド
ラ

ム
・
カ
ホ
ン
奏
者
の
佐
藤
裕ゆ

う
い
ち一

さ
ん
を
新
た

に
町
親
善
大
使
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　佐
藤
さ
ん
は
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
Ｌ
ａ
ｔ
ｔ
ｅ

の
一
員
と
し
て
活
躍
し
、
町
内
で
の
コ
ン
サ

ー
ト
や
小
中
学
校
で
の
音
楽
教
室
で
演
奏
を

披
露
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
景

観
や
食
べ
物
に
惚
れ
込
み
、
全
国
各
地
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
本
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
曲

さ
れ
た「
水
径
情
歌
～
み
ず
み
ち
の
う
た
～
」

を
町
の
魅
力
と
と
も
に
披
露
す
る
な
ど
、
本

町
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
大
き
く
貢
献
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

▲委嘱状と名刺を手にする佐藤裕
ゆういち
一さん
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各
界
で
活
躍
し
、
本
町
を
応
援
い
た
だ
い
て
い
る

「
川
西
町
親
善
大
使
」
を
ご
紹
介
し
ま
す

▲小中学校絵画展も行われ、１１月３日㈯㈷には
　黒澤梧郎賞受賞者への表彰式を挙行

27　町報かわにし 平成３０年１１月１５日

　私は昭和２８年に愛知大を卒業したのですが、
本間先生とは在学中に面識はなく、卒業後に継い
だ家業の理髪店に本間さんが来店したことから家
族ぐるみでの付き合いとなりました。
　本間先生と付き合う中で、疑問を持つ大切さや
人に尽くす精神など多くのことを教わりました。
また、お店に本間先生を慕う研究者や取り次ぎを
求める実業家らが多く足を運んだことが、のちの
私自身の人脈や恵まれた人生につながりました。
　そのほか、本間さんが設立に奔走した愛知大の
成り立ちを客員研究員として調査した経験もあり
ます。

越
お ち

知 專
まこと

 さん （88 歳  愛知県豊橋市）

学びの恩返しのため
本間先生の故郷へ寄付

　平成２９・３０年にわたり、計５千万円を町へ
寄付いただいた越知專さんが抱く、本間喜一先生
への想いや今回の寄付への期待などをご紹介しま
す。

○　本間喜一先生との思い出

○　受けた恩を「新たな学び」に
　本間先生にお世話になった恩返しをしようと、
人柄や功績をまとめた本を自費出版したほか、「本
間喜一顕彰会」も設立しました。
　本間先生が大学設立時に描いていた農学部設置
構想の具現化にも、情熱を注いできました。長年
の活動の結果、７０年前の構想が地域政策学部の
「食農環境コース」という形で今春に実現しました。
　そして、本間先生への最後の貢献と思い、私の
年齢もあり記念的な意味合いもありますが、川西
町へ５千万円の寄付を決めました。

○　川西町へ寄付した「想い」
　私が思い描く理想として、本間先生の出身であ
り農業が盛んな山形県、ひいては東北地方から食
農環境コースへ多くの学生を迎えたいという想い
があります。
　川西町には愛知大進学者への給付型奨学金制度
を策定いただき、感謝しています。置賜農業高校
の生徒はもとより東北地方の高校生には、全国有
数の農業生産を誇る愛知県豊橋市をフィールドに
学び、卒業後は東北に戻って農業界のリーダーと
して力を発揮してほしいと思います。また、建学
の精神をその郷里で広め、全国に「愛大」の名を
発信していってほしいと思います。

○　愛する川西町への「想い」
　今回つながりが深まった私の愛する川西町は、
本間先生はもちろんのこと、戦後を代表する作家・
劇作家の井上ひさし氏、国立国会図書館長を務め
た大滝則忠氏など、各界に著名人を多く輩出して
います。しかし、これらの事実が全国津々浦々ま
で知れ渡っているとは言い難い状況です。
　川西町民は、そのことをもっと町の自慢として
ＰＲし、全国に「文化人のまち」をアピールして
いってほしいと思います。

▲平成 22年に胸像を寄贈いただいた

▲平成 30年に講演のため来町された

町報かわにし　4平成３０年１１月１５日

　福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
の
弓
道
競
技
・

成
年
女
子
遠
的
に
お
い
て
山
形
県
が
初
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。
３
名
で
行
う
同
競
技
の
メ

ン
バ
ー
で
、
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
本

町
玉
庭
在
住
の
山
本
京
子
さ
ん
に
優
勝
の
喜

び
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　60
ｍ
先
に
あ
る
直
径
１
ｍ
の
的
を
狙
う
遠

的
で
、
山
本
さ
ん
は
予
選
で
４
射
全
て
を
的

に
当
て
、チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　山
本
さ
ん
は
「
10
数
年
が
か
り
で
や
っ
と

優
勝
で
き
た
」
と
喜
び
を
表
し
ま
し
た
。
ま

た
「
家
族
の
支
え
が
今
回
の
成
績
に
つ
な
が

っ
た
」
と
感
謝
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

▲賞状を手に喜びを語った山本京子さん
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　町
内
の
農
業
や
商
工
業
、観
光
な
ど
の「
産

業
」
が
集
結
し
た
か
わ
に
し
産
業
フ
ェ
ア
が

町
中
央
公
民
館
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　フ
ェ
ア
で
は
、
室
内
一
面
に
敷
き
詰
め
ら

れ
た
「
ダ
リ
ア
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
展
」、
町

内
18
社
が
出
展
し
た
「
企
業
展
」、
力
作
ぞ

ろ
い
の
「
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
」
を
そ

の
目
で
楽
し
む
方
、「
働
く
車
展
示・試
乗
」、

木
材
で
イ
ス
を
手
作
り
す
る「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
体
験
」

を
夢
中
で
楽
し
む
方
な
ど
で
溢
れ
ま
し
た
。

　同
日
に
開
催
さ
れ
た
た
ま
げ
た
ほ
こ
天
＆

駅
前
プ
ロ
レ
ス
も
盛
況
で
、
産
業
フ
ェ
ア
と

あ
わ
せ
て
約
４
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
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１０/23
 ～25

山
本
京
子
さ
ん
（
玉
庭
）
が
福
井
国
体
で
優
勝

～
弓
道
成
年
女
子
遠
的
～

　全
国
で
「
川
西
」
と
い
う
共
通
の
地
名
を

持
つ
兵
庫
県
川
西
市
・
奈
良
県
川
西
町
・
新

潟
県
十
日
町
市
（
旧
川
西
町
）・
本
町
が
、

連
携
し
交
流
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

全
国
川
西
会
議
（
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
）
の
若

手
職
員
研
修
が
行
わ
れ
、
県
外
か
ら
６
名
の

職
員
を
迎
え
た
計
14
名
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
26

年
か
ら
実
施
し
、
本
町
開
催
は
２
回
目
、
通

算
５
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　今
回
は
、
本
町
の
地
域
づ
く
り
の
事
例
紹

介
と
し
て
吉
島
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
髙
橋
由
和
事
務
局
長
か
ら
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
実
践
活
動
を

知
る
た
め
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、

各
々
の
取
り
組
み
が
地
域
住
民
と
一
体
と
な

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
参
加
者
は
学
ん

で
い
ま
し
た
。

　参
加
さ
れ
た
県
外
の
職
員
か
ら
は
「
刺
激

を
受
け
た
」「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
学
ん

だ
こ
と
を
今
後
の
仕
事
に
活
か
し
た
い
」「
山

形
県
川
西
町
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
郷
土
愛

を
育
ん
で
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
3
日
間
の

研
修
で
は
、
４
市
町
各
々
の
取
り
組
み
や
風

土
の
違
い
を
知
る
と
も
に
、全
国
の
「
川
西
」

の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

全
国
の
「
川
西
」
の
絆
を
深
め
る

～
ネ
ッ
ト
か
わ
に
し
若
手
職
員
体
験
型
交
流
研
修
～

▲見頃を迎えた川西ダリヤ園を視察▲吉島地区交流センターで研修を受ける参加者たち

観
て
、体
験
し
て
、味
わ
う 

か
わ
に
し
の
魅
力
満
載
！

～
か
わ
に
し
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
８
～

▲白熱の新米ペットボトル早詰め大会

町報かわにし　26平成３０年１１月１５日

愛知大学進学者への給付型奨学金制度を創設

山形県川西町・愛知大学本間喜一奨学金
■ 目的
　東北六県（青森県、岩手県、秋田県、宮城県、山形県、福島県）から愛知大学へ進学・就
学し、卒業後、地域貢献を志す者の人材育成を図るため、実施します。

■ 奨学金額（給付型）
　総額３００万円　（年額７５万円、４年間継続支給）
　※川西町が給付します（初年度は８月給付予定）。
　※継続には条件があります。

■ 奨学生数　　３名以内

■ 対象学部　　地域政策学部 地域政策学科

■ 申請資格　　下の条件にすべて該当する者
　①　地域政策学部地域政策学科に入学した者。
　②　申請者が在学していた高等（中等教育）学校等の所在地及び申請者の保護者の居住地
　　　が東北六県の者。

■ 奨学金給付条件
　愛知大学在学中の３年次終了までに、川西町にて実施するインターンシップを２回行うこ
と。（各５日間）

■ 奨学金給付までのプロセス
　①　２０１９年度入学者に対し募集　　　　【２０１９年４月～５月】
　②　奨学金給付申請　　　　　　　　　　　【２０１９年５月～６月】
　③　申請書類等により面接　　　　　　　　【２０１９年６月～７月】
　　　※豊橋校舎で実施予定
　④　奨学金給付決定（４月に遡及し給付）　  【２０１９年８月】

■ その他
　①　学生の身分を失ったとき、学則の定めにより停学又は退学の処分を受けたとき等は、
　　　奨学生の資格を取り消し、当該年度の奨学金を返還していただきます。
　②　３年次終了時までに、川西町にて実施するインターンシップを２回行わなかった場合
　　　は、４年次の奨学金は給付いたしません。

【お問い合わせ先】
　愛知大学企画部入試課　☎０５２－９３７－８１１２・８１１３（平日午前９時～午後 5 時）
　川西町まちづくり課　地域振興グループ　☎０２３８－４２－６６１３

※上記内容は平成３０年１１月現在のものであり、都合により内容変更、または見直しがなされることが
　あります。

5　町報かわにし 平成３０年１１月１５日
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１１月の町税等 川西町の人口

15,228 人　（－ 35）
男　　　7,476 人（－ 5 ）
女　　　7,752 人（－ 30 ）
世帯数　5,082 世帯 ( ± 0 ）

※ 10 月末日現在の住民基本台帳人口

●固定資産税・都市計画税（４期）
●国民健康保険税　　　　（５期）
●介護保険料　　　　　　（５期）
●後期高齢者医療保険料　（５期）
●上下水道使用　（１０月使用分）
口座振替日　１１月２８日㊌
納付期限　　１１月３０日㊎

【おめでとう そして ありがとう】は、１０月に掲
載の申し込みがあった方のみ掲載しています。
氏名は、申込書のとおり掲載していますので、戸籍
や住民基本台帳の表記と異なる場合があります。

…１０月受付分…

氏名 年齢（満） 大字

山口　義一 ９８ 西大塚

小形みやゑ ８８ 尾長島

遠藤　まさ ９０ 尾長島

遠藤　　淑 ９２ 玉　庭

安部マサエ ９６ 下小松

島貫与四郎 ６７ 下小松

嵐田　和子 ８７ 堀　金

竹田八重子 ９１ 上小松

江口　正志 ８８ 西大塚

大友　正次 ９１ 玉　庭

神野　菊夫 ７１ 朴　沢

清野　弘一 ７２ 堀　金

舩山よし子 ７０ 中小松

髙橋　久子 ９１ 西大塚

石黒利喜男 ８４ 上小松

梅津シゲ子 ９５ 西大塚

伊藤　こう ９４ 高豆　

渡部としゑ ９４ 西大塚

菊地　政子 ８１ 洲　島

菊地　つる ９６ 高　山

新郎　　　　　　　新婦 大字

槻木　真明 ♥ 嶋貫　由果 西大塚

金子　洋生 ♥ 名古屋　薫 大　塚

小倉　幸典 ♥ 川崎さくら 下小松

氏名 性別 保護者 大字

矢野　伊
い お

音 男 祥久 ・ 美和 洲　島

篠澤　勇
ゆうせい

生 男 友和 ・ 愛子 上小松

沖野　　睦
りく

男 秀弥 ・ 奈穂 大　舟

おめでとう そして ありがとう

ようこそ赤ちゃん ３名

ご結婚おめでとう　３組

ご冥福を祈ります

晴れた秋、行方不明？・・あっ　みーつけた。
○撮影：佐藤修一（高豆　）
○撮影場所：自宅前の田んぼ

あなたの「かわにし映え」する写真毎月 3組募集中！

　あなたが撮った、「町の風景・スポット・人」の写真を大募集。「氏
名」「住所・電話番号」「写真の説明（２0 字前後）」を記入し、写
真を添付してメールでご応募ください。応募写真は、ホームページ・
フェイスブックでも掲載させていただきます。
▶ 次号募集期間：１１月１５日㈭～１１月３０日㈮
▶ 応募先：koho@town.kawanishi.yamagata.jp→
▶ その他：詳細は町ホームページをご覧ください。
※応募者は、注意事項を承諾していただいたものとみなします。

ダリア園で変わったダリアが咲いていました。
○撮影：佐藤英俊（上小松）
○撮影場所：川西ダリヤ園

町
報
か
わ
に
し
10
月
号
裏
表
紙
に
記
載
し
た
氏
名
の
ふ
り
が
な
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】
横
山
楽
夏
（
ら
ら
）
さ
ん

　
→

　
【
正
】
横
山
楽
夏
（
ら
な
）
さ
ん
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に入った後、中学校から東京で過ごし、東京帝国大
学（現 東京大学）へ進学し、現在の司法試験に当
たる試験にはトップで合格しました。
　大学卒業後、東京地裁で司法修習をし、その時の
先輩であり、戦後初めての最高裁判所長官三淵忠彦
さんに指導を仰ぎ、最高裁判所の初代事務総長に就

特集：川西町と愛知大学（愛知県）

" 知を愛し 人を愛した教育者 " を通した
　　　　　　　　　　　　　「絆」の交流

　町では今年３月、「本間喜一顕彰基金条例」を
制定し、本間喜一顕彰会名誉会長の越

お ち
知專

まこと
さん（愛

知県）による寄付金５千万円を活用した給付型奨
学金制度を立ち上げました。

　今回は、玉庭地区出身で愛知大学を創設した本
間喜一先生の功績や人柄、町と愛知大学が連携・
交流する事業、給付型奨学金制度についてご紹介
します。

任し、３年間務めました。
　しかし、人が人を裁くこと
に疑問を感じ、またさらなる
勉強に励むため東京商科大学

（現 一橋大学）予科教授とな
り , １９５０年に名誉教授の
称号が授与されました。

院大学（中国・上海）の副院
長兼教授に、１９４４年には
学長に就任しました。
　上海は当時東洋一の国際都
市であり、その上海で学ぶた
めに県から推薦を受け、日本
各地から選抜された優秀な学

生が受験しました。合格すれば、全寮制で費用は全
額負担だったため、難関かつ名門校でした。
　第二次世界大戦での敗戦で閉学するまでの４５年
間で、約５千人の卒業生を送り出したと言われ、卒
業生は、中国語・英語・フランス語・ロシア語など
に通じ、外交官や貿易商社、学者、政治家などに
なって活躍するなど、多くのエリートを輩出しまし
た。*

学は閉校を余儀なくされま
した。教職員や学生は、日
本に引き揚げても帰るべき
ところがなく、新たな受入
先が必要な状況でした。そ
して本間先生が中心となり、
日本のどこかに新しい大学
を創ろうという動きが起こりました。
　本間先生は大学設立のため、場所の選定や資金
集めなどに奔走しました。結果、朝鮮半島や台湾
など外地の学校から引き揚げた学生・教職員を収
容する大学という位置づけで、１９４６年に愛知
大学を設立しました。大学名は所在する県名を由
来とせず、「智（知）を愛する」精神を尊ぼうと
いうことから命名されました。

を持ち、学生をとても大切にしていました。それ
を表わすエピソードに「愛知大学事件」があります。
　１９５４年、犯罪捜査のために大学内に無断で
立ち入った当時の豊橋市の警察官を学生が捕縛し、
学生１２名が逮捕される事態に発展しました。
　これに対し、本間先生自らが、学生たちの弁護
人となって学生を全面的に
弁護。２１年後に起訴され
た９人のうち７人の刑は免
除、２人の無罪、２人の犯
人隠匿に５千円の罰金とい
う「有罪だが実質無罪」と
いう判決が下されました。

玉庭村長をしていた小池家に生まれ、小学校から
成績優秀。叔父である本間則忠さんの家に養子本間先生は「愛知大学を卒業した若者たちは地

元を支える人材になってほしい」という願い

東京商科大学の教授を経て、
１９４０年に東亜同文書敗戦にともない、中国に

あった東亜同文書院大

本
ほ ん ま き い ち

間喜一
（１８９１～１９８７年）

中学校から東京で学ぶ
東亜同文書院大学の学長に愛知大学を設立

学生を守ることに尽力

愛知大学名誉学長

町報かわにし　28平成３０年１１月１５日

みんなで
食 育

　「ゆっくりよく噛んで食べましょう」
　子どものころからよく聞く言葉ですが、あな
たは出来ていますか？
　噛むことで脳の満腹中枢が働いて食べ過ぎを
防いだり、噛んで味わうことで食べ物の味がよ
く分かり、さらにおいしく食べられます。
　素材のうま味が感じられると薄味でもおいし
く食べられ、減塩にもつながります。

　午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

　11
月
の
定
休
日
：
11
月
28
日
㈬
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！
森
の
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ル
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に
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♪

よく噛んで
食べていますか？

　森
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マ
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で
は
、
ま
だ
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ル
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に
お
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に
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っ
た
こ
と
の
な
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方
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身
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と
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的
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す
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今
年
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も
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ま
す
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新
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お
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や
お
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な
ど
を
販
売
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て
お
り
ま
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が
、
毎
回
多

く
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方
々
に
ご
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用
い
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だ
い
て
い
ま
す
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キャベツと
干しえびのソテー

✿ 材料＜４人分＞
○キャベツ　１／２個　　○かつお節　　　８ｇ
○干しえび　　　４ｇ　　○しょうゆ　小さじ２　　
○みりん　　小さじ１　　○こしょう　　　少々
○オリーブオイル　　小さじ２

✿ 作り方
①キャベツは長さ３ｃｍ程度の細切りにする。
②フライパンにオリーブオイルを入れ、キャベツを炒
　める。しんなりしてきたら、しょうゆとみりんを加
　えてさらに炒め、かつお節と干しえびを入れて火を
　止める。お好みでこしょうをふる。

問町健康福祉課　健康推進グループ　☎４２ー６６４０
( 一人分当たり：エネルギー 64kcal　 塩分相当量　0.6 ｇ　野菜 90 ｇ )

「出張マルシェ」開催中！▶
森
の
マ
ル
シ
ェ
店
内
も
収
穫
の
秋
真
っ
只
中

　今
年
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■ 

川
西
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所
で
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販
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予
定
日
時

　毎
月
第
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水
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前
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は
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月
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日
㈬

※
開
催
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内
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を
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認
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だ
さ
い
。

よく噛むために一工夫！

● 食材を大きく切る
● 硬めに調理する
● 口に運んだら一度箸を置く

　愛知大学長を退任した後、昭和４７年～
５７年頃の夏に１週間ほど玉庭を訪れてい
ました。私は、本間さんのために食事を作
り、夜は様々な興味深い経験談に耳を傾け
ていました。
　私が作った料理を食べると「あんたの料
理は美味い」と褒めてくれたのが良い思い
出です。ちなみに本間さんは魚が嫌いだっ
たので、夏野菜料理を多く出していました。
　本間さんが話してくれることはどれも興
味深い中身でしたが、やはり愛知大学創設
時の苦労話が印象に残っています。資金集
めなどの苦労をともにした林毅

き ろ く

陸（初代学
長）と小岩井淨

きよし

（３代学長）の名前は、本
間さんの話によく登場していました。

　町では平成２６年に愛知大学と「連携・協力に関する協定」
を締結し、双方が交流を深める各種事業を行っています。

学生によるフィールドワーク

　県外の学生目線で町の魅力を掘り起そうとフィールドワーク
（現地調査）を実施し、毎年１０名以上の学生が来町しています。
　漬物などの食文化や農業、町の花ダリヤに興味を持つ学生が
多く、町民へのインタビューを通して感じたことを動画やポス
ターなどの作品にまとめ、研究成果を発表いただいています。
なかには、町の食や文化のファンになり、２年連続で来町する
学生たちもいます。

本間喜一先生を顕彰する講演会

　本間先生の功績を町民に
広く伝えていくため開催し
ています。
　愛知大や本間先生に縁の
ある講師のお話を通して、
先生の偉大さを深く理解す
る機会となっています。

愛知大での「川西町フェア」

　大学内の学生食堂で毎年１１月に川西
町フェアを開催しています。
　本間先生の故郷の味である紅大豆や玉
こんにゃくを使用したメニューや芋煮を
提供するほか、本町の紹介パネルを展示
しています。

―　Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ　―

本間喜一さんは大叔父にあたる

小池ふみ さん（玉庭）

■ 私の料理を褒めてくれた ■

■ 「父の存在」が大きかった ■
　本間さんは、素晴らしい経歴をお持ちの
方なのに、私と接していても偉ぶる様子は
全く無く、誰にでも丁寧に接する人でした。
　また、「苦労しないと良い人間になれな
い」とよく話していました。玉庭村長だっ
た父の小池熊吉が重ねた苦労を見て、父に
負けてられないと奮起して人生を過ごして
きたのだと思います。
　小池家に残っている学生時代の本間さん
のノートには、上下左右５㎜の隙間を除い
てびっしりと字が書かれています。私は、
子や孫にも「これぐらいびっしり書いて学
んだ人が小池家にはいるんだよ」と教えて
います。

What is 「愛知大学」
■ 概　要　愛知県の名古屋・豊橋・車道にキャンパスを
　　　　　構える私立大学
■ 学生数　９，８３７人　（今年 5 月現在）

■ 学　部　法学部、経済学部、経営学部、現代中国学部、
　　　　　国際コミュニケーション学部、文学部、
　　　　　地域政策学部
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愛知大学との交流事業
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　記　関東・東北から１２名が来町し、紅葉の風景を描
いた「スケッチ講座」。上野の森美術館（東京都）
が主催。参加者は大塚・東沢の景色を絵の具や色鉛
筆を使って、繊細なタッチで描き上げていました。

　ジュニアサッカーチームの川西ＪＦＣに所属し、Ｄ
Ｆとしてチームの守りを支えています。また、チーム
のキャプテンとして、メンバーをまとめています。勉
強は、特に漢字を覚えるのが得意です。また、社会は
特に歴史が好きで、名前を聞いたことがある武将が具
体的にどんなことをしたのか楽しく学んでいます。
　中学生になったら、サッカーにもっと打ち込みたい
です。将来はプロサッカー選手になって、スペインで
プレーするのが夢です。

第 34回県小学生陸上競技大会「走り幅跳び」出場

小松小学校６年生　髙橋塁
るい
くん

未来に向かって　～第３２回～ 勉強もスポーツも全力投球！

第34回県小学生陸上競技大会「走り高跳び」第７位

小松小学校６年生　髙橋陽
ひ な
奈さん

　小学 4年生からバスケットボールを始めて、スポ
少では持ち前の身長を活かし、センターとしてゴール
を目指しています。児童会活動では美化委員長として
校内が和やかになるよう、家にあるお花を持って来て
もらえるよう全校生に協力してもらいました。勉強で
は、計算が早くできるので算数が得意です
　中学生になったら、勉強では得意な算数をもっと極
め、部活ではバスケットボールを続け、勉強と部活を
うまく両立できるように頑張りたいです。
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◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

深まる秋を 繊細にスケッチ

◆町ホームページ◆
町の情報を要チェック！

◆町公式フェイスブック◆


